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日 本 建 築 協 会

A R C H I T E C T U R E  A N D  S O C I E T Y  



同じ建て坪なら

事 務 所 ・工 場 ・倉 庫 芯 ど 、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈ス ミ フ レ ー ム V ) を ご 利 用 く だ さ い。 中柱が不要で、間口、 屋 内 ス ペ ー スが

広く とれ 、 同 じ建て坪なら、まず、倍くやら い に活用でき 、合 理 的 で す 。 強 靭 で 耐 久 性

に 富 み 、 建 築 も 簡 単。 360種 以 上 の 標 準 設 計 を 用 意 し て い ま す 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

E， 
+f : 一 一

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社
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床材の総合メーカー

洗練された美しさがマチコタイルの生命 スキ ッ

とした美しさ… マチコタイルだけが表現できるフ

ロアカラ ー。独特のカラーが、インテリアデザイ

ンを、みごとに、 新鮮に演出します 。

品質の良さは、すでに、欧米でも実証す.み マチコ

タイル は美しいだけでなく、耐摩耗性、耐薬品性

歩行感などにすぐれ、品質の泊iでも、 折 り紙っ き。

インテリアデザインH寺代をリードするドイツや イ

タリアなど で もド シ ドシ使われています 。
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史子署:
リノリ ューム ・リノ空イル マチ コ空イ ル ・ナ イアンヲ イル 総 発 売 元

東洋リノリユーム株式会社

本 社 大 阪 市 南 区 順慶町通り 4 の2 5 ・三和ピル

札 幌 / 仙 台 / 東 京 / 長 野 / 名 古 屋 / 広 島 / 高 松 / 福 岡
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スマートで静かな機械だけが入室を許されます

写 真 の よ う な お 部 屋 に は 、 ス マ ー ト で 、

調 機 で な い と ふ さ わ し くあ り ま せ ん 。

ダ イ キ ン 薄 形 工 ヤ コ ン は 、 国 産 唯 一 の ロ ー タ リ 一

式 コ ン プ レ ッサ ー と 独 特 の 静 粛 フ ァ ン の 採 用 に よ

っ て初 め て 実 現 し た 型 破 り に 薄 く 、 ズバ 抜 け て 静

か な 冷 凍 機 内 蔵 の 空 調 機 で す 。 ホ テ ル ・ 旅 館 ・ 病

院 ・ 高 級 邸 宅 の 空 調 に ご 推 せ ん く だ さ し 、 。 • 
- 完 全 な 個 別 制 御 が で き ま す

使 用 条 件 の 異 な る 各 室 ・各 ゾ ー ン を キ メ 細

く 個 別 空 調 で き ま す 0

・設 備 費 、 運 転 貨 が 安 く つ き ま す

冷 水 フ ァ ン コ イ ル の よ う に 機 械 室 や 複 雑 な

配 管 工 事 が い り ま せ ん。 ム ダ な 運 転 は 確 実

に 制 御 で き ま す か ら 、 運 転 経 費 も 安上り です 0

・ 強冷 運 転 で N C値 37の 静 け さ で す

独 特 の 機 構 で 初 め て 実 現 し ま し た 。 こ の 種

の 製 品 で は 臨 ー の 静 け さ で す 。

新発売. グ

《水 冷 式:> U C L  1 0 0  

. 2 4c m - 27cmの 坦薄 型 です

壁 画 に シ ック リ と な じ み 、場 所 を と り ま せ

ん 。 ほ ど よ い 高 さ は 窓 際 の 設 置 に 便 利 で す 0

・暖 房 効 果 も 優 れ て い ま す

ダ イ キ ン 薄 形 エ ヤ コ ン は 、 蒸気 ・温 水 ヒ ー

タ ー を 別 組 み に し ま す か ら 、 80

0

C の 高 温 水

を 使 用 し て 効 率 の よ い 暖 房 が で き ま す 。

・へ。リ メ ー タ ー 空 調 に も 最 適 で す

幅 広 く 力 強 く 上 方 に 吹 出 す 方 式 は 、 ベ リメ

ー タ ー 空 調 向 で す 。

ヲ: ぜ宇U 薄 影 Z ヤヨシ

会 詳 し く は 、誌 名 ご 記 入 の 上 、資料をご請求くださし、 。

ヲ; 千本シ工事草稿王: t g 祖 本 社 大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新 阪急 ビル) 支 庖 東京・名古屋・福岡 営業所 広島・ 札幌

{電話連絡先}大阪 (06)312- 1201(大代)東京 (03)272- 321 1(大代)名古屋 (052) 961 - 6351 (大代)福岡 (092)74- 8631  (代)広島 (0822) 47一判71 (代)札幌(0122)26- 5556( 代)
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薬 品

般 アルカリ 塩骨に 強い

公 害

詰 'l!i 11' 勺守る • 

錆

全属ｾ間島 ｄ 勺ｬＮ ｪ ｾ＠

"' .  ，1必〆

. / 、 電 気

J I '  、 完 主 峰録

• 
一見Ｎ ｾんの宜哲Ｈ，ＴＺい串いｊｴ動体てす ところかひとたひ

伝にかの聾薗に造布しますと、およそ惜しられ伝い沼田植さ

を尭揮する それかフリントコートてす大匂 ｊｾ もの ｉｾ ンエ

ルのフリントコ ート て守りまし 4 う

蹴武 ＸＲＱ シ ｉｊｾ 厄漕文闘員贋所 ヲ .  ＮＮＮｊＧｾＮＮＮ Ｚ Ｎ ー 岳 部 大胆市町ＯＱ Ｑ 区西中 島Ａ ｛Ｒ <')76 !  l L  ｾＲＭＵＹｊＷ＠

己 ｉｊｾ 眉 ｩ 自繍武 Ｘｾｴ アスファル ト 部
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KRB- A型

口径(鳴 ) 矯程( m) 電動機( K W)

水中ベビーポンプ 35- 50 6- 10 0. 15- 0.4  

水中ポンプR 型シリーズ 50- 100 15- 30 1.5- 5.5  

水中汚水ポンプ 40- 80 6- 10 0.4- 2.2  

水中サンドポン升<R型 50- 200 10- 28 1.5- 22 

水中サンドポン升く V M型 75- 150 10- 28 2.2- 22 

水中サンドポン升く S M型 100- 150 20 11 - 22 

ツ ル ミ 水 中 サ ン ド ポ ン プ

• 

• 

ツJ レミ水中ベビ ーポ ン プ

.'  
ツル ミ 水 中 サ ン ド ポ ン プ K R B-B型



合 成 ゴ ム 系 (ネオプレンゴム)

異 形 建 物 に 憲 適

最 終 仕 上 材 は ハ イ バ ロ ン

色 彩 ・・ .. . 2 1 色

お 部 屋 の ポ イ ン ト は

床 材 か ら …

明 る い 配 色・・・落 ち つ い た ム ー ド

色租 ｾｴＮＮＮＮＮＮＮＮＮＳＴ 色

て7' )レ ヨニ ^

⑩ 

日 新

気 候 較 差 の 著 し い

所 に 最 適

防 水 工 事 を プ レ ハ

ブ 化 新 材 料

( 合 成 ゴ ム 系 コ ン パ

ウ ン ド に て 加 工)

大 阪 支 庖 / 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 18  T  E  L  ( 5 3 1 )  5  2  8  1  - 3  

本 社 / 東 京 都 足 立 区 千 住 来 田T 9  3  T  E  L  ( 8 8 2 )  2  4  2  4  - 3 4  

出 張 所 / 名 古 屋 ( 7 4 1 ) 6 2 5 7 - 8 ・ 広 山 ( 21 ) 1  0  1  9 ・ 6 0 6 1  

板 悶 ( 74 )  3  4  6  1  - 3 ・# じ申見( 51 )  6  8  8  5  .  5  6  5  9  
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関 電

其 の 他 の 営 業 品 目

ド ア チ ェ ッ ク

フ ロ ア ヒ ン ジ

ピ ボ ッ ト ヒ ン ジ

シ リ ン ダ ー ロ ッ ク

発売元 株式会社 -
-

IIJ 

大 阪

/ 大 阪 市 西 区 新 町 通 り 4 - 3  9  

営 業 所

担 す

T  E  L  531 - 4776 ( イ勺)

本 社/ 東 京都 中 央 区 日 本 橋 本 町2 ー 7( 信 和 ビ ル ) T E L  241- 1301刊

駐 在 所 / 福 岡 ( 65) 9131附 ・ 名 古 屋 ( 321) 6431附 ・ 札 幌 ( 24) 7246刊

製 造 元 ダ イ ハ ツ デ ィ ー ゼ ル 株 式 省 社

7  
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手包喝ＡＮｾ脅Ｍ｜Ｇピミ，忌 〈 丁番型 〉

- 特 長

l . T 番がドア ークローザー を兼ねていますので、外観は 目立たず、そのシンプ

ルな デザイ ンぽ震に良〈マッ チ します 。

2 . 画期的なダブルスプ リング切換機構 ( クラ ッチ) により、充介な閉扉力を具え

ております 。

3. 内蔵されたストップ装置により、扉は 85' - 90・の問でス トップ します 。

4. 閉扉速度の コン トロールは円滑で、速度調整はどなたにも簡単にできます 。

S. ドアーチ ェックを使用する こ とが困難な特殊な扉 にも使用できます。

6. 機構的に摩擦面が少〈無理がありませんので、耐久力に優れ 、20万回以上に

及ぶ耐久テス 卜でもこれが実証されています。

発売元 日 恵 機 材 株 式 会 社

東 京 都千 代 田 区 丸 ノ 内 2- 2 ( 九 ピ ル459区 )

電 話 東 京 ( 201 ) 3  3  3  3  ( 211)  0  0  0  5  

大 阪 出 張 所 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 - 16( 今 井 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 231) 4 6 0 8

製 造 元 白 木 電 気 精 器 祈 ま 曾 枇

‘  
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• 

• 
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〈 営 業 品 目 〉

カーテン ウオール

ア ル ミ サ ッ シ ・ ド ア

ス テ ン レ ス サ ッシ ・ドア

ス チ ー ル サ ッシ ・ドア

住宅用アルミサッシ* エリート砂

アルミレ ディーメ ード サ ッシ ・ドア

サ ッ シ の 綜 合 メ ー カ ー

⑩ｾイケシサァシ撤式会社

本社・工場 堺市松屋町 1- 6 T E し 堺 (38) 大代表 1 1  4  1  

鳳 工 場 堺 市 平 岡 町 4 8  T  E  L 堺 ( 7  ) 代 表 5 5 4 1  

営 業 所 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 福 岡 ・ 長 野

9  
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宅ラ ＺｊｾＮ ト

宅ラ Ｚｉｊｾ ト

③ 

ノジギ ク園

設 計 兵 庫 県 建 築 課

施 工 東海興業株式会社

使用場所 外装全面

セ ラ ス キ ン と は 岡m器 の 皮 ( C E R A MI C  S K I  N ) と

云 う 意 味 で砂 粒 状 の 有 色 間 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 液

状 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン ブ レ ソ サ 使

用 ) ガ ン に で 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 画 、 天 井 e tc に 吹 付

け 、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

特 徴

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250. C - I  350. C ) に て 発 色

し た 問 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

. 防 水 性 通 気 性、防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

. 耐 薬 品 性 弱菌室、 弱 ア ル カ リ に 対 し て は 変 化 を 起

し ま せ ん0

. 耐 寒 性 - 20. C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ 人 。

- 下 地 コ ン ク リ ー 卜 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 べ 二

ヤ 板 、 和 壁 、 フ ロ ッ ク 、 ス レ ー ト 、

テ y クスま頁 etc.

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を 塗 って 下 さ い。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 西 淡 路 町 3 - 1  7  6  T  E  L  (322)  4  

東京出張所・東 京 都港区西新橋 2 - 2 1- 6 T E L  (431 )  7106- 7  

瀬戸工場・愛知県瀬戸市大字山口字南山 138 T  E  L  (82)  

• 

• 

• 

• 
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位匝同

ドアチェ ック 60シリース、

ドアチェ ック 70シリー ズ

ドアチェ ック 80シリー ス

フロア ヒンシ

そのイ也

ラパ トリヒ ンジ

ピポ ッ トヒ ンジ

ドアハンドル

N E W* S T A R  

サモ品質性能とな照祭スライド式

ｺ ユースター ｦ ｪＧｾぺＱＮＮＭＧＺＱ
片引き戸内観図 上枠断面懸吊要領

1 :;::; :.t 及ドア網Il 要領

タ4

e・

レ ル耳限付組E例 図

習院印 ti J; I! "' r -. て F きい.

，535 
・印寸法NSl ・の地合1・制; ; ，.: 変更さ れ :f_ -r.

ヨ阪斜・kl!5I.t '1C完工崎区分

. ニュースタースライド式ドアオベレーターの特徴

. ilil 庄の長所と 111気式の利点とを組合せた新製品です 0 ・ilI l 圧装置がついているために閉る迷度が 「ゆる くj r なめらか」です 0 ・バ ル ブ の 調主主

で 閉 る速度が自由に変えられます 。 Ｎ ｲｯｦｊ る手 前 で ー 且止 って 、その后ゆるく閉ります 。 ・ 停氾の場合、すぐに手で経く ｂ ｦｊ閉 が ＺＱ Ｑ
• 来ます 。 ・ ｻ出 ｉ 絡 が

安く、月 lJi 金工事がほとんどない 。 ・l l X付工事、保守が非常に簡単です 。

⑩ 

生 産 高 日 本 一

日本ド7一手工v ク製造株式曾社
本 社 工 場 大 阪 市 ' 1' 7 f 区 時 矢 州 側r 2  2  2  'i ll ，1'， ( 758)  1251  ( 代)

東 京 支 1苫 点 J;C Ii IS千代 111 1' ¥神 li l小 川町 2 - 12 (1，( 愛 ピJレ) 。目。I!， ( 293)  4831 - 5  

札 傾 出 張 所 札 帆 d; )  Ｑ 寝 中 央 ｊ 且り ｊｉ ＩｾＳ Ｑ Ｔ Ｍ Ｑ ・ 日ＮＡＮＧ［ ( 86 )  8255- 6  

名 古 屋 出 張 所 名 古 出 rfi * 区 I::i 岳 町 1 ー 1 1 註 ，1' ; ( 961 )  5771- 3  

広 島 出 張 所 広 品 県 安 保 1111 f主 * 町 付 iI' 2  0  5  .，日，1' ，( 1.よ ね八 本 )"j ) l 06

福岡出張所 ｨＧ ， ｾ I:f.] 111 ｾ 可制 ｬ Ｇ 4  r  1こI 4 併 2 4 屯 ，1'，( 74 )  2372 ・33 12
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00 
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12  

断 面 詳 細 図

ハ イ セ ン ス を

しこう /

. P A T . N O . 7 4 8 4 0  1  

グッドデザインを

選ぼう

戸--ー一

- - 重重重重量-

お そ う じ 百 貨

三百9" 二，/ V 工 業 株 式 会 社

営 業 本 部 / 大 阪 rl i ｉ ｉ ｌｪ ｉ ［＼ｾＭ Ｑ 仁 川れ ｊ Ｎｩ 凶 r  11  20 T  E  L  ( 531)  3514 .  8246 ・ 9347

本社工場 ｦ 以打 ｉ ｬ ｲｬｩｬｾｪｬ メ久ＱＡＱ築 Ｑｉｉｉｉｉｦ 38りの 2 T ビ L ( 92)  6: 1 6  1  - 3  

〈営 業 所〉

東 京 / T E L (666)  47 14  ( 668) 4873 

名 古 屋 / T  E  L  (731)  5 13 8 ・ 5 3 9 6

京 都 / T  E  L  ( 22)  5 3 6 3 .  0 2 14  

大 阪 / T E L (531)  3 5 14 ・8 2 4 6

福 岡 / T  E  L  ( 29)  2  7  0  6  

• 

• 



• 

• 

• 

• 

の製品には・・・

一二 ＴＴ ヒミ ｊｾｪ
. デ ル リ ン ブ ッ シ ュ 入

平 頭 角 型 ギ ボ シ 丁 番

寸 法 ( %)

令 +品

11千 名

I止 1"11 

A  B  

89私 ( 3 Y2 ) 89 89 

102' %(  4  )  102 102  

127私 ( 5  )  127 127 

- ドア ー の 1m問 時 に 音 を 立 て な い 。

・ 長 期 の 使 用 に も I!t 粍する司王がない 0

・注 油 の 必 要 が な い 。

・祖 1支 の 急 激 な 変 化 に も 耐 え ら れ る 0

・ ｩ Ａ 臨 ＡｬｾＨこも 強Ｚ ぃ

・完 全 防 錆 の ボ ン デ ラ イ ズ焼付主主装である。

ナ プ

f111似J  1  

.fJii >  ｾ ト >  S WA  鋼

厚 ク 1まi ュ/
G IN G  年占

Jレ ニL

C  D  E  F  G  

J I S  

G3 3 0 7  

2. 5 12. 3 4. 5 1. 6  29 S P H- 1  

2. 8 13. 0  4. 5  1. 6  32 S P H- ]  

3. 2 14 . 7  5. 0 1. 6  39 S PI-ト 1

卜. r:'; ¥i .t本 捻 {' J I S . BI I 1 2

H  .  1  本 数 太 サ I圭サ

10 X  6  6  4. 5 25 

10.  5 X6.  2  8  4 . 8 25 

12 X 6 . 7  10 5. 1  32 

Ｎ ｾ ｦ 主で ガゴド Ｈ下穴Ｉを設ける必要がない 。

木ネジの革命ヌ ｉ ，ｾ ヲー
・全 ネジ 式ですから Ｕ 斤ｾ ｾ ＱＭが良く ｊ 辰ｩｊＧ ＡＩ ｊ のために

抜 け て く る よ う な こ と は な い 。

. { H状 の t11S分 で 木 i守11へ 安 定 し た 似 合 が 出 来 る

のでドライパーの 繍滑り がなく製 ｊｊｺ をｻｾＮｊめ

ず に |川A ，'! J 来 る。

・表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 山 の 似1J1が

少なく 反 復 作 用 によく 耐 え ま す 。

※ミ アート ミの ヒ ンジの 中 ｊ 汲ｾｾＧ ，ｪ，Ｎ Ｚ ｌ ｉ Ｚ ( 0  R - 844 

N  R - 64.  S  T - 84. S  T - S  L - 84- 1) には

ス/ ' ¥イ ラ ー が IC付属 さ れ て い ま す 。

レジ芳227f E Wι シ究ター・米国 FHA糊

- 自 然換 気 に よ り 室 内 の 空気 は い つ

も爽やか。
1 レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖 房 の 保 温 調 節 が 容 易 。 I No. 5 5 - R

・ シ ャ ッ タ ー 120. 迄 自 在 淵 節 止 め 付 。

・錆 の 発 生 、 変 色 が な く 温 度 の 高 い

戸斤、パスル ー ム 等 に も 安 心 し て 使

用 出 来る。

・ ス ッ キ リ と し た デ ザ イ ン中 間 色 の

落 ち つ い た 色 調 0

・風間の晒す場所でも雨の[ 1 欠込む心 グ リ ル

配 が な い 。 N o. 5 5 - G

・ ソ フ ト シー トに で 取 付 け の際のガ、 防 虫 網 付

夕つ きがなく 、 完全 密着 取 付 け 施

工 が 出 来 る 。

G 砂

e J I S 規格表示許可工場 日 本 住宅 公 団 指 定 メ ー カ ー

承 知 工 業 株 式 会 社

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 % 伊寸)

縦 | 検

150 ( 6 つ

150 ( 6  ")  

150 ( 6 つ

260 ( 10")  

310 ( 12" )  

360 ( 14 ")  

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 ' %. ( 吋 )

縦 | 慣

150 ( 6  ")  

150 ( 6 つ

150 ( 6 つ

260 ( 10つ

310 ( 12")  

360 ( 14 ")  

表 面 板 寸 法 ( "Ym)

縦 | 償

195 

195 

195  

295 

345  

395 

表 面 板 寸 法 (' %.)

縦 | 償

195 

195 

195 

295 

345 

395 

出鉄筋 ｦ ｬＧ ｣ ｩｓのお ＺＧｬｉｉ Ｑ 五 の 換 気、冷 ｉ ｬｴＧ ｭｾ 主ほの通 ｪ 且｣｜ｬ Ｍ ｉ に ｬ Ｎｴ ｦｾｾｴＨ 内な

峨 入 、 排 気 の レ ジ ス タ ー 、 グ リ ル を セ y トして f虫JTI く だ さ い。

.  本……社……大刻l… 矢矧叩柄 胴T 1  2  8  一
工 場 車 大 眠 市 布 市 町 5 0  T E L 牧 岡 (伶81け) 5  5  6  6  

東 京 Z東紅京宮都n中 央 区 白 本檎 本盟町T刊4一4 T E L 東 京( 何663司) 6  7  4  8  

営 雛F所万 ( ウラウンビ Jルレ内)
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地 区 百1)

ヰヒi毎i菖士也区

東 北 地 区

関 東 地 区

年 限 保 証

ｧ 本 Ｗ スの Ｗ ス ｾＷ＿ＧＢ も

4  

=  
キ土

- シ グ マ ー ト による ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

・ 特 殊 絶 縁 防 水 工 法 ( 特 許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水 工 法

- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 と 技 術

で 完 全 な 施 工 工 事 を お 引 受 け い た し ま す 。

名 代 表 者 f主

日 本 ス レ 卜 株 式 会 社

日 新 建 工 株 式 会 社 札 幌 出 張 所

{中川| 憲 吉

大 木 久 俊

札 幌 市 北三 条 東 4 ー l

。 南 大 通 り 西 13丁 目

日 新 建 工 株 式 会 社 仙 台 出 張 所 仙 台 市 二 日 町 1 - 2

東 京 都 台 東 区 西 浅 草 2 - 15- 9  

。 中 央 区 湊 町 3 - 7

。 新 宿 区 柏 木 5 ー 1172

F斤

伊 藤 建 材 株 式 会 社

北 条 漉 膏 工 業 株 式 会 社

有 限 会 社 金 岡 興 業

涯 膏 建 材 株 式 会 社

日 新 建 工 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

マ サ ル 涯 膏 工 業 株 式 会 社

滝 沢 磨 目1)

伊 藤 豊 吉

北 条 弘 太

金 岡 辰 次 郎

山 中 喜 代 治

荻 野 英 失

山 崎 慎二

西 田 勝 治

藤 井 喜 昌

小 島 英 夫

。 千 代 田 区 神 田 佐 久 間 田T河 岸 51号

。 荒 川 区 南 千 住 6 - 42 

藤 井 工 業 株 式 会 社

富 士 工 材 株 式 会 社

揚 田 工 業 株 式 会 社

木 下 工 業 株 式 会 社

野 口 工 材 株 式 会 社

大 手口 工 業 株 式 会 社

協 立 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 奈 良 屋 高 底

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社

同 和 建 業 株 式 会 社

島 屋 建 設 株 式 会 社

磯 田 武

木 下 一

聖干口 伝 八

検 井 喜 重

関 谷 克 巳

市 橋 祐 造

石 田 想 吉

徳 永 昭 二

。 千 代 田 区 神 田 猿 楽 町 1 - 9

0  台 東 区 北 上 野 2 - 2 1- 10  

0  文 京 区 林 町9 4

。 江 東 区i奈川 住 吉 町 1 - 14  

0  千 代 田 区 富 士 見 町 1 ー 12

0  盛 田 区 江 東 橋 4 - 32  

。 渋 谷 区 下 通 り 3 - 15  

。 荒 川 区 南 千 住 6 - 15 1- 2  

0  大 田 区 南 蒲 田 1 - 14- 2  

水 戸 市 泉 町 1009

高 崎 市 八 島 町 11 7

新 潟 市 流 作 場 宮 浦 1 - 1711 

l 有 限 会 社 折 橋 政 次 郎 商 庖

北 陸 地 区 |

l 有 限 社 会 小 島 工 業 所

島 勝 入

手斤僑嫡一郎

小 島 一 公

島 田 真 一

金 沢 市 此 花 町 5 - 7

富 山 県 高 岡 市 二 番 了

。 。 志 貴野 2 5  

富 山 市 堀) 11小 泉 町 7 7 6

東 海 地 区

近 鍛 地 区

大 辛 口 工 業 株 式 会 社 富 山 営 業 所

株 式 会 社 三 井 工 業 所

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社

宮 崎 建 材 底

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社

日 新 工 材 株 式 会 社

マ ル 工 ス 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 新 光 商 庖

清 水 興 業 株 式 会 社

マ サ ル 渥 育 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

中 村 涯 膏 工 業 株 式 会 社

棚 田 建 材 有 限 会 社

フ タ パ 興 業 株 式 会 社

石 僑 建 材 株 式 会 社

重 量 永 建 材 株 式 会 社

三 井 辰 雄

渡 辺 亘

木 下 作 ニ

伊 緩 隆 造

宮 崎 勇

伊 藤 鎮 善

井 場 繍

山 崎 達 夫

松 本 重 治

清 水 実

勝 見 掛

中 村 秋 太 郎

棚 田 秀 吉

友 長 保 男

石 橋 節 雄

木 村 豊

静 岡 市 大 和 町 1 - 20 

清 水 市 渋) 11 5 2  0  

名 古 屋 市 中 区 南 久 屋 町 3 - 12 

。 西 区 南 押 切 町 5 ー 12

0  中区伊事寺山町 1 0 0  

名 苫 屋 市 中 村 区 稲 上 町 1 - 4 1  

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 l ー 17

。 福 島 区 上 福 島 南 1 ー 152

0  南 区 塩 町 通 2 ー 13

。 北 区 鶴 野 町 3 4  

尼 崎 市 水 堂 加 茂 6 4  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 6 丁 目 神 繊 共 栄 ピ J レ

。 葺 合 区 上筒 井 通 8 - 22 1  

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 4 - 49  

福 井 市 松 ケ 松 町 6 2  

広 島 市 若 草 町 1 0 6 5  

中 園 地 区 l a平日J 主 主 司 会 圭 広f 主 張 霊

東 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社

谷 岡 量産

馬 場 久

。 庚 午 南 町 1 - 2

広 島 県 大 竹 市 小 方 田T小 方 2 4  5  5  

岡 山 市 磨 屋 町 7 - 18  

四 園 地 区

九 州 地 区

株 式 会 社 山 本 商 会

大 三 工 業 株 式 会 社

高 知 涯 青 株 式 会 社

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

日 新 興 業 株 式 会 社

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 大 ニ 商 会

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

安 藤 工 事 株 式 会 社

日 建 工 材 株 式 会 社

山 本 進

飯 間 浅 吉

横 井 良

柴 田 秋 男

河 野 毒 殺

竹 村 藤 一

戸 高 緩 雄

北 原 正

川 勝 正 之

進 藤 博 一

松 山 市 三 番 町 7 - 8 ー l 山 本 ビ ル

高松市本田J 2 ー 17

高 知 市 塩 屋 崎 町 2 - 20 

徳 島 市 矢三 町 東 野 181 - 1  

延 岡 市 本 小 路 7 4  

北 九 州 市 門 司 区 大 里 東 通 10丁 目

宮崎市平日知川原 3 6 5

鹿 児 島 市 草 牟 田 町 3 9 8 0  

福 岡 市 大 浜 1 一新田J 9  5  

。 大 手 門 2 - 8 - 6

. 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東 京 都 足 立 区 千 {主 東 町 9 3  日 新 工 業 株 式 会 社 内 電 話 ( 882) 2  4  2  4  ( 代)

l拘束支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町93 日 新 工 業 株 式 会 社 内 包 括 ( 882) 2  4  2  4  ( 代)

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 l ー 18 日 新工 業株 式 会 社 大阪 支 庖内 電 話 ( 531) 5281- 3  

九 州 支 部 福岡 市 大手 門 l の 6 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州|出 強 所 内 電 話 ( 74) 3  4  6  1  

防水|

電 話

( 22) 叩 唱 26 ( 23)  80 16  

22 )  5  0  1  5  

( 25 )  5  4  3  1  ，(-'e 

(841 )  5646 ・5729

(551)  2676 ・4382

? 6 4 4 3 4 1 代

866) 6993 ・2892

( 803)  24 1  1- 5  

(292)  2  6  6  1  i-'e 

Z 4 6 3 1 1 代

94 1)  027 1 ・2582

634) 0950 ・0900

( 263)  4  8  6  1代

(634)  0  8  2  1  i-'e 

(  判州lヤい;ド戸3幻375 1

802)  4  7  5  1  fセt:  

(73 1) 0358 (738) 340 1  

( 3 ) 0 17 1- 6  

( 2  ) 3301- 2  

( 45 )  2  2  5  1  '(-ミ

( 2 1) O陥 ( 3 1 )  6420 

2 ) 0 9 9 9  

(  3  )  0  3  9  1  

( 31 ) 4 3 8 5  

( 85)  9 15 1- 3  

(  2  )  2  2  2  1  i-'e 

(251)  3  5  4  1  

( 57 1) 代 5541 - 4  

(321)  131 1 ・133 1

(46 1)  9363 (481)  562 1  

(54 1)  3785- 6  

(458)  484 1- 3  

F m195~ 7  

371) 025 1- 3  

( 481) 7 3 5 5  

( 34 )  5884 ・5658

ロ182代

458)  0267・0277 (45 1)  6089 

23 )  0  7  7  5  

( 61)  637 1- 4  

( 7 1 ) 4 6 8 7  

( 2 ) 3 5 4 3  

( 23)  1  1  8  1  i-'e 

(  3  )  626 1- 3  

( 5 1)  6  8  1  1  - 5  

j 2 J 3 2 4 4  

4  )  4  1  6  1  

4 3 0  5 ・4 3  0  6  

( 38)  1468- 9  

(  2  )  5  0  0  1  

(  3  )  9395- 6  

(  28 )  5207- 9  

( 75 )  7  7  5  2  

• 

• 

• 

• 
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• 

• 

合 成 維 繊 の 不 織 布 に ア ス タ イ ト を タ ッ プ リ と 含浸 さ せ た 特 許 製

品 で 、 い わ ば ア ス タ イ ト の 層 に 維 織 が 内 在 す る く プ レ ハ ブ 防 水

被 膜〉 と も い え る 防 水 補 強 材 の 決 定 版 で す 。

下 地 亀 裂 に 順 応 す る 延 伸 性 の ほ か 、 低 温 で も 脆 化 し な い 柔 軟 性 、

粘 り と 強 靭 性 、 腐 朽 ・老 化 し な い ず ば ぬ け た 耐 候 ・耐 久 性 な ど

補 強 材 と し て 理 想 的 な 特 性 を も っ て い ま す 。

考書命ｾ、， ιｹ イド

⑧ <秒

特 殊 な 製 法 に よ っ て っ く り だ さ れ る 最 高 の 防 水 材 で 、 一 般 の 合

成 樹 脂 に も ま さ る 画 期 的 な 特 性 を も ち 、 〈黒 い プ ラ ス チ ッ ク 〉 と

も い え る も の で す 。

耐 候 ・ 耐 久 性 、 温度 に よ っ て 硬 化 ・軟 化 し な い 幅 広 い 温 度 特 性

加 熱安 定 性 、 強 い 粘着 性 、 適 度 な 盟 性 流 動 性 な ど 、 防 水 材 と し

て 要 求 さ れ る あ ら ゆ る 特 性 を そ な え て い ま す

?うRφ イト

争ｾ争ｾ

• 

す ぐ れ た f生育Eの ア ス タ イ ト と 、 才 寺言午 ・中 甫 強 材 強 力 ギ ル ソ イ ド を

組 み 合 わ せ た 防 水 層 は 、 そ の 相 乗 効 果 に よ っ て 、 ど ん な き び し

い 自 然 条 件 に も よ く 耐 え て 、 老 化 ・変 質 す る こ と な く 、 破 損 ・

漏 水 な ど の 事 故 を お こ さ な い 〈最 高 の 防 水 層〉 で す

... ，レ1T，，，台本

件 付

ア ル ト 事 業 協 同 組 合

ル 卜 事 業 協 同 組 合

東 日 本 ア ス フ

西 日 本 ア ス フ

建設省東計65号認可

• 
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T E L 代 表 ( 866) 6  1  0  1  

T E L 代 表 ( 441) 5  9  5  1  

名古屋・ T E  L  ( 571 ) 6361 

岡 山 ・ T E  L  ( 24)  2692 

ア

京・ 千 代 田 区 岩 本 JHJ 3 の 1 1 の 1 3 田 島 応 用 内

阪・ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 の 7 4  

幌・ T E  L  ( 22 )  6038 仙 台 ・ T E  L  ( 22 )  6413 

岡 ・T E  L  ( 28 )  2807 広 島 . T E L  ( 21 )  2281 

建設省阪建22号認可

東

大

札

福
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五

高

懇

四

五
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じ

色、

け

官邑
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N S - 2 6 1 8  

日田4
日口口口

2 6 1 5  

3  1  1  0  

，ー』、

尺

てr

7  

ス

呼

称

且，晋ｾ涙 Ｍｰ ヲヲ，ｾ付

1;':: -* ｦ￬ＺＧ七 のぞＺに ｬ よ 台 ｪ 止 Ｎ｜ＱＱＮ Ｇ Ｑ Ｇ ゃｾｾＭ 世 ｈ ーの子 Ｑ Ｑ ん のため ｬ ＧＺ ｉ ， ｉ ， ｪ

1  ' をゆl に I似f. J け て お ・ り ま す カ ヘ こ の ホ ー ム シ ベ y タ

ー は ｉ Ｎ｟ ｪ ｾＯｾ でサ ｹ シとシ吋 ｹ ターをイ本にして製ＱＧ Ｑ ーさ

れ て い ま す の で 1:1'11 ［ を 日 Ｇｊｉ ＧＺ ， 没ける必 ｂ 必 カどなく 、Ｎｆ ｊ ｾ Ｎｴ ｊ Ｏ ｾ

I似十i も .}主 で す み ま す 。 またシ吋 y タ ー は 折 り た た

ん だ 11. '1' そ の ま ま 化物 iー と な り ま す の で 、 1 ' 袋 を つ け る

必' > - ! : ーがありません 。

- 特 長

1  . お fーさまでも子 '1吃る 1': li f.J I!J Jで き ま す 。

2 . すト1Ut は 俊 夫 で す 。

3 . 戸 後 は い り ま せ ん 。 折 り た た ん だ ス ラ y トが そ

の ま ま イヒねiーとなります 。

4. 火 災 . -t- i  hl¥l  .  ｾ紅 葉 ｈ すべて Ｇぷ心 です 。

5. 胞 l φは iH1主;1. で す 。

6.  .ム hlli で す 。

。株式会社 日 本 シ ャ ッ タ ー 製 作 所

目工場
営 業 所

大 阪 di W: 淀 川 区 川 川 辿 6] ' 1-1 3 8 係地

T E し (  3  0  1  )  代 ぷ 3 6 5 6 - 9

* 以 ー :}' ，，1.; }五 - て校 沢 ーやl' 戸・ 1;(，11 11

ｊｾ＠ ，1:.l j  • ，:- :j  -t公 ー 相，¥ r.t. l  .  ..jヒ ) L ｾ卜 ｼ

• 

• 

• 

• 



4 通 常 総 会 開 催 通 知

本年度通常総会を下記のとおり開催いたします" こ多忙のところま ζ

とに恐縮ながら何卒お繰り合わせど出席くださいますようお願い申し上

げます。 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 東 畑 謙 三

記

日 時 昭和42年 6月16日( 金) 3時半

場 所 近畿建築会館 4 階集会室( 北浜 3 丁目)

議 題 (  1  ) 昭和41年度事業報告承認の件

( 2 ) 昭和41年度決算報告承認の件

( 3) 昭和42年度収支予算承認の件 ( 4 月号会告)

司 会 員 の 受 賞

下記会員の方 々は， 昭和42年春の叙勲，ならびに大阪府知事より建設

関係、功労者と して表彰を受けられました c ζ 乙に誌してその栄誉をお慶

び申 し上げます。

コ」
-
=
ロ

• - 春の叙 勲 ( 大阪府関係)

勲五等双光旭日 主主 福田万亀雄氏( 大阪工業技術専門学校理事長)

勲 五 等 瑞 宝 章 井上福蔵氏〈岡井上組社長)

勲六等単光旭 日章 永田 鼎三氏( 大阪電気暖房骨" 相絞役)

・大阪府知事表彰

建設関係功労者

11 

j}J; 必 修氏( 語、必菅野池築位計事務所代長攻略没)

大下I i 寅三郎氏( 平和建設側社長)

北栄弥三船氏〈総尾編集拘社長)
11 

1/  11 辰巳秀太郎氏( 除辰巳工務底社長)

11 11 知見 義夫氏( 側斎務省三商后大阪支后長〕

11 11 船木 由松氏( 昭和産業側社兵)

11 11 松井 邦彦氏( 耐酸化学工業向社長)

11 11 山崎 達夫氏( マルヱス工泉州土長)

11 1/  山本 義樹氏( 西日本述設業保E 除草安攻占徒)

11 1/  横同喜一郎氏( 側ヱ英社社長)

• 4 昭和42年 度 理 事 会 務 分 掌

4 月 13日開催の第 l 回理事会において下記のとおり理事各位の会務分

立が決定いたしましたのでお知るせいたします竺 ( 本印主幹)

言己

主 記 主 計 編 集

( 技術部門) ヰ 佐 野 正 一 氏 中原 茂氏 山 政 間 基 次 氏

後 藤 典 犬 ぇ 長 沢 徹 夫 氏

橋 本 忠 保 氏 百 村 栄 一 氏

掘 内 三 郎 氏 長谷川哲之助氏

間橋作太郎氏

( 総合部門) 藤 木 正 一 氏 大 林 芳 郎 氏 竹 中 錬 一 氏

鴻 池 藤 一 ぇ 浅沼1t 之吉氏

松 村 雄 吉 三 白 井 周 二 氏

( 活気部門) 佐藤 j. ;えま * 梶 本 秀 尾 氏 菅 谷 三 郎 氏

( 管工舘門) 南 長吉夫 伴 一郎氏 尾望j )者四郎氏

( 建材部門) 安 田 誠 一 氏 田 中 政 二 氏 検巴喜一郎氏

( 支 部) 中 川 文 雄 氏 芳山保; 夜氏

• 

4 新 建 築 現 場 見 学 会

大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 事 業 第 一 棟 新 築 工 事

見 学 会( 大 阪 府建築士会， 日本 建 築 学 会 近 畿 支 部 と 共 催)

日 時 6月 3 日( 土) 集会 1時→解 散 3 時

日本 建 築 協 会 会 告

所 在 地 大阪市北区曽根崎上 4 丁口

集会場所 桜橋交叉点，北東角一 ツJt の筋東入ノレ ・

大林組現場事務所前 ( 目標会旗〉

申 込 5 月末日までに屯話で願います。

< 但し定員 150名( 三会共) ｾζ 達し次第〆切りますー ｹ

建物概要 施 主 大阪市区繭整理局

設計監理 大阪市建築応再開発施設課

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

構造規絞 S R C造 地 下 6 階 地 上121札 犠 屋 41ilti

第 1)羽，第 2期 建 築 面 積 9，140m' 延建築面的 98，5∞ n{

竣 工 昭利43年 11月末日

上記見学会は特殊地下工法を見学いたします。

‘ 50周年記念事業: 第 3 回特別見学会

『桂 離 宮 ・ 修 学 院 離 宮 ・ 表 千 家 ・ 裏 千 家

の茶室を見る会』

今回の見学先は， 種々の制約がありますが，乙の陵会により多くの会

員各位が参加願えるように ，班別による見学コ ースといたしました。

下記要項を ど参照の土折返し往復はがきでお申込み下さい内

記

開 催 日 6 月20円 ( 火)

班別見学 コース

A 班「桂離宮と裏千家茶室J 9.∞ - 14. 00 (15名)

B 班「桂離宮と表千家茶室J 11. ∞ - 15. 30  (15名)

cri E i 桂離宮」のみ 13.30- 14. 30 ( 15名)

A企‘

コE

D Jl E i 桂離宮」のみ 15 ∞ - 16.00 ( 15名)

E 班「修学院離宮と表千家茶室J 11. ∞ - 15. 30 (27名)

F 班「修学院離宮」のみ (30名)

注 ( ) 内は定員

資 i A J  i BJ  i E J 班のみ300円( 昼食代，その他)

申込方法 往復はがきに限ります。『往信j IC第 l 希望と第 2 希望の

「班名」 ・ 氏名 ・ ｾ令 ・ 勤務先と役聡名 ・ 屯話。現住所。

前記要項の記載がない場合は申込受付を保留いたします。

また「はがき J は述名とせず l 人 I 枚 lこ願います。定員を

越えた場合は拍せんいたします内 ｲ ｪｾｦｊＧｪ には返信先と氏

名を常ず峨して下さい。

申込〆切 6 月 & 臼の消印までとします。

( 注) 集合 ・解散は現地を予定しておりますう

参加者 [ζ は参加証を 6 月15日までに送附いたします。

司 千 里 に 建 つ 高 層 住 宅 団 地 見 学 会

日 時 6 月24 日( 土) 集合 ・午後 2 時→解散 ・4 時

集 合 所 阪急電車千里線 ・南千里駅出口付近 ・目標会旗

申込方法 6 月 13日までの消印のある往復はがきで願います。

20日までに定員 l∞名 lζ 参加証をお届けいたします。

建築概要 計 画 名 千 里E 住 区 高 居 団 地 / 場 所 吹 田 市千里ニュー タ

ウ ンE 住区/ 設計 日本住宅公団大阪支所，東畑建築設計

事務所/ 監理 日本住宅公団大阪支所/ 施工搭状建 物

戸田建設，版状建物佐藤工業，奥村組/ 敷地面積 52，8∞

rrV 全延函政63，(問 rrV住戸数 993戸/ 容際率 12096/  

構造 R C- S R C/ 地上11階/ 工期 1965年12月- 1967年

5 月/ 版状建物 3 棟と塔状態物 4 練、からなる。

亡お知らせ口 懇親ソフトボーノレ大会は開催を延期いたしました。

17 



員

4 月13日の理事会において，下記のとおり昭和]42年度常設委員会の委員委嘱を決定いたしましたので ， ここに委員氏名を掲扱いたします。

日 本 建 築 協 会

委

A

Q

Z

 

F ミ委

三八，

a又常

. 6.  

ココE本 建 築 協日4 昭 和 4 2 年 度

ー 二 良 日 ( 住 宅 公 団 〉

官 三 男 ( 竹 中 工 務 底 )

大 平 ( 田 島 応 用 化 工 〉

忠 良 ( 住 宅 金 融 公 庫 )

房 之 助 ( 永 大 産 業 〉

茂 ( 大 日 本 土 木 )

和( 大阪府伎宅供給公社)

J台( 大和ハウスヱ業〉

( 敬祢略 ・50音順 ・@同] 委員長 ・O印副委員長 ・ム印幹事 ・* 編集理事)

野

間

十

本

本

田

本

岡

村
市

-

義

足

増

松

村

松

村

山

士

口

士

口

志小体建築' f ，務" 1 )

ニ ( 駒 建 突 事 務 買 わ

夫 t大

得

敬

戸

-

正

林間

江

本

事業委員会置

市〕

一Ｈ芸、井建築設計Ｇｊｬｾ研Ｉ

儀 ( ス 阪 符 )

文 ( 大 阪 市 ス 世 萄 局 〉

犬 ( 大 阪

一 ( 大 杯 初

雄 ( 新 麹 築 事 務 所 )

己( ス阪府土木計画課〉

市)

阪

博

信

被

〕

)

高

会

コ:

高泊

橋

野

見学 ・ 講演 ・ 説明 ・ 映画 ・ 展示 ・ Ｎｾ規会 ・ 若

い会口の! I i いなとの事業企画および実施

大

忠

• 

出版委員会

辿築 IC関する出版物の企爾 ・刊行

ニ ( 大

隣( 京

雄 ( 京

矢 ( 近

稔( 大

貢 ( 京 都 大 学 〕

雄 ( 大 阪 市 立 大 〕

犬 ( 大 阪 迎 策事務所〉

深 ( 日 本 住 宅 公 団 )

• 

一 ( 近 畿 句 通 局 〉

清 ( 新 I主 宅 社 〉

勝 比 古 ( 神

寿 栄 次 ( 関

勝 次 ( 神 戸 大 学 )

英 之 ( 円 強 段 計 工 務 )

裕 ( 鹿 島 建 設 〉

夫 ( 竹 中 工 務 庖 〉

雄Ｈ鋭 ｪｾ 設備Ｉ

& ( 竹 内 建 築 事 務 所 )

桂 一 郎 ( 大 阪 市〉

陽 一( 村野議建築事君事所〉

E号 ( 怯 村

良 日 ( 決 設 計 事 積 所 )

ー は

犬 ( 木 林 組 )

秋( 安井建築設計官訪所)

犬 ( 市

• 
設)

建築設宵についての調蛍研究ならびに; . - f I l な

との企剖および実施
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彩一良日( 点畑建築事務所〕

!Yi( 竹 中 工 普 后〉

徳 三 郎 ( 積 水 ハ ウ ス )

克 三 ( 今 宮

清 四 郎 ( 三 晃

作 太 郎 { 日 起 訟 計 工 務 〕

元 昭 ( 日 建 設 計 工 務 )

政 司( 安井建築設計事賢明) 白

寿 郎 ( 清 水 建 設 ) ， 

克 己 〈 住 宅 公 団 ) 1  

良 樹 ( 京

周 二 ( 清

三良ｾ ( 大 阪 電 気 暖 房 〉
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夫 ( 京 梅 興 ; t )

: ! i 申( 田中 ・小西l J l 築事務所〉

暢( 大阪市立工芸高校〉

保 ( 東 畑 建 築 事 務 所 )

自ｾ Ｈ近 ｾ建 設〉

弥 ( 清 水 和 弥 事 務 所〉

4 創 立50周年記念事業資金受領報告・その 4 ( 5月 8 日迄分)

50周 年 記 念 事 業 資 金 を 下 記 の と お り 受 領 いたしました。 j享くお礼申し上けます。

日 本 板 前 子 株 式 会 社 殿

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社 殿

旭 附 子 株 式 会 社 殿

八 幡 製 鉄 株 式 会 社 殿

東 洋 陶 器 株 式 会 社 殿

附 淀 川 製 鋼 所 殿

耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社 殿

宅 待 商 事 株 式 会 社 殿

附 矢 属 大 理 石 尚 j占 殿

松 下 屯 工 株 式 会 社 殿

浪 速 合 板 株 式 会 社 殿

大 阪 装 飾 株 式 会 社 殿

大島応 用 化 学 工 業 株 式会社 殿

{ 附 工 英 社 殿

三 友 工 業 株 式 会 社 殿

野 崎 石 綿 セ メ ン ト 株 式 会 社 殿

明 研 化 学 工 業 株 式 会 社 殿

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社 殿

側 新 興 建 材 上 業 所 殿

朝 日 泌 百 株 式 会 社 殿

附 ) t二 上 浄 夫 商 広 殿

Ｈ制大阪 ｬｩｾ 平金Ａ市Ａ占殿

(附 }I I J 己 : 食 業 商 j古 殿

久 保 81 鉄 _ [ 株 式 会 社 殿

サ ン エ ス 石 古 株 式 会 社 殿

岡 大 仏 殿

附 ナ ニ ワ 商 会 殿

(槻 日 垣 本 社 殿

アスニュ ー 工 業 株 式 会 社 殿

秋 元 調 理 機 器 株 式 会 社 殿

岡 大 阪 の1 子 厄 殿

清 水 興 業 株 式 会 社 殿

太

平tl

1111 ー ( 今 宮 工 高 )

尚 武 ( 大 体 組 )

秀 夫 ( 日 本 万 国 博 協 会 )

実 ( 布 施 工 高 〉

兵 衛 ( 大 成 述 ，.lt)

忠 保 ( 日 本 住 宅 公 団 )

J  ( 新 日 本 技 術 )

コ ン サ ル タ ン ト

透 { 大 阪 府 )

三郎Ｈ日 池 之 ｾｴ 工ｊＡ［Ｉ

利一郎( 国 鉄)

健 二 ( 竹 中 工 窃 庖 )

.  建材委員会

一般地材 の改良進歩のために，コンサルタン

ト的 le 検討などをして断界の向上党i I をはか

ることに努める。
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周 作 ( 近 畿 地 位)

宇 一 ( 清 水 雄 投)

徳E 郎 ( 鹿 島 雄 副

係 夫 ( 文 郎 省 工ji あ々所〉

ｾｌ＠ 三 ( 京 燭 建 築 事 務所)

春 雄 ( 大 阪 建 築 事 務 所 )

ぷ 幸 ( 田 辺 投 計 工 普 〕

I ) < . ( 安宅エ y ヂ ニ ヤ )

良 介 ( !， t事 組 )

長1I ( 京 占s 大 学 )

i羊 ( 竹 中 工 蕗 庖 )

倫 男 ( 倉 敷 レ イ ヨ ン )

貞 次 ( J . I ! 洋紡弘)

J.::t 1' 1ド ( 藤 本 工 務 広 )

幸 一 ( 大 阪 市 立 大 学 )

よ 三 ( 住 宅 公 団 )

耕 保 ( 大 成 述 設 )

w 巳 ( 大 阪 市 〕

100，000円

50，000円

50，000円

50，000円

30，000円

30，000円

ｾｏ ， ｏｏｏ 丹

20，000円

20，000円

18，000円

15，000円

10，000円

10，000円

10，000円

10，000円

10，000円

10，000円

10，000円

6，000円

5，000円

5，000円

5，000円

5，000円

5，000円

5，000円

5，000円

5，000円

5，000円

3，000円

3，000円

3，000円

3，000円

側 消 光 社 殿

(刻 中 村 多 喜 弥 商 庖 殿

て 茶 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 殿

松 本 金 物 株 式 会 社 殿

Ｈｾ村 山中製 作所殿

μi 問 機 工 株 式 会 社 殿

友/ l l 工 業 株 式 会 社 殿

(附 中 組 殿

8C  

大木悠設I ¥K 大収支出殿

円木耐火ボードI ¥J く殿

柏原 ｩＡｾｾ 背五ｊ｜殿

luifd ! 熱学て業I ¥J く大阪支庖殿

]s ｾ＠ ｦｦｩＢｾ＠ ;長 KK 殿

KK 東 和 組 殿

必井建設I ¥J く大阪支庖殿

松 重 電 機 I ¥ J く 殿

山 111 工 業 KK 殿

KK 山 本 建 材 社 殿

島

日 本 建 築 協 会 兵 庫 支 部 民 生

全 円 本 建 築 士 会 殿

架 ! 京 工 業 株 式 会 社 殿

関 東 正 気 工 事 株 式 会 社 殿

江 東 電 気 工 業 株 式 会 社 殿

北 陸 16 気 工 事 株 式 会 社 殿

附今凶建築デザインノレーム殿

よか 崎 建 築 事 務 所 殿

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 山

グ ノ レ ー プ 一 同 政

凶 村 栄 一 殿

佐 朕 四 郎 殿

今 111 隆 人 殿

榊 弘 美 殿

牧 内 正 文 敏

船 井 清 之 助 殿

宮 川 達 郎 殿

3主 的 在 信 殿

渡 辺 正 三 殿

江 畑 1事 殿

前 回 大 ニ 殿

合 計

累 計

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111l l l l lnl l l l l l l l l l l l l l1 l l l l l l l l t1Ll l l l lUl l l l l l l l l l l l l l l l l l 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

3，000円

3，000円

3，000円

3，000円

3，000円

2，500円

1，000円

1，000円

50，000円

3，000円

30，000円

20，000円

10，000円

1，000円

5，000円

5，000円

8，000円

2，000円

1，500円

1，000円

1. 000円

1，000円

1. 000円

1，000円

1，000円

1. 000円

500円

500円

699，000円

5，664，500円

4 近畿建築会館建設資金借入金の一部償還当選お知らせ

.  建築データシート

編集委員会

先年会館設置に際し， 建設資金として借用いた しました ものについて，乙 れか一部償還の抽せんを

3 月22日の定時評議員会後同席上において執り行ないましたととろ ， 下記のとおり償還が決定いたし

ましたのでお知らせ巾し上げますーなお償還金のお支払は 6 月 1 日より行ないます、

博 ( 住 宅 公 団 )

豊 ( 近 tK71i 通 局〉

1卓 三 ( 竹 内 建 築 事 啓 司 )

1事 己 ( 大 阪 _!O 政 局 )

型 泰 ( 大 日 本 土 木 〉

三首 / 小 笠 原 浜 田 建 築l

""' ¥' j i 務 所 j  

lJf 掌 ( 大 阪 建 築 官 務 所 〉

陽三Ｈ近ｾ地建Ｉ

兼 雄 ( 大 休 組 )

4 炉 i 安宅エンジニヤリ 1

1九 l ング j  

幸 之 輔 ( 大 阪 市〕

志 津 男 ( 大 阪 迎 茶 官 訪 問

. & 信 ( 住 宅 公 団 )

英 秋 ( 不 二 点 ぷ )

20，∞0円

l∞，α)() 円

30，α) ( ) 円

100，∞0円

lC氾， α氾円

10，α) ( ) 円

20，α)() 円

20，α)() 円

50，∞0円

50，∞0 円

;H 500，α) 0円

なお以上のほか. 日本:j J l 築学会よりの借入金に対して，今回は ￥500，000円を償還する乙とになっ

ております。
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⑨ お 部屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調 和 て ~・・・・・・ ・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

( ・ 向 島 員 権 吃 村 - チェリーコ ート - マ マ ウ オ ー ル - ほ た る か べ

- い す
ｾ Ｇ＠

か ベ
・ノ、。

ビ ロ ン .  ...) 、 〈 よ か ベ
• ｾｪ 弓主 :d1lx  し

/  

• 

- 欝 香

- 金 蘭

- カセ ロン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ あ け - 錦 上 壁 K
(  H， 織 干t q 村 )

- ス ーパ ー ウ オ ー ル .  !渇 雲 コ コ - 蛍 光 壁 - 龍

- セ ン カ ウ オ ー ル (  同 繊 剖f ".r i  j  - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金

- あ tJ  lま; σ〉 - 錦 上 壁 - 日召 手口 壁 - す ず ら ん ( 竹 . '長

- 新
豆量

壁 - 大 E反 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口

(l ;J j 火 織 維 明 付 ニ 午 て ご i変mの 節J は 1"記 商 品 に シ ン ケ ン lみ火斉1) を 悦 八 の こ と )

. シ ン ケ ン 防 火 斉1) ・ 防 錆剤 エ パ コ ン . 耐i:lt. 斉1) オ ー ト / ・ 1じヴー糊ス ー パ ー シ ン ケ ン 糊 ( 令IJi I-1当ず: 建材府 に 有

株式会社 新 興 建 材 工 業 所

石膏壁は

大 阪 市 西 区 四 ッ 織 T  E  L ( 538) 2951代 ( 54 1) 5757代

営業所 東 原 ・ 大 阪 ・ 明 石 ・広島・ 福 岡

鳳

龍

ｾ れ .  

壁

s s s プ ラ ス タ ー c ( セメントモルタル 下 地 用)

s s s プ ラ ス タ ー p ( ペイント下地用・金銭仕上 )

s s s フ。ラスター S P (発泡車王室コンクリ ー ト下地用 )

s s s 混 合 プ ラ ス タ ー (上 塗 用 ・ 自

. 建 築 用 ・ 美 術 工 芸 用 ・ 各種焼石膏・

サンエス石膏株式会社

本 社 工 場 ・姫 路 市 神 屋 町 4 - 7  7  

T E L  姫路 (22) 3  8  3  7  ( 代表)

東京営業ー所 ・東京都新宿区東大久保 1 丁目 3 3 1番 地

T E L (351)  0 3 9 6 ・(351) 6 9 6  2  

中部営業所 ・瀬戸工場 ・瀬 戸 山 首 場 回J 1  1  3  

T E L  i頼戸 ( 82) 9  1  8  5  - 6  

大阪営業所 ・大阪 rli lJ ! i 区江戸堀 1 - 24( 三興ビ ル 2 階)

T  E  L  (441)  0  0  9  4 ・ 5 3  7  5  

福岡営業所 ・福 岡 市 七 隅 2 8  2  - 3  

T  E  L  (82)  9  4  1  9  
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1去三f Nに ピ ニ ロ イ ド IVJ j Jてを 施 ユ ー し た 京 阪 ビ ル ( が 1¥反f歪 )

ど ん な 地 域 でも どんな 桝 造 の 建 物 を つ くっ

て も 完 令 な 防 Aえができた ら一一一 それを' た ) IJ 化

して す で に す ぐ れ た 数 々 の 克 績 を 示 し て い

る の が 〈 ビ 二 口 イ ド 2 号 〉 で す

防 /J<. F地 に キ レ ツ が で きて も 破 れ ず 本 冷 地

の 冬 に も 丈 夫 で どんな ぬ 所 に 使 っても 腐り

ま せ ん それは弊社が介 ｉｊｕｬｬ￦ｍ ｦ ｾ ( こよる不織才ji

を独 特 な 方 法 で加」二した 技 術 の 成 果 で す

京 阪 ピ ル ( 松 阪 屋 ) の 屋 根 に も ビ 二 口 イ ド 2 号

に よ る 防 ぷ 工 事 を ご採 )-IJ い た だ き ま し た

営 業 品 目 . ピニロ イド防ノJ<.J 二事 . ア ス フ

ア ル ト 防 水 工 事 ・ 三 星、ノフ トンタ イ ル 貼工

事 . 保 温 ・保 冷 工 事 ・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル

・ 三 星 コ ー キン! ! 反売 ・工 事 . シポレ ックス

工 事

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

東 京 都 r- 代 1+ 1 区岩本町 3 ー II ー 13

T  E  L ( 866) 0271 - 6  - 6121 - 9  

出張所 / 札 幌( 72) 6031 仙 台( 21 ) 5366ー 7 名古 1"¥1( 941) 3751

( 971) 4574 大阪 ( 443) 9721 - 3  ｾＮ｜ｉ温 Ｑ Ｈ ＷＶ Ｉ 2076( 75) 0298  
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読者の頁

投稿をおまちしております。掲軍置の

分には粗品進呈いたします。

口 建 築 大 万 才 口

ぼくが，兵庫工業高校 ・建築科に入って早や

l 年が過き、去り . 2 年目を迎えました。

製図や，透視図のようなものが，中学時代か

らむしように書きたかったので，入ったわけだ

が，建築という商売，いや学問が，乙れほど，

ぼくにとって興味をひくとは ，思わなかった。

奥のない世界，無限 lζ 広がる字宙のような世

界目 . 建築はそんな世界ではなかろうか。だ

から世界で一番むずかしい学問なのである 。た

だ，建築の本ばかり読んでいたのでは，その方

面の知識はつくが，それでは真の建築美という

ものは ，図面には出せないであろう。

そのためには，文学や絵画，音楽などにも 親

しみ，また，数学のような勉強 もしな ければな

らないであろう。あるいは，土方や，乙えくみ

屋などいろいろの職業を体験し ，その結果，真

の建築美というものは造り出せるのではないか

とぼくは思う。哀の建築美，そんなものは体験

の浅いぼくにわかるはずはない。しかし，それ

lζ 一歩でも近づくように努力 しようと思 ってい

る。なかなか，一 口では言えないぐらいむずか

しい学問だろう ，それだけに ，ぼ くはやりがい

のある職業だと思う。

一生かかっても ，未完成な学問.ゲ

ぼくは，乙 の 1年間の学校生活からこのよう

なことを感じとった。

( 兵雌県立兵脇工高 ・建築科 2 年 河南 重雄〉

せるのが目的で， ッ」で腕で習得しろとか，見様見まね式の教育

1. 技能が卓越しているもの 訓練法しかない前世紀のやり方そのままの状態

2.  後輩を指導する能力がすぐれているもの である乙とは認めざるを得ない。私は技能院の

3  人格が高潔であるもの 殿堂の新設よりは，それより先に技能研究所の

等が技能院会員の援定の基準になるものであ 新設の方がより重要なのではないか。そして，

る。 技能の本質. !fuJ態研究，工具，工作機械と技能

実際には . 42年度か ら毎年 l∞名ずつ行なわ 関係を明らかにし ，それを土台 Iζ 技能大学を創

れる大臣表彰者の中から選ばれる 。 設して乙そほんとうに，技能者尊重，地位の向

芸術院の会員数は l∞人ないし時O人，終身で 上もあり ，盛上げられるのではないかと思う。

ω万円程度の年金が支給されているので技能院 ただ勲章を差し上げたか ら，それで技能向上に

の会員の数も待遇も同一になるものと見られる なる という考えは，少し甘いのではなかろうか

ものである。 と思う。

私は建築技能のうち大工，左官を主として研 それも決 して惑い ζ とでない，もちろん喜ん

究し ，その養成に多年苦労 した ものなので，乙 でよい乙とでは あろう が， 私は多年の経験か

の技能院の設立は心から喜び祝意を表するもの ら，それよりもっ と経質の要するしかも地味な

である 。 技能の科学的研究所を設立 しても らいたい。そ

だが， 特K . 大工技能 lζ しろ ， 左官技能に し して，現在の技能以上の技能を教育する学校を

ろ，日本の建築教育体系から ，少くも学校教育 創立 して， 弟子，徒弟制度の崩壊した跡始末の

からはみだしてしまっておったものなので，そ 一部でも補充してもらいたい。乙れを労相にお

の技能そのものの研究は全く現在まで手をつけ 願いするものである 。

られてはおらない。技能士試験はあるが技能そ

のものは依然として，普からの「カン J i コ ( 建築技能研究家 鈴木忠五郎)

口 明 治 建 築 土 木 史 年 表 ・ 関 西 編 ( そ の 5 ) ( 自明治11年 6 月22日。至周年 7 月 1 日) 口

明治

b たら'

11 年 6 月22日 伊勢渡会郡落山村の宮林火災。桧。松等5∞余本を焼失する。

11 11 11 新橋 ・横浜間鉄道を複線化し，貨物列車を通す乙とになる 。それにより従来三菱会

社が 一手に引受けていた荷物は鉄道が扱う乙ととし， に蒸気機関車に述結する

' " ぐるま

荷車ミも完成。

11 11 25日 静岡県静岡本通り 2 丁目1 ( . 第三十五国立銀行でき上る。

う 丞 よ

11 11 11 r有喜世新聞J . 明治天皇北陸 ・東山道御巡幸の休憩 ・宿泊旅程をスクー プ。東京

あiまみが は
てるとb

より信州坂本経由越後青海川までを先ず発表したが，即日仮編輯長服部照朝は，内

づし よさよ 〈

務省図書局 lζ 呼出され取消を命ぜ られてしまった。

11 26日 在阪中の山脈有朋陸軍卿の旅館へ，京都，大阪両府知事。 堺，兵庫両県令。および

ゆ込 's り とら う

熊本鋲台司令官谷千域。広島鋲台司令官三浦梧楼。名古屋鋲台司令官四条隆寄( 何

れも陸軍少将〉が参集して会合が行なわれたという 。

11 11 11 

大阪府下旧最多将の豪商，通称実装矢なる者。堺県 lζ 出願して，大和吉野川近くの

υ の き
そ 1

桧山1 ( 在る数万本の桧 と樫の大木を， 3，40人の樵を使って依出す。乙の山は維新以

口 技 能 院 の 新 設 よ り 来まだ誰も斧を入れぬと 言われ，伐られた木はすべて太鼓のj J J f i J Iとする( ? ) と巷間

技 能 研 究 所 の 新 設 を 口 言われていた。

早川労相は，技能労働者の不足対策の一環と

して，新し く技能労働者の栄与の殿堂技能院を

設立する方針をかため，乙 のほど事務当局 1(. 具

体案の作成を指示 した。 ζ れは ，最近若手労働

者 11 : : 現場作業をきらう傾向が顕著であり ，乙と

に年々技能労働者不足が深刻化しているので，

技能院の設立に よって，技能労働者の社会的地

11 11 28日 御陵墓地は宮内省所轄に移り，内務卿伊藤博文。御陵墓のある全府県に ，実測地図

を書函 11 : : 添へて宮内省へ届出るよう通達。従前の所轄は内務省。

ふかま せ S

11 11 2!i 日 山口 県赤馬 ケ関 ( 現下関の一部) 新たに開港場となる乙とになり ，工事の準備に入

る。

ざんiまうりつ

11 11 1/  重量誘律違反で 2 年の禁獄K 処せられていた元 「評論新聞」の小松原英太郎。刑期充

ちて出獄。「評論新聞」はすでに解散していた。小松原は後 4 代目「大阪毎日新聞」

社長。

位を高め，新規学卒者がホワイト ・カラ ーに流 11 7月 l 日 大阪鎮台第一大隊至急四国丸亀分営出張を命ぜられ，補歓のため東京鋲台より歩兵

れすぎるのを防ごうというものである。技能院 一大隊が大阪に出張す。

の設立は，との技能者尊重の精神を更に発展さ 11 1/  11 神戸居留地34番で，日 干IJ 英字新聞「神戸ア ドベンタ イア」創刊 さる。
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建 築 と 社 会

-
- ユ

-・・・・圃

ニュ ース原稿をお送りください。

- 昭 和42年度東海支部

通常総会と懇親会

ス

日本建築協会東海支部( 支部長一回俊郎) で

は，昭和42年4 月21日( 金) 午後，東海建築文

化センタ - 9 階中会議室において通常総会を開

催し ，昭和41年度事業報告ならびに昭和42年度

事業計画案を審議し ， また役員改選を行なっ

7こ。

つづいて，映画「色彩と生活」と「偉大なる

建設」を映写したのち，地下「メゾン」にて懇

親会をもよおした。

. 日 本建築協会集会室を飾る

輪島塗 ・漆芸額

日本建築協会創立50周年記念日 ( 3 月30日・

太閤図) の式典で会員の功労 ・功績者に贈呈 し

た記念品( 輪島塗 ・文筈 ・漆芸額) の製作会社

・株式会社稲忠漆芸堂殿( 石川県輪島市j河井町

二部245- 2 ・社長稲垣忠右衛門氏) より ，日本

建築協会 IC: r漆芸額J ( 作者 ・角野岩次氏 ・第

9 回日展無監査) の寄贈があった。開会の集会

室 IL飾ってど芳志に感謝するととと した。

輪島塗漆芸額は，なめらかに塗りあがった漆

の面 lζ 小万などで彫刻し，その跡に金箔や金粉

を置いて仕上げる佳麗な技法である。室町時代

に中国から伝えられたもので，現在では日本伝

統工芸として，輪島市だけに残っている貴重な

ものである。

額 の す 法 タテ ・595 x ヨコ ・847mm

作品のす法 タテ ・470x ョコ ・520mm

国 小 松 益 喜 個 展

小松益喜画伯は長らく 神戸に住み，神戸の街

並を愛し，その姿を何十年にわたって画きつづ

けてきたすぐれた民衆の画家であるが，今回20

年ぶりで大阪で個展を開いた。

梅岡画廊( 大阪 ・梅田新道) で ，5 月 8 日~

13 日( 午前 10時~午後 7 時) まで開催された。

. 慰 霊 の 泉 記 念 碑

靖国神社内 fC : 今般< 慰霊の泉> 記念陣がが建

立された。設計彫刻はア ートクラブ会員の井上

武吉氏。施工は北野建設は。
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追 悼 記

故 古林義敦氏略歴

明治33年 4 月15日生。

昭和42年 4 月19日死去。 57才。

本締 岡山県赤鱈郡山陽町長尾449番地。

大正12年 官立京城高等工業学校II 築学科卒。

昭和 4 年広島県立工業学校教諭。

昭和20年広島県技師。土木部強築課勤務。

昭和28年 ( 財) 広島県住宅公社常務理事。

昭和32年 松 本 建設( 株) 営業部長。

昭和37年 ( 株) 日興取締役社長。

昭和35年 建 設 大 臣 よ り 表 彰 。

十五位勲五等双光組日賞。

故 古 林 義 敦 氏 と 私 松 国 実

古林さんに初めてお会いしたのは ， 昭和 4 年頃であったと思う。広島県立広島工業学校の建築科

長として就任された頃，北支に在住していた私が久し振りに日本に帰ってきていたので学校をたず

ね，そ乙で挨拶をした記憶がある。その頃古林さんはまだ若く元気溌刺としておられた。 以来 ，20

年終戦で引揚げるまで ， 3 ， 4 年振りには日本に帰ってきていた私。 そのつど北支の人形や古瓦な

ど土産にさし上げたものである 。先生は大変喜ばれ大切に保存していられた。

終戦で23年も住みなれた北支天津での生活をきりあけ、，故郷広島に引揚げてきた。故郷とは申せ，

23年 もあけていた広島は初めての土地と全く同じで， 頼る親戚の者は原爆で死んでいるので自然古

林さんに足が向く。海外で自営していた私， 履歴 IL 日本の官庁の技師という 肩書きがない。 r一寸

の間でもいいから役所に勤めたら」との勧めもあり， 自営を計画していた私は役所の磁を喰む乙と

になった。以来19年間の役所生活。その間古林さんには随分お世話になった。

昭和22年広島に日本建築協会中国支部ができて古林さんは副支部長になられ，会員募集や日本建

築協会主催の講習会，講演会， 材料説明会等熱心にお世話せられた。 私も支部設立と同時に古林主

んの勧めで入会して， 古林さんの手足となってど援助させてもらった。 33年か らは支部長として就

任され， 私も 38年から高IJ 支部長として古林さんのお手伝いをさせていただき今日に到っている 。中

国支部の仕事はほとんど一人で してい られた感がある。

広島県建築士会も 27年か ら副会長として，昨年末， 前会長が亡くなられるまでの長い間， 病弱の

前会長を補佐して乙られた。本年 l 月からは各方面から推され， 会長に就任された。爾来東奔西

走，日夜もわかたず活躍され， ほとんど休養される暇もなかったようであった。 昨年10月27日広島

市において第10回建築士会全国大会が催され， 6 月大会事務局を開設したとき ， 私もまた古林さん

に推されて事務局長の重責をになうはめになった。古林さんには運営委員会の委員として， また実

行委員会の見学委員および事務局機構中の企画を受け持って活躍していただき，毎日のように事務

局に姿を現わされ指揮された。おかけで未曽有の大成功に終ったが， 乙れもひとえに古林さんのカ

の大なるものがあった。

思えば古林さんに誘われてよく遊びに行ったものである。いつも 3 軒 4 軒位歩かなければ気のす

まない人であったが， 大した酒呑みでなく ， 酔いつぶれるなとというととは決してなかった。酒や

煙草の嫌いな私， 初めは迷惑であったが， だんだん教育せられ終には閉じように遊べるようになっ

た。ああした雰囲気が好きな人であったのだろう， 実IL愉快に遊ばれた。 しかし晩年はほとんど酒

もあがらなければ，あそびにも行かれなかった。

十数年広島県立広島工業学校の建築科の科長。 広島女専および女子短大講師を二十幾年しておら

れたので，教え子が方々到る処におり， また重職』ζ 長年携っておられた関係もあり ，随分顔の広い

方であった。 乙れは K K 日興の社長tになられでも便利であった乙とと思う。私の接した人で古林さ

んを悪くいう人に出会った ζ とがない。また実によく人の世話もされ， その恩恵に浴した人は数限

りない乙とと思う。独特なあの笑顔。今でも自に浮ぶ。好々爺であった。

3月 l 日古林さんに用事があって会社に屯話 したと乙ろ宅におられるとの乙とで， 再びお宅 lζ 屯

話したら本人が出られ用件をすませたのに， 同日夕刻K は入院の報せを受けi驚いた。明けて二日 IL

見舞 lζ 行ったときには病人らしくない病人という感じがしたほど健康そうに見えたが 1週間後お

自にかかったときにはもう普通の容体でなく驚いた。でも亡くなられるとは夢にも思わず，よくな

られるものとばかり信じ祈っていた。はからずも 19日遂にと他界の悲報lζ 接したと きには ， 私は生

きる力を失ったような気がした。兄貴のように思い ，弟のように恩われ， 互に手を握り励しあって

きた日も今はただ懐しい恩い出となった。

古林さんを失った乙とは，広島 K ある建築諸国体の大きな損失であり ，また惜しい乙とでもある。

( 42.  4. 30)  
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長友 ｴｴ レ ｬｹ ＧＷｾ
• ;  J  

ヤ

柄

、

込

淀

川
町

、

k
w

ー

血

4

・

h

w
t

山一

、
九
州

W

I

l

l

-

-

車至
量 (比重 o.5コンクリー卜Mの重量)

断
熱 ( コンクリートの 1 0倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

• 
. シホ。レックスは工場、住宅 から超高層ビ、 ルまで

あらゆる建物の屋栂 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

l  工期短縮を要するすべての建物

一2 空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張問の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

• 

4・圃.. 

和歌山薬品本社ピル

設 計 坂倉準三建築研究所

施 工 株 式会社 青山工務庖

使 用 場 所 外 壁

優至亙昼P

5Pポレ11/ ' 7ス 販 売 株 式 会 社

• 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16 ( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 | ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 5 8 1) 代 表 7 4 2 1  
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口 写真 と概裂 をどしど しお送 り ください.

凡例 : a 所荘地 b 建築而椛 C. 延面積 d. m造規娘 e. 工 JUJ 

画面画面

• 

226 . エスペロ商事鈴乃屋みゆき 通 り庖

設計 ・施工 。不 二 建 設 K .K

a  東京都中央区銀l坦5丁目 41昨j 也

124. 58m'  

500. 7 m'  

R  C .  B  1. 3  F  

e.  s目手114 [51' 7  ) J - I協和42i
j'. 2 月

227 . 株式会社 兵 庫 相 互 銀 行 宝 塚 支 庖

J2: J I.  :  K .K 安 井 建 築 設 計 事 務 所

地工: K .  K  戸 田 建 設

a  兵庫県宝塚市川 I町字五反 11122

b.  219. 09m'  

608 .  16m'  

R  C.  3  F.  

一部鉄骨 A . L. C泣. 2  F  

e  .  111j和41iJ'. 2 月 - 1昭和42"1' 2 月

228 .  日 本 開 発 銀 行 木 津 山 舎 宅

設計。 日 建 設 計 工 務 K . K  

施工 大 成 建 設 K . K  

a  凶 宮 市 木 巾 山 田r 3  8 の l

b .  379m
2  

c  .  1. 142m'  

d .  RC. 3 F  

e  .  1昭和41iJ'. 7 月~昭和42年 l 月

• 

229 .  守 市
..o. 

:z;;: 民口

• 
設計 三 紀 建 築 事 務 所

施工 K . K 熊 谷 組

a  守 口 市 京 阪 本 通 2 - 5  6  

b.  2，822.353m
2  

7，756 .500m
2  

R  C .  B  1‘ 4  F  

e  昭和 41$1' . 3  ｾ ｊ＠ - II!仔1141年 8 H

γ q l  

館 智
..o. 

:z;;: 館 231 .  大 阪 港 湾 労 働 者 福 祉 セ ン タ ー

設 J J' :  K.  K 東 畑 建 築 事 務 所

施工 K . K  銭 高 組

a  大阪市港区 = 失入1fT!也区

第 7 プ ロ ，?  

b.  887 .9m
2  

c .  2，582 .0m
2  

d.  R  C.  3  F.  P  3  

e  .  11自制141年 3 !1 - II {{布142年 1 Ｉｾ＠

浴湾労務者 向宿泊 を主とした 厚生

設備

院積230 .  

投 J I 京 都 大 学 増 田 研 究 室

地I : K .  K 藤 田 組

a  京 都 市 東 山 区 東 山 七 条

849. 9m
2  

2，518 .9m
2  

d.  R C . 3 F . 一部 4 F  

e  .  11日制141年 4 ) J - 1昭和41年 12月

• 
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234. 名 阪 上 野 ド ラ イ ブ イ ン

設計 : K.  K 東 畑 建 築 事 務 所

施工 大 日 本 土 木 K . K  

a 三 重 県 上 野 市 大 内

b .  1， 166m

2  

c  .  1  ，486m

2  

d .  R C. 2 F. 一部 S 造

e  昭和41年 4 月~昭和41年 11 月
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2 段 積

3 段 積 可 能

大 形 ビ ル な ど の 400V級配電方式に・. .  

f あ # 11.1-=....，. く7l 音J11f l'P)

・ぉ問合せは ー… 一..

電 源 分 岐 室 用 乾 式 変 圧 器 ( 実 用 新案 ・意 匠 ・商標) 申請中

. 4 0 0 V級配電の変圧器です 。

< ブランチャ > は、 4 0 0 V級 配電 を 100V級 200V級 に 円 滑 に

降 圧。三相 200V級 と 単 相 100. U5V の同時使用ができますので

ピル・ 工場 ・学 校 ・病 院 な ど の 400V級 配 電 方 式 の 合 理化 に

大きく 貢 献 します 。

・ 積 重 ね 式 が 特 長 で す 。

分 岐室 を 有 効 に 使 用 す る た め 、 難 し い 条 件 の 積重 ね 式 と 結 線

方 式 の 技 術 を 解 決 、イ ンピーダンス 電 圧 と位 相 角 を 合せて、

異種 容量 ( 5 K  V  A と10K V  A ) 及 び ( 2 0 K V  A と3 0 K V  A ) の

並 行 運 転 がで きます 。

・ 諸 経 費 も 割 引 さ れ ま す 。 配電方式の合理化に

より材料費・工事費が減少 。 また、小形で取扱いが

簡単なため設備費・保守費も大へん経済的です。

三相・乾式 ( H種絶縁) ・二巻線変圧器 容畳 5 ・10 ・20 ・30 ・50K V  A  

一次電圧 4 4 0 V  (60%)  4 1 5 V  ( 50%)  二 次電圧 2 1 0 V - I 05V 

結線方式ムー Y ノーヒュー ズプレ ー カ、防1 Mゴム取付可能

札 幌 ( 24 ) 9271 東 京 (453) 3111 富 山 ( 21 ) 8561 名古屋 (951) 6211 広 島 ( 41 ) 5111 小 倉 ( 53 ) 5221 

松 下 車 冨

hlJ 台 ( 25 )  8111 繍 浜 ( 68 )  0743 金 沢 ( 61 ) 2125 大 阪 (362) 5151 高 松 ( 2 ) 1194 鹿児向 ( 3  ) ω71 
字仰宮 ( 3  )  3235 静| 湖 ( 54  )  1241  新 潟 ( 45 )  6386 神 戸 ( 39 ) 8011 福 岡 ( 28 )  3331  
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• 

• 

クラスメート

• 24 (和歌山工業学校大正期卒〕

前列座っている人 ・左より( 敬称略)

島 村 佐 次 郎 ( 島村主I l 築<Ii 務所長・大正 8
5P Y:)

井 原 因 三 (井原建築事務所長・ 大jE 6  51三平)

前 窪 芳 貞 ( 前復工務庖社長・大正 6 年半)

後列立っている 人 ・左より

津 田 勝 (花王石鹸和歌山工場建築課長・大正14年卒)

高 島 敏 雄 (前堺市立第二工業高等学校長・大正14i伴 )

中 村 徳 三 郎 ( K K 中村組社長・大正14年平)

布 袋 国 雄( 東西建築サ ービス K K副 社 長 大 正 9 年卒)

栗 林 一 馬 (栗林建築士事務所長 ・大正11年平)

和歌山 建築士会館にて( 窓よ q 和歌山城が望める )
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大正j切の卒業と 言 えば、明治生ればかりである 。 お互いに歳の数を言わないが、上

と下とでは 10年の距てがある。しかし追々自分のクラスメ ー卜 が減るに従い、大正期

の卒業と聞けば同期生のように親しみを覚える。誰も若返った気分で「明治は 100 年

でも我々は 10代だ」とうそぶいて、まだ角力の一番も取れるようなことを 言 う。 当時

学校では角力を正科に取り上げ、全校一斉に土俵に上ったから特に思い出も多いので

ある。まず 前窪 さんから始めよう 。大浜全国角力大会の優勝候補にも上った人で、度量

も大きく人に好かれる徳人である。その角力の応援団長は 弁原 さんであった 。学校中

のカーテンを号 |っぺがして応援旗とし 、応援振りも奇想天外で- 他校のど肝を抜いたが

か町 二

後に H寺の県知事鹿子木さんから応援団禁止のきついお達しを受けたと言う。 島 村 さん

は角力よりもゴルフの名手、お部屋には トロ フィーの数は私共訪問の度毎にその数を

増している 。母校の同窓会長をやり 、現在県建築士会長、先年は賞授褒賞受賞に輝い

た人格者である。 布 袋 さんも 二代目建築士会長に選 ばれた人物。学生時代角力 も強か

ったが、負けっぷ りもよかった 。愉快な話もあるが割愛する。謡曲は素人の域を逢か

に超えている 。高島君の時代はテニス時代と言えよう 。母校に教鞭をとった君は、同

僚安藤先生とコンビで「安藤高島組」と 言 えば当時のテニスマンなら県の内外を問わ

ず思い出す筈である 。津田 君もテニスは良くや ったが、その手はいつの間にか踊りの

手振りに変つてなかなか大し たものである 。同じクラスの 中村君、ある人が君を評し

て野人的と 言う。 飾り 気がなくて率直明快なところは人を引き つける 。 海南市議に連

続選ばれた所以でもあろう 。

さて 一向に取り柄のないのは私達の組である。優れた奴は早くもあの世へ移籍して、

筋い粕だけが風邪も引かずに残っている。 ( 栗林記)
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浦 辺 鎮 太 郎

稲 辺 建 築 事 務 所 長

金 多 潔

京 都 大 学 教 授 ・工 博

矢 野 豊 作

阪 蔵 木 工 君 事 居 常 務 取 締 役

桜 川 貞 雄

東 洋 陶 罷 旧 ( 顧 問

1月号より 6月号まで上

記の四人の執筆者で担当

してもらいます。

. コ ス ト ・ ダ ウ ン

三笑主義の キー ポイントは建築費の コスト ・ダウンについての具体的な手段方法をもってい

るか， どうかにかかっている。コスト ・ダウンは今日の社会全般が建築界 lζ 婆求している最も

大きい問題である。ゃれ施工の機械化だの ，プレハプ化だのと ，お題目ばかり並べて，独走し

ていては到底， 目的を達する乙とはできない。発注受注のやり方から支払方法とか金利計算に

まで意を用いても，まだまだ不十分である。筆者は浅学不才で，快刀乱麻のコスト ・ダウン法

はもたないが， うまく納まった場合をふり返って見れば，施主，設計者，施工者の三者の間で

相互の立場と言い分が理解され， rでは共同研究をやって ，コ スト ・ダウンを計ろうではない

か / J という乙とになった場合は成功している。わずかに一隅を照すに過ぎな いケ ースでも ，

捨てないで， 乙の相互理解 lζ 達するととが，いつしか建築界の大きい方向を決める ζ とに，な

るか，ならないかそれは分らないが… … 。 ( U )

園 建 築 の お さ ま り

私はいま 400字詰の原稿用紙に書いている。 乙の文の長さは乙の用紙 1枚におさまるような

ものでなければならぬという約束であるから ，短か過ぎるとでき上りでの余白が目立つだろう

し，長過ぎれば編集者にど迷惑をかける乙とになろう。

ととろで，乙の条件で作文してみると，字数の制限は意外に難かしいものである乙とが段々

とわかってきた。題材が自由である乙とも却って気苦労である。テ ーマの選択も自分の責任だ

という乙とにもなるからである。建築のおさまりも， これに似たような事情があろうかと思

う。個々のディテールにはかなりの表現の自由度があると同時に ，材料や経済性からの拘束も

ある。あくまでも与えられた条件を遵守しながら美しいおさまりを案出して行く乙と ，才能に

恵まれぬ私共にとっては習練のみがその解決法ではなかろうか。 ( K )

国 外 装 と 内 装

外装と内装は建築の仕上げの分野を二分しているわけだが，技術的な問題点の多い乙とでは

外装は内装とくらべものにならない。当然クレ ームも外装の方がはるかに多い。その問題点を

分析してみると ，研究の突込みの足りないもの，手のつけられていないもの，あるいは簡単に

は解答の出ないまま放置されているものなどいろいろあり ，極言すれば，八方破れでt ある。新

建材でも ，内装材ではなかなかおもしろいものが出るが，外装材と して は飛びつきたいような

ものが少いのも，乙の辺の事情を説明しているようだ。在来の外装の手法についても，設計者

も施工者も ，内装とハッキリ区分して ， もっと真剣に検討を加えなければならない。少くとも

安易に内装と外装の手法を混同しではならない。なお ，学者も ，外装問題など研究テーマとし

ては甚だ地味でパッとしないが，もっと関心をもって究明 lζ 乗出してもらいたい。 ( Y )

- 隣りのぼたもちはうまい

日本人は欧米の真似をしようとし，欧米人は日本の真似をしたがる。隣りの lまたもちはうま

いという心理はど ζ でも変らぬらしい。あっといわせようというのなら真似るのも結構だが，

乙と生活に関してはそう簡単に変えても困るととが多い。欧米のパスル ームはな かなか合理的

だというわけで，乙れをわが国の住宅に採用する人がいるが，大勢の家族で共用するときはす

ぐ困る。逆にアメリカでは日本の便所が間仕切られているのを見て，プライパシ獲得には都合

がよいというわけで，個人専用は別として，最近では簡単な間仕切をする傾向がある。また日

本では腰掛便器がよいというので採用が多くなったが， アメリカでは食物の関係か便泌が多

く，日 本式にしゃがんだ方が出やすいからよいといい出した学者がいる。仮にしゃがんだら日

本人と同じ苦しみを訴える乙と必定。 しかし進歩は真似から生まれるのだから奨励すべきだ

が，その必要性，慣習などを十分吟味して，ょいと分ったら進んで採用すべきで，単なる真似

はいけない。 ( S )
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役 計 監 理 日建股骨十工務株式会社

利 岡 部 長 / 橋 本 橋 行 担 当 / 事岩崎東術 情 造 / 若 林 事i世雄

宅 問 衛 生/ 水野力従事' ¥/ 焔. i E明 イ ン テ リ ヤ / 介1I 1.iEl1i

平井英 蔓 駐 地/ 石 原 清 次 郎 、 砲 問 巡 也

施 工 共 同 企 機 体/ ( 株式会社大林組、 鹿 島 建設

株 式 会 社 、株 式 会 社 鴻 池 組 、清 水 建 段 株 式会 社 、大

成 建股株 式 会 社 、株 式 会 社 竹 中 工 務I苫)
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面 積 敷 地 図 機 2 . 847. 781  m 2  
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工 期 精 工 昭 和40年 6 月24 日

姥 丁 目円相 42年 3 月28 日

大 阪 銀 行 協
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- 般齢者の 二とぱ

銀行協会は昭和20年、戦后の新しい金融体制に即応するため大阪銀行集会所を改組し て

設立されたもので、銀行相互聞の集会や各種の業務を執り行な って いますが、施設 とし て

は手形交換所と銀行倶楽部に集約できます。

片岡安氏設計による旧建物は中之島を彩る点景 として永〈親まれて来ましたが、参加銀

行の増加と特に車の処理が難しく新たに谷町の高台に移設することになりました。敷地は

大阪市の主幹線道路に接してアプローチに秀れ、再開発の進行とともに立地価値を高める

ものと予想されます。

手形交換業務には毎朝短時間に80銀行 100台余の車が集散します。 1 階のピロテ ィはそ

の車のさばきにあてられ参加者はエスカレータで 2 階の交換室に導かれます。交換室 は集

中皮の高い事務室であると同時に本部席を核として共同作業 を行なうため適度の大きさ と

統ー されたスペースが必要です。 そのため柱のない20m X  27 m X  6  m Hの主空間とそれ を

とりまく補助作業のスペースが用意きれています。構造としてはこのために 4 階をトラス

階としており、ここは協会事務局の各種の用途にあてられています。中央部に壁 も柱も と

れないことから地震カは全て外部四隅の壁で処理することになり、これが外観の表情を き

める大きな要素となりました 。

オフィスピルと異なって基準階というものの全くない機能をもっこの建物ではこの構造

計画が効果的だったようです。 トラス階の上部に積み重ねられたクラブ部分におい て も奥

行のある自由なプランニングが可能となりました 。空調もゾーニングと使用時間の点から

• 

22系統設けていますがトラス階をはさんで上下に 8 階および地下 2 階の機械室からサプラ .  

イされます。

当然のことながら設計の基本はインテリヤのまとまりとそのつながり方にあて られまし

た。その大きなポイントは窓際、すなわち外部とつながる部分のインテリヤのまとまりで

すが、これはスパン単位が手頃なスケールです。そこでスケールアウトになり易い: 窓際の

桂を袖壁を設けて外部に出し 、ガラス面をスパン単位に 2 階で構成しました。これでイ ン

テリ ヤの各々のまとまりに大きなビスタウインドーが得られ、袖壁は風景 を載り取る効果

を強めます。深い庇とともにこの窓面の構成は外光量 をセーブし 、各々のインテリヤに広

がりと落着きを与えることを期待しています。 この窓面と庇は大きな P C プロ ーックで組立

てており外部の表情 をきわめるもう 一つの要素となっています。 ( 結附記)

. 施工者の二とぽ

共・間企業体運営委員長 前回篤美

当工事は、大林組、鹿島建設、鴻池組、清水建設、大成建設、竹中工務庖の六社共同企

業体によって施工しました。

この企業体( : . 1 、従来と異なり、六社協議の結果、代表会社 ( 鴻池組) 一社の「準特命的

運営」という理想的方法で運営しました 。

すなわち、代表会社の鳩工企画案を六社代表の運営委員会で審議決定し 、日常業務チエ

y クとしては、各社の特色を十二分に取り入れるため、各社交代の「技術安全パトロ ール」

制度を実地しました。

また、作業所の樽成は、所長以下工務、資材、設計、事務、の各主任は代表会社で統絡

し、各社 1 - 2 名の出向、計15名により編成しました。

前述の未経験の体制を如何に確立、推進させるかの課題として、まず運営委員会、ある

いは作業所定時打合せ会を通じ、企画、施工等全面的にE り、各社および各出向職員の意

見の疎通を図り、、各社の技術と経験を、合理的建設的な方 IIl J に活用する万全の備えをとり

• 

ました。 .

この「準特命的運営」方法により仮設、躯体、仕上各工事 を通じ、六社共同によるマイ

ナス面なく、単独施工と問機あ るいはそれ以上の極めて優秀な成果をあげることができた

と自負しています。

ここに慈なく完成することができましたのは、大阪銀行協会、日建設計、各位のご指導

と、また協力業者各位のご協力をたまわり、工事を担当、施工できました幸運を改めて感

謝 す る 次 第 で あ り ま す 。 ( 鴻 池 組)
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外 装 / 屋 倒 ア ス フ ア ル ト 防 水 ク リ ン カ ー タ イ ル 貼

外 恒 : 磁 気 タ イ ル 鮎 l制口日11 ・ プ レ キ ャ ス ト コ ン 7

リー ト組立 、 陥械 皮 膜 処 攻 7 1レミ サ '/ Y 、 7 ロート

ガ ラ ス 庇廻ー プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 制I立 及 び

般 公 タ イ ル 貼

内 装/ 1階 一 般 釘 よ ぴ ク ラ ブ エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル

床 大 理 石 ( ト ラ パ ー チ ン ロ 7 ー ノ ) 明 大 問 石

( ト ラ パ ー チ ン ロ マ ー ノ ) 天 井 プ ラ ス オ ー ル

2  ｾ骨 子 形 交換 室 お よ び布|凶1)) 宅 / 床 。ピ ニ ラ ー ト タ

イ ル 巾 木 : テ ラ ゾ ー ブ ロ y ク ( ト ラ パ ー チ ン )

ｉ Ｚ Ｎ ｾ＠ ゾ ラ コ ー ト } e Jド : ミ ネ ラ 一 ト ン

5 階 クラブエレベーターホール、ロビ一、. l ' 1 l '1- 会主可，

床 ・ じ 曲 う た ん ｃ ｾ 練 ベニヤＨ 千 ＭＷＩ 天 井 プ

ラス オ ー ル

会 議 宅 / 床 じ ゅ う た ん II1 .+: : 大 理 石 ( ト ラ パ ー

チ ン ロ 『 ー ノ ) 慢 ク レ モ ナ ゾ ラ コ ー ト 夫 作 : プ

ラ ス オ ー ル

6 附 ロ ビ ー . 食 ' Lt . . ラウンヂ、クラブエレベーターホール

床 ・ じ 申 う た ん ｉ Ｚｉｾ＠ : 制iベ ニ ヤ ( プ ピ ン ガ ) パJf' :  

プ ラ ス オ ー ル

Ｑ｛Ｚ会犠Ｏ床Ｚｾ本貼ＨサクラＩ Ｂ，ｾ＠ 斜iベ ニ ヤ ( ブ ピ

ンガ) 天 井 ・ プ ラ ス オ ー ル

7 附 ホール、ロビ一、回目ド/ ; 末 じ ゅ う た ん 巾

. . j ，: : 大理石 f カ ラ ラ ベ ジ - 1レ) l' t.: ilit ィf か さ お と し

{ 煤 水 ) お よ び パ リ ア ン ト タ イ ル フ ロ ン ト お よ び 村

大 J W石( カララベジ J レ) x Jt- プ ラ ス オ ー ル

大会決ｾＯ床じゅうたん ゆ : 繰 ベ ニ ヤ { ク イ ン ス

ラ ン ド ウ 才 J レナット) 天 n ・ゾノライト

作F軒 階 段 / 床 : ピ ニ ラ ー ト タ イ ル 11I 本 テ ラ ゾ ブ

ロ ッ ク ( ト ラ パ ー チ ン 、 さ さ ら ) " ; て. モルタルゾラ

コート 天 井 . モ ル タ ルVEP

電 気 設 備の 慨 要

l  受 ttl 設 備 容 院

管制桁変圧 2E答 i，[ 1440K V A  

3 ji16 .6K V/ 2 10 V  250K V A X  1  ｦｾＧｩＮＮＧＡ ｬ ，由 Ｗｊ ｊｩ ｊ

2ooK V A X 4  ' . 2: 動力J I l X 3 保 安 動 ) J l f l X  1  

1  s66 .6K V / 2 1OV  l ooK V A X 3  一両2:. ，正士f I I J

10 5 V  30K V A X 3 保 安 氾 灯 川

f' 備 発 電 設Wl

デ 1 - ゼ ル エ ン ジ ン

ヲｾ " 正 機

空 気 調 和 設 備 概 要

I 吸 収 式 冷 凍 機 I ，OOO，OooK仙 川 r l 330冷 凍 )  2合

2 .  ....1レチ，< スボイラー 3. 6ookg / H r B  ift 柑It走 2f i  

3 . セ ク ン ョ ナ ル ボ イ ラ - 625kg / H ，'  B  ' H iJl I 焚 l f i  

4. 冷 溢 水 ポ ン プ 3 ，0 0 0 / l mi n X 3 7K W  2台

5 コンデンサーポンプ 6 ，600/  I mi n X  55K W  2台

6. 冷 却 総 カ ウ ン タ ー フ ロ ー 引 2Fi  

7 官 公 凋 和 総 ハ ン ド リ ン グ ユ ニ y ト咋11 22f i  

8 パ y ケ ー ジ エ ア コ ノ 2t i  

9 送 、 排 風 機 シロ ｹ コ巧ｾ 31i i  

10 .  ｾ江主 ｴ 柴崎総 22f-i 

ｬｬＮ ｮｾ り ｊ 装 ｩｬｬ . ，丘公式、 ill ( . 1j : 式 22飢

衛 生 設 備 概 要

u:: 機 絞 め fl: 悌

< 1 > 主: 水附 コ ン ク リ ー ト 製 100 m'

②ht 1: 水 欄 鋼 紋 別 ビ ニ ー ル ラ イ ニ ン グ : lOm'

③ 均 水 ポ ン プ 1，6 0 0 /  I mi  n: l OKW 

③ 排 水 ポ ン プ

汚 水 上 ooO/ l m，n 1 5 K  W 

排 水 1，000 t  I mi n 11 K  W 

ガ レ ー ダ 排 水 l ，ooot l min  I I K W  

⑤ 消 化 ポ ン プ 6 0 0 / l min 19 K  W 

⑥町j: ｾ品柄 1 ，250世X 2 ，500 L 内 部 ス テ ン 貼

⑦ lJ)i 芥 焼 却 炉 700  - 1  ，000kg  / H ，. 白 燃 パ

昇 降 機 叡 備 概 要

. . j ，: 館には乗mエ レ ベ タ- 4 台 、 人 有i 川 エ レ ベ

ー 1 t-1. エ ス カ レ ター l 打力、，没f柑される

来I f l エレベーター /l ( [ rnt ギ ヤ レ ス 叩 : デ ぇ ブレ y

ク ス フ ル コ レ ク チ ブ コ ン ト ロ ー ル 術 松 地 1150kg

i車l主 150m/ mi n 定 U :  17 1'， 

人 情IIJ エ レ ベ ー タ / I Wf i t キヤード守! : シ ン ヌ レ ソ

ク ス フ ル コ レ ク チ プ コ ン ト ロ ー ル 積 載 I，l :  1200kg 

辿 1立 90m/min 定以 181'， 

エ ス カ レ ー ア ー / 輸 送 能 力 ・ 8 ，0 0 0人/ 時

m/ mi n  I{生白日時 1  e滑ー 2 ，骨

ケ

-n
ム

H

1

1

2
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述 l定: 27 

420lP  

6 K V  350 K V A  
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ミネラートノ 貼
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梅 田 第 一 ビ ル

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 中 1 丁目 641存地

清 水 建 設 株 式 会 社

必 工 昭 和39年 8 月 竣 工 昭 和42年 4 月

1. 329 m'  

15，066m'  

地下ケーソン工法、地上鉄骨鉄筋コンク

リート造、地下 51;皆、地上 91;昔、 t菩屋 31; 皆

所 在 地

設計施工

工 期

敷地面積

延床面積

構造規模

外 装

l ・2 階部分= ステンレス ・スチールサ ッγ ュ、柱

型イE同石妓り、北および東壁崩有田小ロタイ J レ仮

31栂以上= 11 ' . 尚石砕石入りプレキャストコンクリ • 
ートブロ '/ 7 取付け、表而小unき仕上げ、完全A

T 式ア J レミサ 'J : / ュ、熱線l吸収複層ガラス入り

rt;jt: .tlfli = セラスキン l収付け

内 装

一般' f . ' t 若宅= 床ビニ- ) レアスベストタイル帰り、

ｾｾモルタ ｊ レ ｖｐ 、天井 ｬ 吸音テ ｹ クス帰り

• 

• 
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- 設 計 者 の こ と ぱ

第一 銀 行 梅 田 支 屈 の 旧 J;'i 舗 を と り こ わ し て 、 そ の 敷 地 を 中 心 に 周

辺のキ111分 化 さ れ た 土 地 を あ わ せ て 再 開 発 す る 計 画 は 、 買 収 間 足 立 で 錐

航 し た 結 果 、 当 初j の突をおよそ半分に縮ノトし て 実 現 し た 。 計 画 変 更

に と も な い 面 積 が せ ば ま り 、 敷地 の不主主形さとあいまって平而上の

制 約 は き び し い も の が あ っ た 。 l駐 車 施 設 設 澄 の た め の 自 己 敷地 提供、

隣 地 口 収 な ど の 犠 牲 も す く な く な い。

金 融 機 関 が 主 体 に な って計画されたビノレであるから 、 そ れ に は 現

代 感 覚 と と も に ー 磁の格剰がほしし、 。 プ レ キ ャ ス トコ ンク リー トブ

ロ y ク を カ ー テ ン ウ ォ - ) レ 形 式 で 採 用 す る こ と に よ っ て 彫 りの 深 い

泣! 必のある表現をえて 、所 期 の 目 的 を 達 し え た と 思 っ て い る 。 1 ユ

ニ ッ ト は 約 1. 6 ト ン あ る が 取 付 け 方 法 、 層 間 変 位 に 対 す る 処 世 な ど

は と く に 慎 重 に研 究 した。

地 下 は ニ ュ ー マ チ ッ 7 ケ ー ソ ン を 2 個に分割して施工し、 地 上 階

の 6. 8 m角 基 準 ス パ ン に は 空 調 ダ ク ト の お さ ま り を 考 え て 小 梁 な し

の 特 殊十 字 ス ラ プ を 採 用 し た 。 ( 特 許出 願 中 )

貸室音[S分では、 !限度を 550 ) レソクス 以上と 一 般水準より高〈し、

IHj 仕 切 の 変化 に即 応 で き る よ う に 分 屯 悠 は 新 ら し い タ イ プ の ユ ニ y

ト形式とした 。ま た 各1苛室 区 分 に か な ら ず一 面 の 電 話 端 子 函 を サ ー

ビスするため、 構 造 設 計 と 共 同 研 究 の 結 果 、 端子 函 を 柱 埋 込 み と す

ることができた。さを都i設 備 は セ ン ト ラ j レ方式で 7 系 統 に 分 け 地 下 5

Ｑ ［ 皆と搭屋の空調 機とから送Ｉｩｩ｜ｾし、地下宿舗ではファンコイノレ の 併用

が可能である。 清 水 建 設 株 式 会 社 設 計 部 設 計 課 長 山 本 俊 介

. 施 工 者の こ と ば

当 ビ J レは敷地 の東半音11に 未 解 決 の 家 屋 が 残 っ て お り 、 西 側 は 地 下

鉄 2 号 線 山留 用 の 切 強 を 早 く う け ね ば な ら ぬ 宿 命 を も っ た 地 下 5 階

の ピ l レであ った。

こ の た め 着 工 は 地 下 鉄 工 事 よ り も 早 く な り 、竣 工 は 東 梅 田 駅 の 開

通 と あ わ せ た の で 全 工 期 も 30 ヶ 月 を 要 し た の で あ る 。 東 側 に 家 屋 が

残 っ て い る の で地 下 工 法 と しては 、 地 下 階 を 東 西ふ た つ の ニ ュ ー マ

テ ィ ッ ク ケ ー ソ ン に 分 割 し た う え 、 ま ず 第一 番 に 沈設 し つ つ あ り、

か つ 移 動 中の 西 側 ケ ー ソ ン の上 に タ ワ ー ク レ ー ン を 設置 して 、 こ の

ク レ ー ン で 西 と 東 の 潜 函 線 装 工 事 と 池 上 11皆 の 鉄 骨 建 方 を 実 施 し た 。

大 型 車 乗 入 規 制 を う け る 御 堂 筋 に 面 し 、 し か も 四 周 道 路 の 敷地 一

杯 に 建 っ た ビ ル て ¥ 曽 根 崎 箸 察 署 の 南 隣 と あ っ て は 直 接 工 事 に 携 わ

っ た 者 の 労 苦 は 想 像 に 難 く な い も の が あ ろ う 。

地 上11皆の 外 装 プ レ キ ャ ストス トー ン ブ ロ ソク カーテンウオ ーノレは

H  3. 250 m xw  2. 250 m 1. 6 切 であり、 R 階 に 設 置 し た ス テ フ レ ン

グデリ ックに よ っ て 交通 規 制 の な い 早 朝 に R 階へ取込み荷解きの後、

簡 易 モ ノ レ ー ノ レ 式 チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク に よ っ て 昼 間 各 階 の 据付 作業 を

行 な い 、 外 部 は 単 管 足 場 組の 上 、 二 重 念網 貼 に よ って 養 生 し た の で

あ る が 、 大 阪 の 表 玄 関 に 異 彩 を は な っ て い る 白 亜 の ビ l レを今月惹な

く完工 す る こ と が で き た のも 関 係 各官 公庁 の 懇 切 な ご 指 導 と 、 町会

長 を は じ め 近 隣 各 位 の 深 い ご 理 解 の 賜 物 と 厚 〈 感 謝 申 上 げ て い る 次
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都 市 と 流 通 空 間 特 集

国 流 通 機 構

最 近 の 流 通 革 命

東 大 阪 トラ ッ ク タ ー ミ ナル の 計 画

大 阪 マー チ ャ ン ダ イ ズ ・マ ー ト と 船 場

建 材 流 通 と建 築 生 産

直 流 動 時 代 へ の 都 市 計 画

流 動 時 代へ の 都 市 計 画一一一流 通 コ ン ビ ナ ー ト の 提 案
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最 近 の
ごま

IJIL 

通商産業省大臣官房企岡室長 林

回 流通革命の必要性

通 革 命

信 太 郎

わが固において ζ ζ 数年来流通革命が問題にされた所以は次

のような諸事情によるものと思われる。

第 1 は，物価対策の見地からによるものである。

わが国の物価の実態をみると昭和35年を起点と して小売価格

は年々上昇 し現在27- 8 96の上昇率を示している。他方卸売価

格をみると一貫して横パ イを続けており ，時々 ，銅，木材など

の国際商品が海外の高騰の影響で大きく上昇ーし ， 乙れが卸売物

価 に若干影響を惹起する 程度である。いずれにせよ ，乙の卸売

価格と小売価格との鉄状状態は ，小売物価上昇の原因が流通段

階 lζ 存在するととを示唆するものである。

ではい かなる現象がとの鉄状的小売価格上昇の主たる原因で

あるかについて検討してみよ う。

まず最初に卸売過程が著 しく長いととがあげーられる。昭和39

年における卸取引高のうち卸間取引( いわ ゆる 仲間取引) は，

4296の大きなウエイトを占 めているのみならず，傾向として年

々上昇すら している 。かかる実態は飼l取引が節 1 次卸から第 4

次取引まで延々と間延びしてい るのみならず， 乙れに従事する

問屋の企業数および従業員の増加 をもJ s ; l とする結果となってい

る。欧米，あるいは一般に資本主義国では ，卸過程をいわ ゆる

中間的過程の節約と称 して経済社会の合理化の中の最も基本的

な方策としており ，かっ ，ほとんどの欧米諸国においては ，す

でに戦前 1[ ，また一郎の国においては戦後早い; J J J j 聞に，い わゆ

る中間排除が相当前進している。

問屋段階が一つ増えるというととは ，問屋の経費，マー ジン ，

荷役費，荷作り政，梱包代，倉敷料，辺丘，保険料，利益，荷

傷み等のもろもろの コス 卜が付加されるととを意味する。流通

コス ト切下げの見地から極めて重視される所似であろう。

次の主要原因は，商業者，特に小売商業に おいて庖員の賃金

一上 昇を，当該企業の合型化による生産性向上によって吸収する

という 芯志と能力をほと んど喪失 して お り，従って，その賃金

上昇はほとんど販売価格の上昇という形に転稼される乙ととな

っている。とれは士農工商という伝統的な商業軽視の経済政策

を背景とし ，人材，金融面等で商業を支持 しなかった結果であ
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ると 見 られる。

第 2 の流通革命の必要性として労務の逼迫があげられる。

わが国の商業従業員は 8 - 9 百万人と いわれるが，最近10カ

年閣の推移をみると約 2 百万人の増加となっている。しかも昭

和36年度以降，若年労働者を中心として労働需給が逼迫 してく

る最中にお いて，工業部門よ り若年労働者の増加テ ンポが高く

なっている。

翻って商業の生産性は，従業員分の売上高で計られるが，乙

れを向上せしめるためには ，従業員が少ない方がよい。従って

万一，最近10年聞において，商業部門での従業員増加が，何 ら

かの事情で実現しなかったという仮定が許 されるな ら，立ちど

乙ろに商業の生産性は 2 割以上向上するであろう。

また乙の場合，工業部門等における労働需給は緩和されると

とになり ，国民経済全体として労働の有効配分がより望ましい

姿になるわけである。

第 3 の必要性は ，流通 コス トが大きい乙 とであろう。

工業製品の場合，小売価格を 100 とすると生産コス トと流通

コストは ，ほぼ見合うといわれている。乙の流通コス トが大 き

いという ζ とは ，同時に個別経営的観点，とくに利潤の源泉と

いう観点からい えば，極めて大き いとと を意味すると 同時に ，

国民経済的にも無視でき ない重要性をもっ て くるものである。

第 4 1ζ 都市の過密対策 との 関係で，流通近代化が必要に なっ

てくる。

大都市，特 lζ 東京，大阪等マンモス都市は ，銅l および小売の

中心をなすとともに，なかんづく ，釘l機能の集落的存在によっ

て，都市過密化の影響を大きく受けている。卸売は ，卸取引と

いう商業的機能の他に集荷，保管，配送 という 物的機能もあわ

せ担当 してい るので，交通難，道路の狭陸等は ，当然，輸送 コ

ストの上昇を惹起し ，薄利で運営されている 問屋経営を極度に

圧迫する結果となっている。

以上の他にも ，マス ・プロダクジョンをより進展させるため

には ，マス ・ディス トリ ビュ ーションを流通段階で進展 2させな

ければならな いと か，商業者の経営改善を今にして，画期的 iζ

進めなければ，商業者は本来，利に聴い存在であるので，資本

自由化 lζ 併う 外資の攻勢に対 し， 簡単に寝返り する 恐れがあ る
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など，その流通革命の必要性は極めて多種多様である。

では ，流通革命の基本的原理は何かといえば，要するに ，太

く，短かく ，早くという 乙とにな ろう。換言すれば，取引単位

がより大きくなる乙とが第 1 であり ，メーカー から消費者ない

しユーザーに届くまでの距離がより短くなることが第 2 であ

る。さらに取引ないし輸送が，より迅速化される乙とが第 3 の

要請である。以下，かかる原理が各種の流通形態にどう現われ

てい るか検討してみる。

回 小 売 業 の 近 代 化

小売業の近代化の第 1 は百貨屈の動向であろう。わが国の百

貨庖は ， 現在 300 庖舗で， 年々極めて l順調に発展してきてい

る。特に ，百貨庖法によって居舗の新設や売場面積の新設が厳

重に規制されている が，その形態のもつ経済性のため ，順調に

拡大しつづけている。建築的な面からみれば，ダウンタウン中

心からタ ー ミナ J レへという傾向が極めて顕著に現われている。

すなわち ， 6 大都市における庖舗新設は ，ほとんど例外なくタ

ー ミナ j レに立地したものである。さらにとの傾向は，百貨庖系

列，スーパーマ ーケット の形で・サパーパイゼーション( 郊外化)

が順調に進行し ている。乙 の傾向は電鉄系に集中的 lζ 見られ

る。すな わち ，私鉄はターミナルに百貨屈を認められたとして

も，せいぜい 1 - 2 屈であって，現行百貨庖法のもとでは ，そ

れ以上に許可を うけることが至難な乙とになっている。たまた

ま，沿線に土地 を所有しており ，かつまた，沿線開拓のために

大規模住宅建設の乙ともかねているため ，百貨庖法の規制をう

けない小規模店舗としてのス ーパーマーケ ットを，意欲的に拡

充する結果となっている。アメリカにおける百貨庖の立地が，

ター ミナノレから 郊外へと 大きく移動している傾向 とほぼ似た動

きとみられる。

第 2 はショッピングセンタ ーの勃興のきざしであろう。

アメリカにおけるショッピングセンター の普及は近年聴くべ

きものがあり ，新 しい成長分野として， ビッグビジネスの生ま

れる可能性すら期待されるほどである。アメリカ式ショッピ ン

グセ ンタ ーは，百貨庖，スーパーマーケ ット ， ドラッグストア

一， チェンストア ー， ボランタリ ーチェ ン，S S DDS ，各種

専門居，メールオ ーダーのデモンストレ ーション ・ショップな

ど，あらゆる穏類の小売形態の居舗が総合的に一体となって立

地し ， 乙れに駐車場， 遊園地， 託児所，欽食居，休憩所，花

壇，理髪，美容院，医院，郵便局，銀行，各種 リビン グ ・コン

サルタン卜など関 連諸施設があわせて立地されている。

わが国においても ，郊外における相当規模の住宅団地の建設

を動機として，総合ショッピング ・センタ ーの建設が徐々に盛

り上っており ，住宅団地の勧誘策としても ，その価値が見直さ

れつつある。従って，通産省においても ，開発銀行の政策融資

を挺子に して， 乙れが模範的な形で普及する乙とを支援する体

制をとっている。

第 3 は，ス ーパ ーマーケットの普及であろう。

わが国におけるス ーパーマーケ ットは ，数年前からアメリカ

を模範 としつつ急速な普及をみせている。その数は現在 4，000

居近くある とい われている。乙の驚異的な普及にもかかわらず

わが国ス ーパーマーケッ トは， 1企業あたり平均 1. 4居舗にな

っており ，いわゆる単庖舗主義となっている。 ζ れはアメ リカ

のス ーパーマーケ ットが，A & P  ( アメリカ第 l のス ーパ ーマ

ーケットチェンで その売上は 2 兆を越す) の約 4，500 屈を頂居

として，数百居以上の巨大チェ ー ン組織をとっているものが多

い。従って，仕入れ，加工，包装，ヰしつけ ，梱包，配送，仕 分

け，保管等を大規模かつ計画的 lζ 実施しているのに対して，わ

が国のス ーパーマーケットの場合，その合理性の水準は極め て

低い。乙の結果，高回転，低マ ージンという スーパーマーケッ

トの本質は満たされず， 一部にはすでに倒産，閉鎖がすでに

2 ， 3 年前より現われている。乙うした単庖舗主義のわが国ス

ーパーマーケットに魂を入れる決め手は ，任意遠鎖化( ボラン

タリ ーチェン 化) する ζ とであり ，すでに一部ではかかる傾 向

が実行に移されつつある。

第 4 は，ボランタリー チェンであろう。

ボランタリ ーチェンとは ，多数の小売商が，その所有権と経

営の責任を庖主のもとに留保したまま ，商業活動の面で，同志

的結合をはかつてゆくやり方であり，乙れには ，当然、中核体 と

しての本部が必須条件となってくる。ボランタリ ー チェンと し
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て行なう経済事業は ，販売促進，仕入れの合理化，およびメン

バー小売商の経営改善事業である 。具体的には，販売促進事業

として，庖舗改造，陳列，フロ アレイアウト ，市場調査，品揃

え，広告，宣伝などを行ない ，仕入合理化事業として，商品開

発，流行商品のデザイン ，共同発註，計画配送，共同仕入れな

どを行な う。 またその他参加小売商の経営改善策としては，庖

員の集団募集や，集団的訓練，小売庖経理の本部集中 ，法律的

紛争の集中的解決，労務関係など関連法規の集中的処理，消耗

.色

品の集中仕入れ等が主なものである。現在かかるチ ェンは ，問

屋中心のものと小売商の みに よってその本部を形成するものと

各々同数であって，全部で 120 位といわれている。ただ参加小

売庖の数は ，前者は平均200庖，後者は平均50庖程度であり ，前

者は全国単位， もしくは数府県にまたがって分布しているのに

対し ，後者は同一府県内に配置しておる場合が多い。

建築の立場からみれば，本部の機能を円滑かっ合理的 lζ 推行

するため ，商品の性質，チェンの規模，取扱い品目の多寡，配

送の便宜をも考慮 した特殊設計の倉庫が必須の要件となる。

ボランタリーチェンを 保進する政策手段 として， かかる倉

庫，施設を建設する場合には ，大規模のものには日本開発銀行

から ，また中小規模の場合には，中小企業庁と府県庁との共同

による「高度化資金」に よりそれぞれ低利もしくは無利子で，

15年ないし， 7 年の長期にわたる政策的金融措置が講ぜられて

いる。

乙のボランタリ ーチェン方式は ，地価の高騰が激しく ，かっ

新しい進歩的な小売形態の導入を徹底的に排除する という ，過

去のわが国小売商の特異な行動様式等を考慮し ，かつ ，消費者

の便益と ，現存小売商への摩擦の回避を合わせ考慮すれば，最

も典型的進歩的な 小売形態として，わが国の土壌に開花する 乙

とが大きく期待されている 。したがって，通産省の流通近代化

政策の最重要項目にあげられているとともに ，今回新しく設立

の内定 した 中小企業振興事業団 lとお いて も，最重要業務の 1 つ

にあげられている所以である。

第 5 はレギュラ ーチェン の伸長であろう 。

レギュラ ーチェンは ，アメリカではチェンストア ー， ヨーロ

ッパではマ J レティプJ レ・ショップとい われ，一応，形式的定義
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としは ，10庖舗以上の支屈をもっ小売企業とい うζ とになって

いる。アメリカにおいては ，今世紀初期の30年聞に異常 な繁栄

を招来し ，前述の A & P など巨大小売資本が1930年前後に多 数

成立 している。乙れらが1930年 に考案された スーパーマーケ ッ

ト方式を画期的に大規模な形で実現する母体 となった ものであ

る。

わが国においては ，地価の高騰 ，チェンオペ レー ションの メ

リットに対する認識不足等のため ，百貨庖系や私鉄系の大資本

によるレギュラ ーチェンとい えども ，せいぜい20庖程度にすぎ

ず，他方自然発生的な形で 5 - 6 屈のものが地方都市を中心と

して圧倒的に多い。今後の予想としては，その普及如何は土地

の取得の難易に大きく影響されるものと恩われる。従って，私

鉄系のス ーパー・ マーケ ットのレギ ュラーチェンは ，かなり期

待がもてよう。

第 6 はコー ノレドチェンの普及如何であろう。

コーJ レドチェンとは ，生鮮食品を多種多様な方法で冷凍し ，

とれをチェン化された小売庖を通じて，消費者に提供する 仕組

である。乙れは第 1 Iζ 冷凍化の技術が重要な研究課題であり ，

さらに冷凍のまま生産者，卸業者，仲介業者，小売庖および消

担者等各取引段階聞における輸送施設および保管方法がなお未

解決の重要課題である。

さらに乙 れを現実に普及させるためには ，アメリカで経験さ

れたどとく ， レギュラーチェンなり ，あるいはボランタリ ーチ

ェン方式によって ，卸機能 と小売庖とが強固に ，かっ合理的に

組織化されているととが大前提である。かかる意味において ，

実際のコ ールドチ ェン の普及は ，小売商庖自体のチェン化が実

現する 将来の課題 といえよう。

第 7 は， S S D D S の茄芽であろう。

乙の S S D D S ( セルフサービス ・ディスカウント ・デノ f ー

トメン卜 ・ストア ー) は戦後アメリカにおいて，コー ベットが

始めたものといわれ， 全く主主星的な普及をみたものの みなら

ず， ヨーロッパおよび日本にも押し寄せてきた小売商のやり方

である。定価販売が普及している ζ と，正札を尊重する ζ と等

の諸事情を前提に して，普及したという経緯か らみて， ζ のS

S D D S 方式は，わが国 lとは，さほど重要なウ エイ トを持ち得な

• 

• 

• 

• 



• 

• 

• 

• 

いであろう 。特に百貨屈における特売，慢性的過剰生産 を背景

とするダ ンピ ングの盛行等の事情からもとの乙 とが主張 されよ

つ。

第 8 は，消費生活共同組合の普及如何であろう。

西欧なかんづ く北欧におい ては，小売販売高の 1596ない し45

961ζ 及ぶ大きな比率を占めるとの方式も ，わが国には今 までの

と乙 ろ成長する地盤が極め てう すかった。今後は多数知識層の

停年退職者の増加や，住宅団地の普及等を社会的な素地 として

発展する素因も考えられよう。

固 卸 業 の 近 代 化

卸業の近代化の第 1 は，卸取引の合理化であろう。乙の筆頭

は約半世紀の歴史をもっ中央卸売市場法の運用改善ない しは法

改正iであるが，諸事情のため ，せいぜいその数の実質的増加が

最も現実的な前進となろう。卸業の取引の合理化と して合理的

なマ ー ク ・アップ ・レー ト方式の確立およびその普及 ，迅速な

取極め ，仕入の共同化，および販売の自動化等があげられる。

特に ，卸業におけるセルフサービス 化 は，小売庖における セル

フサー ビス化と同様に ，一般零細小売商を顧客として極め て効

率的な形態であり ，大阪，東京等 lζ 大規模なものが逐次でき上

がり成果を順調に上げている。

第 2 は，卸の持つ物的流通機能の合理化問題である。シカ ゴ

に戦前建設されたマ ーチャンダイズ ・マー トは卸総合センタ ー

ともいうべきもので，わが国のように大都市の都心部に一点集

中的にかつ平面的に多数問屋が嫡集している問屋集落形態を近

代化するのに有力な一方法であろう。すなわち卸総合センタ ー

を都市内部 lと多数多点的にかつ分散的 lζ 立地したり ， あるい

は，都市の周辺 lζ 設置する乙とにより ，前述の問屋の悩みは著

るしく緩和，解消される乙とになる。

現在，通産省においては ，開発銀行を通じる政策金融 により

卸総合センタ ーの設置を促進するとともに ，中小企業庁の高度

化資金を通じて，単品の専門商品どとに卸団地を設置するとを

推進している。乙の結果前者の例としては ， 大阪市， 天満橋

( 京阪電車駅跡地) および東京五反田( 星製薬所在地) に具体

的な建設計画が進んでおり ，後者の問屋団地も ，すでに 10カ所

を超え ている。

さら に問屋総合 セ ンタ ーを 中核 とし て， ζ れにト ラック ・タ

ー ミナノレ，倉庫集団等を一体的 lζ 配置 して，いわゆる総合的な

流通 セン ターの計画も着々進行し ている。

特 lζ 乙うした構想を都市計画との総合的観点から計画的に進

めるため ，前国会では流通市街地整備法の設定をみ，通産省，

農林省，運輸省，建設省および経済企画庁が一体 となって， 乙

れが推進および指導 lζ 当って いる。東大阪流通セン ター， 京 浜

第 2 地区埋立地における流通セン ターの建設などはとの方針 に

則 り進められているものである 。

卸機能の物的流通面の合理化のー態様として， パ J レキイ ・カ

ー ゴ ー ( 嵩高商品〉の輸送の合理化があげられる。例えば セ メ

ン トおよび穀物サイ ロの建設，石油のパイプラ イン輸送，鉄 鋼

のス トックヤード等は ，今後とも具体化するプロジ ェクトであ

ろう。

回 結 び

流通革命の具体的内容としては ，以上の他に ，ユニット ， ロ

ー トシステムの具体化としての一貫パレチ ゼイションの普及，

パレットプーノレ制の実現， コンテナ ー輸送の普及および ζ れが

関連諸施設の整備等も辺産省，運輸省および関係業界等の協力

によって進められているが，詳細は省略す る。

以上わが国の流通革命は欧米に比 し著し く立遅れており ， 乙

れが改善促進は ，国民経済的視野からも ，また個別企業的な視

点からも極めて重要かつ火急の課題となっている。乙れを円滑

かつ急速 lζ 推進するためには ，商業取引等社会的な側面と同 H寺

IC，輸送，建築等，技術的な面からの接近も不可欠である乙と

を強調 したい 。
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東大阪トラックターミナルの計画について

大 阪 府 都 市 開 発 株 式 会 社

提 原 明

1. トラックター ミナ ルの必要性 とその効用

トラック輸送は最近にな って とくに飛躍的な発展をとげ，長

距離輸送の分野への進出がめざましい。乙の傾向は都市間高速

道路の整備にともなってますます重要視されている。

乙のように トラック 輸送が質的に変化し てくると ，大型の路

線 トラッ クによる都心部の貨物の集荷配送が非能率 となり， 都

市の人口 ， 産業の過度の集中にともなう ， 自動車交通の激増

等，都市内交通の渋滞を増大させることとなるため ，集配はそ

れを専門とする小型車によって効率 よく迅速に行なわれるの が

妥当で， とれにより都市聞の長距離輸送と都市間集配輸送 とは

明確に分離される乙ととなり ，路線輸送と集配輸送とが機能的

に接続させ る貨物の 中継場所が必要となる。とれがトラックタ

ー ミナノレである。

また ，最近の都市内交通は混雑が激化するに従い交通規制が

強化され，東京，大阪のように大型車両の都心部通行が禁止さ

れ ると ，路線 トラックが荷主か らの直接 lζ 荷受，配達が不可能

となり ，都市の周辺部 lζ トラックタ ー ミナ ルを設け ，小型車に

よる集配専用業務が行なわれている。故 l乙各運送事業者は独自

の資金でその建設が進められていると乙ろである。

乙の現象は貨物輸送力の増強，道路交通緩和 ，荷主 lζ 対する

サー ビス向上等が図られる乙 ととな り，路線網の合理的な述絡

調整が可能となり ，積載効率の向上，中継作業と集配運送の合

理化， 荷役の機械化等 トラック 輸送の合理化が促進し併せて産

業基盤の強化が図られるものである。

なお高速道路網の整備にともない路線 トラックの超大型化 さ

れる傾向にあり ，車両構造の改正が近く行なわれようとしてい

るところ である。

2.  トラックターミナルの現状

トラック ター ミナJ レには専用タ ー ミナ ノレと 一般タ ー ミナ J レに

区分され， 前者は運送事業者が自社で設置しているものをい

い，後者は公共的タ ーミナノレを指すものである。現在全国に点

在するタ ー ミナ J レの数は，専用タ ーミナ J レでは 1，173 カ所，一

般タ ー ミナノレでは 5 カ所である。また大阪におけるタ ー ミナJ レ

の数は87カ所( 昭和40年 4 月現在) となっている。 その大半は
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表 2 - 1 一般トラックタ ーミナ J レの現況( 昭和38. 1現在)

I  + R  ""'" Ｑ ＢＧ ｊＮＢ，Ｂ ］ＢＢ ， ｬ ｬｾ Ｂ Ｂ， Ｂ ］ ｟ Ｑ Ｑ 日の ｼ 利用
名 称 |規 模 |敷地面積|建物面積|発着回数|会 社 数

福岡 トラ Y クタ ーミナ内4パース17，450nf l  2，4州警器 1 6 社

下関トラッ クセンタ ー128 // 1  1. 466川1. 426川書 :: | 9 社

蒲君11合同巡送タ ーミナ J レ1 5  // 1  441// 1  209川書 : ; 1 5 社

仙台トラックターミナ内5 // 14山

小倉トラックターミナ内8 // 116. 879// 1仏076// 1言;i |  6 社

表 2- 2 大阪府下の専用 トラックターミナノレの現況( 昭和40. 4. 1現在)

市区別 |個所数|延 羽 敷 地 面 積 l市区別 |個所数|延 議| 敷地面積

大 阪 市1 72 1  588 1170.  946. 9011城 東 図 10 1  137 1  

都 島 区1 3  1  33 1  14. 604. 0011東住吉区1 2  1  7  1  

福 島 区1 6  1  59 1  11.  008.  0ぴ西 成 区1 2  1  17  1  

東 区I 2  1  9  1  2. 772. 00 吹 田 市1 2  1  35 1  

|  lロ2 1  61川1 19. 280. 0∞州011片守口市判1 1  1  叩

南 区図1 6  1  6臼1 1  1ω0. 76“侃6ι. 0ωd淡木市捌1 3  1  23 1  

浪速区図I 5  I  3幻7 1 7. 38似4. 0叫d 門 Z只工市 4 I  3弘4 1

大淀区図I 3  I  2幻1 I  4. 4必26. 4ω0'泉大主津i主Z市耐I 2  I  

西淀川区 42  16. 944. 37  U屋川市 1  2. 059. 00 

東淀川区 30 22. 144. 00 堺 市 1  3. 564. 00 

東 成 区 8  48 15. 885. 00 枚 方 市 l  6  4. 448. 00 

生 野 区 19 1. 478. 00 

旭 区 7  87 

都心部lζ 集中 し， 取扱貨物量lζ 対する敷地面積は 1 トン当り 10

nf 前後と非常に狭少なものでタ ー ミナJ レ構 内において駐車スペ

ースが皆無のものが多く ，貨物輸送の効率も低下の一途を たど

ってい る現状である。現在一般 トラックタ ー ミナノレの主要なも

のは上表のようなものとなっている。

3. 輸送事業の種別とその関係法規

輸送事業 とは国が定めるそれぞれの事業法にも とずき ，免許

あるいは許可を受けて一定の輸送を行なうもので，その種類は

経営様式や適用法規によって細分化されている もの で，その関

係法規と輸送事業の種別は次表の とおりで ある。

• 

• 

• 

• 



国 鉄 日本国有鉄道法 法 定

額

鉄道営業法運賃法 認 可

私 鉄 地 方 鉄 道 法 免 許 認 可

額

軌 道 法 特 許 認 可

陸 辺 通 遂 事 業 法 免 許 認 可 定 額

道 路 運 送 法 免 許 認 可 定額( 最高，最低)

水 上 港湾運送事業法 免 許 認 可

海航( 貨上物運運空送の送み)法法

届 出 届 出

空 中 免 許 認 可

保 管 倉 庫 業 法 許 可 届 出

表 3- 1

函 議| 法 律 |営 業 |運 賃 | 料

.'  

4. トラック輸送事業の種別

トラック 事業についてはその種類は次のように

・ 区別されている。

1)  一般路線運送事業

一定路線を定期ダイ ヤで運行する自動車 lζ 小口

貨物を積合せして輸送するもので，一般には定期

便とか，自動車便 とか呼ばれている。

• 

2)  一般区域貨物自動車運送事業

定められた事業区域内 ，またはその区域を発着

する貨物の輸送，つまり一定荷主の一車貸切り輸

送するもので，例えば引越荷物の運送等は乙れに

該当する。

3)  特定貨物自動車運送事業

特定荷主の特定貨物の輸送をするもので，例え

ば郵便輸送のようなものをさす。

• 

また ，区域輸送には一般の他に限定と 小型輸送

に区別されていて，限定とは輸送品目の限定を設

けて輸送するも のを指すので，つまり セメント ，

化学肥料等一つの品 目を定めて輸送する乙と であ

り，小型とは 2 トン以下のトラックによる 区域輸

送をするものである。

以上の他 iζ 自分で営業免許路線を持たないで貨

物を集めて路線トラック業者 lとあっせんする運送

取扱事業( 水屋または便利屋という〉というもの

がある。なお通運事業について少し記述すると ，

通連事業は鉄道の両端輸送およびその貨物の取扱

いを行なう乙とをいうもので，一般の トラックに

よる輸送事業とは性質が異っているもので鉄道輸

送の補助的役割を果しているものである( 流通百

科より) 。

5. 東大阪トラックターミナル計画

金

1)  計画の経緯

現在大阪の都心部は人 口，産業の過度の集中 ， 自動車交通の

激増，各種施設の混在などにより極度に過密化されている現状

で，一部の問屋企業は都心部より 周辺部へ移転を余儀なく され

ている。 乙れは流通機能の集中化 による弊害によるもので 乙れ

が対策と して， 昭和39年大阪府が既成市街地周辺 の交通の要街

地 lζ 新流通市街地を開発 し都市機能の分散をはかり ，交通関係

施設，流通施設および業務施設を中心とする都市運営施設の計

画的な整備計画を樹立され，中央漂状線の公共投資効果の向上

と沿道開発のー拠点とする計画が進められていたととろで) 流

通市街地の基幹施設と して当面都市交通の緩和を図るため ，都

市から 8 k mの地点 lζ 中央環状線と築港枚同線との交差点とな
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図 5- 1 東 大 阪 交 通 施 設 図
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る東大阪地区 l乙東大阪開発事業の一環として，一般トラックタ

ーミナ J レを計画 された ものである。

東大阪 トラックタ ー ミナノレで取扱う 貨物は一般路線運送事業

者ーにより ，取扱われる貨物j を対象とするもので，都心部より東

部における貨物の流動に対応せしめる ζ とを目的とし ，立地的

にみて輸送網の中心として最適の位置であるととは衆自の認め

ると乙ろである。

2)  トラックターミナルの規模と輸送量

トラックタ ー ミナノレの規模は敷地面積178，000m' ，荷扱場( ホ

ーム) 面積20，750m'， 停留場所( ノミ ース )274パースで取扱予定

貨物量は昭和50年を目標におき 6，100 t  / 日と推定 した ものであ

る。取扱貨物量の推定表 5- 2- 1から表 5- 2 - 6 を参照。

表 5 - 2 - 3 主要道路別方向別 l 日発着貨物: l i l

道 路 名 | 去 向 別 |

百 頁 瓦 豆

皇一一一一豊

発

2，449 

2，524 

590 

679 

197 

l 号 線 12-ー豆
奈 良，三 重

小 計

2  5 号 線| 奈 良，三 重

1 7 6 号 線| 京 滋

l 関 東 以 遠

中 部

Ｑ ＷＱ 号線 ｉ ｾ Ｍ ｅ
1  1 奈 良，三 重

l  i 小 計2号線，43号線 |  兵庫山陽以遠

2 6 号 線 | 和 歌 山

計

6，439  

337 

193  

359 

370  

87 

100 

29 

945 

i，j_些

503 

1寸玄石E

( 単位トン)

| 着「ヨ-

1. 947 1  4，396 

237 1  740  

表 5- 2- 4 昭和50年推定主要道路方向別 l 日発着貨物w
( 単位トン)

道路名 ，方向別 | 転 換 | 総 数 |  高 速 道 路 転 換 予 想 |  平 面 道 路
| 路 線 | 発 着 | 計 | 発 | 着 | 計 | 発 | 着 | 計

|且 亙 且 重一喧L. . . 1! __1 7，910 1  ｾ ｉ＠ _l 主旦L I一ームよ. ! Q_I 5，659 1  ＱＲｾ Ｑ＠ ＷＹ Ｑ 一一一 ｾ ｉＭム旦 ｌ
一 |中 部 |名 阪 1 8，155  1  6，812 1  14，967 1  7，335 1  6，130  1  13，465 1  820 ， 682 1  1，502  号 ｼ 工 二 豆こ ｉ ｾ 二 亙 「て 平亙 仁 Ｙ Ｘ Ｑ Iーコ主亙二二二エ豆4 I  882 1_ 主旦6 I  191 I二二二豆9 1一二二亙ζ
線 |京 滋 1_  11 _ _  1  2， ｾｾｾ＠ I  L  ｾｾｾ＠ I  ｟ Ｓ 些仁 一 」土ｾｾｾ 1  1. Ｓｾｾ＠ I  3， ｾＷｾ＠ I  220 I  Ｑ ｾｾ＠ I  365 ぽ 頁 三 歪ーヲ了-i W-r一一 63了 ドー 52了 1， 15下 一一 . 572 1  470 一一τ 042 1  64 1一一一 寸 了|一一 117

小 計 一 一 一I 20，799 1  l 6 . 百円 3 6高 了 18，71了 14，446 1 づ 訂59 1  2，086 1 -つ: 6081 3，694 

τ 国亙亙; g ｉ ｾ コ Ｄ Ｑ 二 ｅｅ ｉ ｩ 亙 ｾ 1  -:2亙と二三E 二仁コ亙主二二三五日二二五日二二豆ζ 仁二五ζ七 ｴ 一一亜 一 喧」旦 Ａ一一 」斗 ｾ ｉ _11盟 1 _2，並L I 1. 075 1  1，168  I _ム 坐L I _ ___l l Q_: 一一一__@_I 250 
-=- Ij_t;_一一墜ー|名 神_I 281 187 1. 468 1  252 1  168  1. 420  1 _  29 '  19  1  48 
芳| 京 滋 11 1  323 277 1  600 1  290 1  249 1  539  1  33 28 1  61 民主 夏三重 Ｍ ｾ Ｇ - 9了 100 1  193  一一 寸 3 1 -一 一万 了一一一守 了「一一寸 了「一一 寸了 「ーーゴ 了一 刀 て 一一 ｾｉ 一 一 3，05了 1 3'可60 6，111 1 -ーヲプ石 「一三，75了 一 τ 石 デ| 一寸O S - I 307 1  615 

三 同 43-¥%t'i( て二 14，586 ム ｾＷＵ 1  22，961 二二二ニ二二二Z 二二二三五 亙口 ，375 :二亙 ζ
_ _ ? 6 三*J i ! ｾｉ＠ 1， 624 765 I  2，389 I一一一一二一| 一一一一二一 一 二 1，624 一一 765 ｛｟ ムｾ

2  5 号 線 l 名 阪 1， 088 675 1， 763 1  979 :  607 1，596 109 58 
一了7 6ー耳一嘉- 1 一 一 623 I  2l G 1  839 I一一一てご一「ーーで= - 1 -一 竺 ア 62了 l 一一τ τ 一一一石 「

小 計 L ー コ亘 | 盟 1 27，952 979 一 寸U ' 71二三 亙 」辿 L l「 出トl二罷 喜

合 計 口 ｾ ｉｾ ー一一「一一一一ｼ一一一Ａ一 寸五百了 ｉ -9:341 I  21: 732 I  - ー一一
z I Y T一一一一一| 一一一一「寸正百τ 1 Ｘ ， ＴＷ 了 一 寸ｾ ＧＭＭ一一一ー一一一 ＭＱＭ 一 一一一一

注 1. 昭和50年の貨物置の伸び串は企画庁 「全国総合開発計随一機関別給送量の伸び率J のト ラック 45年/35年 =3.83，60年/35年 =7.66を利用して，50年/38年 =3.23とした。

2. 高速道路への転換率は9 0 %と した。

子; |-41-44231羽221淀 ) 11 右 岸

三三月三: |抗告li:jl;;

58 

表 5- 2- 6 東大阪地区集配予定取扱貨物E

( 昭和50年度)

| 路 線 名 |竺 物E!士? ?名 神 高 速 道 路 2 トン トン

国 道 l 号 線 1 3，694 100 1  3，694 

名 阪 高 速 道 路 1 18，519 1  80 1  14，815  

1 国 道 2 5 号 線 - M7  1  100 日
計 I 44，112  1  I  25，847 

宇 26，000 トン

注 L  既設専用ターミナル取敏置は，昭和38年調査時点 ICおける現状面積236. 326m" から l

トン当り 23m
2

を除して 10，300トン と算定した。

2.  Jl! 設予定計画専用ターミナル計画予定面積 80.532m" 1 トン当 り 23m
2

として3，5∞ト

ンと算定した 。

( 昭和39年 3 月大阪府商工経済研究所のトラックターミナルの実態調査より ，大阪市の中心 4

区とその以東の各区並び IC東大阪地区全域を対象としたものである 。〕

• 
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時間帯による貨物の出入トン数表停 留 場 所 の 算 定3)  

取級輸送量に対し て，施設の規模の標準は一般には敷地面積

においては取扱貨物置 1 トン 当り 23. 1m' ，荷扱場 (ホ ーム〉は

1 トン当り 3. 3m' が適正なものとされている( 運輸省指導基準) ，

6，100 トンの発着貨物取扱を昭和40年 2 月の路線運行牽の大阪

における出入路線別調査による発着別波動傾向( 図 5 - 3 - 1 )

と高速道路の整備にともなう輸送時間の短縮による修正図( 図

5 - 3 - 2 ) によって発着別貨物置を算定すると表 5 - 3 - 1
• 

のとおり とな る。停留場所( パース) の 決定につい ては表 5 一

3 - 2 から自動車の 辞書留最大値すな わ ち 236ノイースが必要とさ

乙れに運営上余裕を見込み 274ノゼース が必要とさ
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図 5- 4- 1

き7J) とあ
必 要 な 付 属 施 設4)  

以上，東大阪 トラッ クタ ー ミナ J レの計画の一端を散文にま と
トラック ター ミナルには荷役場お よび停留場所の他 lと必要 と

ター ミナノレの経営にあたり，貨物運賃内に おけるタ ーめたが，されるもの は，路線運行車乗務員のための仮眠室，休憩室，集 • 
なら びに運輸行政の指導にもとミナ J レの使用料の負担の限界，配車乗務員，構内作業員の更衣お よび休憩室， 発送配達伝票事

づ く使用料金の認可等，今後 lζ 幾多 の問題があり ，設備投資も自動車の始業点務のための事務室，な らびに駐車場，洗車場，

使用料金を極度に低料金を要求されるので投資額をより節減をおよ び福利厚生タイヤ修理場，検のための軽整備場，給油所，

工法の研究進め低廉にして有効な もの とする図り ，技術開発，日用品売庖，浴場，理髪室，医務室等が必要であ施設の食堂，

乙とに努めなければならないと ζ ろである。
るが，運送事業者の労務状況がまち まちで施設の利用 の予測が

ど批評を賜りますれば幸 と存ずる 次第で読者諸氏のど意見，

ある。

判然としないので，最少限度の施設配置を し， 公共タ ー ミナノレ

の指標の一助とし ているものである 。
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大阪マーチャンダイズ ・マートと船場

大 阪 市 経 済 局 庶 若 年 課 長

大 槻 四 郎

流通過程の立ち遅れが意識され， I流通革命」の必要性がや

かましくいわれだしたのは60年頃であったろうか。大きな反響

を呼んだ林周二氏の「流通革命」が出版されたのが62年11月で

あった。問屋街はむきになって反撃し ，折しも物価の上昇が著

しく ，あたかも物価騰貴の原因が問屋だけにあるかのような錯

覚を起こさせるよ うな論争が多く ，話題を呼んだ ものである。

ただ，今から思えば，流通 コストの低減の問題が直ちに問屋無

用論と直結し勝ちな当 時の多くの議論の中には ，考察の底の浅

さがなかった訳ではないと思われる。流通革命の必要性と必然

性が論議され強く叫ばれるに至った理由 lとは ，物価問題からの

理由と労働問題からの理由を挙げる人もあり ，また他の人は，

生産面の変化と生産企業からの要請であるとし ， あるいはま

た，消費者側の生活様式の変化をいう。他にもまだ多くの理由

が考えられよう。 しかし，いずれに しても ，戦後のわが国経済

の成長の過程で多くのひずみが生じ ，特にそれが商業機能，流

通過程の中に顕著 lζ 現われ，そうでなくてさえ他の経済部門の

中で遅れの甚だしいのが一層目立ってきたのは事実であり ，流

通機構の変革が必然的なものとして受取られたのであろう。

高度成長過程における流通部門を取りまく経済的諸条件の変

化を考えるには ，独占段階における特有の現象とい われる商品

排除の傾向や，あるいは，わが国の商業構造が著しく二極集中

型である乙と等，どうしても触れなければならない重要な諸問

題がある乙とはいうまでもないが，こ の小稿では ，現在大阪市

が中心になって強力に推進し，その建設を急いて・いる繊維卸売

業のセンタ ー， 大阪マ ーチャンダイズ ・マー トについてその概

況を述べる乙とにしたい。

昭和39年の商業統計調査によると，大阪市の卸売商業は ，商

j占数 22，459，従業者数 393，468人，年間販売額 10兆 4，870億円

で， 乙れを前回の37年の調査に比べると 2年聞 に商庖数で 2. 3

9払 従 業 者 数 で22. 9;; ぢ，年間販売額では実に39. 696の増加を示

している。そのうち繊維品衣服身廻品の繊維関係は，商庖数

4，949 ( 全卸中21. 9;; の 従 業 者 数115，234人( 同29.396) 年間販

売額 5 兆2，315億円( 同49.996) である。昭和33年の数字を見

ると繊維の年間販売額は 2 兆2，093億円で全卸中 54.396を占め

ている。構成比は低下している。

その繊維卸売業者の47. 1タム年問販売額の83.496は東区，な

かでも船場地区を中心とし た繊維問屋街 lζ 集中している。他の

業種でもそ うであるが，業種別 lζ 集団化された問屋形態をも っ

ているのが大阪市の特徴である。宮本又次教授の「船場」は ，

「東は東横掘の西岸，南 は長掘の北岸，西は西横掘の東岸，北

は大川および土佐堀川 lζ 沿える一区割 ， 乙れを船場といった。

大阪市の中枢地帯である」という書き 出しではじま っている 。

その中に，大阪経済の変化とと もに船場の「のれん」の誇りも意

味が大きく変貌してきていると とが次のよ うに描かれている。

「関西財界 というと乙ろは，戦前独自の力をも って， 東京 l乙対

抗する勢力として存在していた。それは資力に支えられていた

し， その資力は自 主独立の精神 lζ 支えられていた。つまり江戸

時代に培かわれた町人精神が，よい意味で強くはぐくまれて，

パックボーンとなっていたのである。しかし現在の関西財界は

時勢の変化によって著しく変貌してきている。明治維新の大阪

の近代化を第一次 とすれば，現在は第二次の脱皮期である 」と。

大阪市においても，昭和36年 3 月には久宝寺問屋連盟の業界

診断を行ない ，39年 3月には衣服身廻品 セノレフ 卸業界を診断 し

たが，久宝寺問屋連盟診断の際すでに問屋の環境と機能の変化

の自覚を うながし，量産王立販時代の出現 と流通機構の変貌につ

いて指摘し ，問屋経営の近代化が緊急である乙とを勧告してい

る。しかし考えてみれば，歴史的にみて乙れら卸売商業はか つ

て都市繁栄の育ての親でさえあったのでは なかったか。それ

が，都市の過密化，狭隆化，交通難等の立地条件の悪化がとみ

に目立つにつれて，都心部 l乙立地する乙とがだんだん困難にな

るとともに ，卸売機能を十分に果せなく なってきた乙と は明白

である。ととろが，工業と異り，分散化の効果がはかり難い商

業は，幾多の不便を忍んでも都心部の集積の利益 lζ しがみつ乙
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うとする傾向 がま だ依然として強いのである。乙の傾向 が集中

に拍車をかけ ，年々の急テン ポな取引畳の増大と相{ 突って，集

積の利益といわれた外部経済を破壊し ，機能の低下と流通コス

トの増嵩を招く とい う循環を繰り返えしつつ過密の弊害を再生

産してきたのであ って，と乙 lζ ，機能の分化と問屋街の物理的

再編成が強く要請されるにいたったととはもとより当然であろ

。

・
つ

大阪市の卸売商業対策の母体 ともいうべき ，市内卸売商業を

一丸とした大阪卸商連盟が孤狐の声をあげたのは昭和40年 6

月，すでに乙の時，船場地区再開発の契機とし て築港深江線の

貫通が急がれ， これを高架にして船場の土地利用効率をたか め

る計画が進めら れてい たが，同じような考え方に基き天満にお

ける卸センタ ー建設の構想、が芽ばえていたといってよいであろ

う。 ζ の構想の基調は，後 lζ 大阪市が行なった船場地区の繊維

却売商業の実態調査の結果が端的 lζ 語っているように ，船場問

屋の船場地区 lζ 対する愛着が極めて強く ，一部，移転の計画が

あるとしてもその希望地は ほとんどが大阪市内に集中し，さら

に移転後のあと 地の売却はほ とんど望めない 実情からみて，い

わば副船場を天満に立体的 lζ 構築 して，船場の能力を超えて増

大する取扱置の処理と，保管，集配，計算，商品開発など多 く

の共同事業を推進することによって， 卸売商業の 生産性の向

上，流通コストの低減，商品市場の開拓等を目指し，併せて船

場地区の混乱の緩和に役立てようとするものである。

株式会社大阪 7 ーチャンダイズ ・7 ー 卜は 昭和41年 9 月 5 日

設立。資本金は 5 億 円 ( 授権資本20億円) 。主たる株主は，大

阪市，京阪電気鉄道株式会社，株式会社竹中工務庖，関西電力

株式会社，大阪瓦斯株式会社である。建設の趣旨として， i 流

通市街地で しかも交通至便の中枢地 lζ 卸 セ ンタ ー ビルを建設

し，卸商を収容し増大する商取引に対応するととも K 併せて協

業化による時代の要請する疏通機構の合理化を推進し，流通 コ

ス 卜の低減を図る 一方，卸商の繁栄を図らんとするものである」

とうたっている。

建 設 地 大阪市東区京橋 京阪電鉄旧天満橋駅跡

• 
建 物 の 概 要

(1) 構 造 鉄骨鉄筋 コン クリ ー ト

(2) 階 数 地下 4 階 地 上20階

(3) 高 さ 地上71米

(4) 深 さ 地下20米

(5)  敷地面積 19，500平方米

(6) 延 面 積 128，168平方米

(7) 工 期 昭和42年 4 月- 44年 7 月

施 設 の 概 要 • 
レストラン 20階 1，926平方米

大 ホ ー ル 20階 1，494  11 

会 議 室 19階 2，654 11 

釘l f留 目 舗 3 - 18階 44，079 11 

ショ ー ・ルーム 2 階 770 11  

大 展 示 場 2 階 3， 763 11  

貸 屈 斜i 地下 2 - 地下 1 階 14，429 11 

倉 庫 地下 3 - 地下 4 階 8，889 11  

公共スペ ース 50，164 11  

A  Eコ 計 128， 168平方米

駐 車 台 数 400台

現在までの入居申 し出では， • 
(1)製造卸，信用取引卸業者等の内

中堅ク ラス以上で知名度の高いも

の，(2)一次卸よりも二次卸業者，

(3)当ヒツレ内の庖舗を支屈または卸

の貿易部門として利用したい業者

が多い。

以上のよう入居希望の多い状況

からとりあえず第一次募集は昭和

42年 6 月より行ない ， 7 月信用語

査， 8 月 lとは予約契約の締結を行 • 
なう予定である。
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建 材 流 通 と 建 築 生 産

ul 設 省 建 築 研 究 所

城 谷

ま え が き

昼皇

正 己

物価問題は ，去る 1月の衆議院選挙ではもとより ，先ほど関

われた東京都知事を含む地方首長および議員の選挙戦でも ，大

きな政策論争の一つになっている。人民一般にとっての，それ

はいまや最大の関心事である。 ζ の物価高の根本の原因は 、人

民の労働 と生活を犠牲にして強行された「高度成長」の経済政

策，ならびに「アンパラ是正」と称して進められてきた各種公

共料金の値上げや，公債発行その他のインフレ政策自体にある

と思われるが， 乙れらの政策はそのままにして，糊塗的な ，あ

る場合 lζ はj則的的な対策さえもがいくつも提案されている。流

通機構の「近代化」と か 「改善」 とかい われるものもその一つ

に数えられる。

すなわち ，ライスセ ンタ ー ・コーJ レドチェ ー ン ・流通センタ

ー ・ボランタリ ーチェ ーンなど一連の政策が示されているが，

流通機構を改変 して流通費用を節減すれば，その分だけ物価を

下げる乙とができる，という表向きの説明とは別! こ ，その本質

は，独占的大企業による流通過程の支配にあると思われる。別

言すれば，独占的大企業にとって，その管理価格を ヨリ 容易に

支える機構を作り上げる乙とであり ， したがってまた物価の値

下げどとろか，ある場合 lこは ，その高水準の維持を貫徹する方

向にむしろ作用する。乙れが、 j則的的 H であるという ゆえん で

ある。

具体例を示せば，コール ドチェ ー ンは，生鮮食品大資本が生

産段漁民 lζ 対す る圧迫を強めながら ，中央卸売市場を排除し，

しかも冷凍施設を設備できない末端の小零細小売庖を駆逐し ，

スーパーマーケット lζ 直結して，その ヨリ 大きな利潤を追求し

ようとするものであるといわれる。さらに消費者は ，冷凍によ

るl味覚の低下だけでなく ，台所 lζ 特別の冷蔵庫を備えるよう強

制され，おそらく価格も安くなるわけではないだろう。これが

流通対策一般の姿であるといってよい。

建材の流通機構をめぐる 動き

建築材料の流通に ついても ，以上のこ とは例外ではない。た

だ建材 という商品が もっ消費 (ζ 関する特性の ために ，その流通

問題が特殊の面を もっている ，という ζ とは いえる。食品や衣

料や家庭用電化製品その他の日用消費財は ，個々の世帯が需要

しそし て使用し消費する 。ところ が建材は ，すべての世帯がと

もかく住宅 に住んでい るとい う意味では， その構成材料とし

て，個々の世帯によって使用され消費される とい えないこと で

はないが，個々の世帯に必ずしも需要されるわけではない。非

居住用の建物についてはなおの乙 とである。いう なれば建材の

本来的な需要者は建築工事の施主であり ，し かも建材メ ー カー

をはじめ とする建材供給業者に とって の直接的な需要者は ，大

工その他の工事業者 ・話負業者であるととの方がむしろ一般で

ある。細部の論議は抜きにして，いわゆる建材が建築物 ・工作

物 ・構築物の構成材料であ るとと ， したが ってま た，最初に工

事業者の手で消貸され る乙 とに注目したい。 そ して以上のこ と

は，建材の流通問題が，メ ーカーから工事業者にいたる閣の問

題であ ると同時に，またそれだけでは完結しない乙とを示して

し、る。

乙乙で，さきに、例外ではない' と述べた狭い範囲での建材

流通の機構に ついて触れるならば ，といって も，その業種 ・品

穫が多岐にわ たる個々の 建材についてはいちい ち事情が異な

り， 一概に論じられない向きもあるが， しかもな お主要な部分

lζ 関し ては、例外では ない n とい ってよいであろ う。昭和30年

以降の顕著な技術導入によ って，軽量形鋼 ・二次加工合板 ・プ

ラスチック ・人工 i経世骨材など，いわゆる新建材がつぎつぎに

生み出され，建築の現場施工技術に大 きな変革を与えただけで

なく ，建材の流通機構自体にも一定の変化を もたらした。建材

の流通経路は ，従前か ら木材 ・ベニヤ ・建具 ・ガラス ・セメン

ト・金物など，いくつかの販売 j レー トとして比較的被然と分か

れてい るが，新建材 のあるものはとれら既存のル ー 卜に その ま

ま乗り ，またあるものは試行錯誤していずれかの J レート へ落着

き， またあるものはずrしい J レート を開拓しようとして失敗し

た。ル ー トが入り乱れ，チャネラ ーは異質の材種を多く取扱う

ようになった。乙うした中で「流通革命論」そのままに ，問屋

を排したり小売庖を除いたりの企業行動もみられるようになっ

た。乙 れらの新材料が，その量産態勢K 見合った流通機構 とし

て，効率的な「太 く短い パイプ」を要請 したか らである。ま た

新材料とその取付けの新技術は ，プレハブ建築やカ ーテンウオ

ール工法にみる よう に，それら 技術の担い手として，かれ らを
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単なる材料供給業者の位置に止めておく 乙とを許さず，工事業

者の舞台 lζ 引き 出 しでさ えい る。も とよ り，それが今後と も継

続す る新しい変化な のか，施工業者が技術を修得するまで の過

渡的 ・一時的な現象なの かは，いま直ち に結論できないと して

も，建材を ヨリ多く販売 しヨリ 速 く流通 させる ためのメ ーカー

やチャネラ ーの避けら れな い行動である 乙とは事実である。

以上の変化は新分野 にだけ起きている 乙とではない。 もとも

と建材供給業者の多く は，メーカーも含めて，建材需要の地域

性や零細性と 関連 して，小規模経営で・も一定の安泰を保ちえ て

きた が，高度成長経済のもと での企業格差の拡大，建材界への

総会商社の進 出と その メーカー および チャネ ラー に対する支

配，さらに交通手段の発震に よる二次問屋の没落と地域的シ ェ

アの再編成など， 全面的な 変化が 進行 しており ， 今後の 企業

「合理化」の強化とともに ，ますます競争は激しくなってい く

もの と思われる。 乙うした意味では ，建材の流通問題も日用消

費財におけ るそ れ と同様のものであり ，特 lζ 異質の 問題はない

とい う乙とができる 。

しか し前にた ち戻っ て，建材が建築物の構成部品とし て消費

されるも のであるとと を考える と，建材の生産 ・流通の問題は

それ 自体独立 した ものとして存在 しながら ， しかも建築生産の

問題 と切り離 して は考えられない乙とが，指摘さ れよう。 建材

流通機構 は建築生産組織の一環 として理解されるべき ものであ

り，また流通の改善 が販路の拡大を も目標のーっとして いる以

上，建材流通の 問題は単に 流通経路の問題 としてはな く，同時

lζ 建築需要の 問題 として も扱われねばなるまい。

建材流通 と建築生産との関連

住宅であれピ J レで、あ れ，建物をつくる という仕事が単一の主

体 !と よって行な われる乙 とはな い。 まず建設を発議し企画する

主体としての施主が存在 しな ければ，建設そのものが問題にな

らない。 具体的な建物空間と物的条件の設計計画を担 当する の

が建築家である。その企画や設計 lζ 当っ ては，技術上 ・経済上

の助言者としての エン ジニアや コンサル タン卜 が必要にな る場

合 もある。 建築家の設計に基づいて，建物を構成する材料を集

め 乙れを施工する 下請けの専門 工事業者および労働者を組織

し， その工事を管理するのが元詰業者である。材料は建材メ ー

カーが製造 し， チャネラ ー によ って 需要者 の もとへ届けられ

る。下請工事業者は各職別に必要である。大きな工事で あれ

ば，設計図書どおり施工される乙とを チェ ック する工事監理者

を定め なければな らない。乙のほか関連する主体と して， 金融

業者 ・不動産業者な どもあ げ られる 。 ζ れ らの主体が各業務を

分担 し共同 して，一つの建築がっ くり出 されるので ある。乙れ

が建築チ ーム という ものである。

乙の建築チ ームの中で，建材供給業者はどんな役割を果たす
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のであろうか。建築全体からみれば建材は 部品にす ぎず，ゼネ

コンを 中心に みれば建材メ ーカーは部品の製造者であり ，チ ャ

ネラ ーは部品の運搬者にすぎない。しかし 鉄鋼業 ・化学工業の

め さ、ましい技術革新! とよ る新 しい建材の出 現が，建築の施工技

術を大きく変え てきた乙と も事実であり ，軽量形鋼やH 形鋼が

プ レハ ブ工法を発展 させ ，また カーテンウオ ーノレ工法を導き ，

二次加工合板の普及が左官その他の内外装工事を変化 させ，ア

ルミサッシが建呉工事を変容させ ，人工軽量骨材の開発がR C

造に代わる新しい建築への飛躍を期待させ る等 々，材料面の技

術が建築技術全般をリ ー ドしていると い ういい方も可能な ほど

である。

乙のような材料技術の発展は ，技術それ自 体の自立性に もよ

るとはいえ ，推進主体 として の建材メ ーカーの熱烈な 企業動機

に支えられている乙 とを無視できなし、。その企業動機とは ，個

々の建築にお :才る自社製品の比重を高め ， さら には自社製品を

使用する建築需要を拡大するととである。そ 乙には ，部品 ・部

材を越えて建築そのものをとらえ ，施工業者を越え て施主 自体

を とら える態度がある。乙の観 点からは ，メーカーから施工業

者に いたる建材流通機構の問題などは ，むしろ 小さな ものであ

ろ う。さきに‘ それだけでは完結 しない H といった のは 乙の乙

とである。

と乙ろでプレハ ブ化は ，部材であれ完成品であれ，建築生産

の側からはその工業化を進め るものといわ れ，現場施工に おけ

る熟練的重労働を工場生産における単能的軽労働 iζ 変え，全体

としてそ の労働生産性を高めるもの として理解 されて いる。乙

れを建材製造の例からみれば，従来のよ うに ，疏通経路 lζ 流 し

たあとそれがど 乙にとう使われた のか皆目 見当がつかな いとい

うのではなく ，すでに建材製造の段階で建築設計に一定の 関与

をして自社製材料の飯売を確実に し，また従来のよ うに ，流通

業者まかせで建築需要者とはほ とんど無縁 であったのと異な

り，施主への距離をある程度絡める 乙とに よっ て 自社製材料の

販売を拡大する もの として， 理解される のではないであろう

か。もちろん，前段の ζ とは プレハブ建築 とし て売れての話で

あり ，後段の 乙とは施主をつかむ ための新たな機構を要し ，い

ずれも簡単な ことで はない 。さらに ，建築 として売 るためには

何 らかの形で施工業務に関与 しな ければならず，いわばゼネコ

ンへ一歩を踏み入れる乙 とで あり ，プレハ ブ出現の 当初から 乙

れら企業に とっての最大の懸案であったの である。 すでに明確

にゼネコンを指向し たメ ーカー もあれば，一定の条件のもとで

は部材メ ーカー として貫徹 し て いけ ると 考え てい る企業もあ

る。 いずれにせ よ，建材を建築部門から の要求に応ずるだけと

い う受動的 な売り 方にとどまる かぎ り，せいぜい流通機構の改

善 などが中心課題になる わけであるが，積極的に売り込も うと

するとき ，その部材化 ・プレハブ化は一つの必然であり， さら

には施工部門の設置も余儀ない方向 なのであ ろうか。

• 

• 

• 

• 



流 動 時f 都 市 計 画

J一流 通 コ ン ビナ ー ト の 提 案 -



省担

1  ・ 序 一 一 流 動 時 代

か つ て 平 野 を 流 れ る 水 路 の ご と く ゆ る や か で あ っ た わ れ わ れ 人 間 ※ 形 式 を と ら ざ る を 得 な い か ， そ こ に わ れ わ れ の 定 義 す る 流 動 時 代 と

社会の文明の流れは今世紀に入って世界中が一つの流れに合流し， いう概念が成立するのである。

今 ゃ う ず ま く 激 流 と 化 し た 感 が あ る 。 渦 の一 つ 一 つ が 激 し く 回 転 し ， 現 在 多 く の 問 題 ，都 市 問 題 を 総 称 さ れ る 諸 々 の 問 題 を 展 開 さ せ つ

あたかも独自の動きをもっているかのごとく ， わ れ わ れ の 目 前 に 展

開 す る ， 社 会全体 の 政 治 ， 経 済 ， 科学 技 術 の 問 題 は そ の 全 体 と し て

の 動 き を 明 確 に し な い 。 が し か し 、 わ れ わ れ の も つ 文 明 ・文 化 の 全

体 は 明 ら か に 一 つ の 方 向 へ 流 れ て い る の で あ る 。 現 在 ， あ ら ゆ る 基

本 的 問 題 の う ち で ， 現 代 を 将 来 へ の 展 望 の 中 で ど う 認 識 す る か と い

うことが最も重要な課題である。

都 市 の 問 題 ，それはあらゆる側面において ， ここ 10年 の 大 き な 社

会 問 姐 と し て と り 上 げ ら れ て き た 。 だ が し か し ， これらの全体を一

体 ど う 認 識 す れ ば よ い の か ，公害と称している不明朗な多くの現象，

土 地 問 題 と 称 す る 政 治 的 空 間 的 現 象 ， そ し て 交 通 地 獄 と 称 す る 絶 対

的 存 在 こ れ ら を 快 ， 不 快 ， あ る い は 善 悪 と い っ た 感 覚 と し て つ か

み 得 な い こ と は 無 論 で あ る が これら相互に関連する諸問題をどう

認 識 し ， そ れ ゆ え い か な る 対 策 が 基 本 的 と な り 得 る の か ， こ の 点 が

最 も 重 要 で あ る 。 都 市 計 画 学 に お け る 哲 学 の 貧 困 ，そ し て 具 体 的 に

誰 の た め の 都 市 計 画 か ， と 叫 ば れ ね ば な ら ぬ 理 由 は ，ー に こ の 認 識

の困基盤さによるものとみるのはまちがいであろうか。

私 達 は こ こ で 流 動 時 代 と い う こ と ば を 使 用 す る 。 新 ら し い 言 葉 の

もつ不完全 さ と 瞬 昧 さ を 伴 な い つ つ も ， 現 代 の 社 会 を 流 動 時 代 と し

て お お づ か み に す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え て い る 。 人 間 が そ の 文

化 全体 を 通 し て 発 展 し ， よ り 良 き 生 活 を 指 向 す る な か で ， 経 な け れ

ば な ら な い 大 き な 変 革 ， 革 命 に よ っ て 追 加 さ れ 再 編 成 さ れ た 社 会 ，

それが流動時代であると考えるのである。

き わ め て お お ざ っ ぱ に み る と ， 人 間 の 第 一 発 展 は ， 飢 餓 や 闘 争 を

まぬがれ生命の安全を保証され得る生活を築くことであったろう。

結 果 と し て そ こ に っ く り 出 さ れ た も の は 封 建 制 と い う 身 分 制 度 ，主

従 関 係 ， 生 産 l関 係 と い っ た ， あ ら ゆ る 人 間 関 係 で あ っ た 。 い う な れ

ば ， 集 団 革 命 に よ っ て っ く り 出 さ れ た 社 会 制 度 の 時 代 で あ っ た と い

える 。 第二 の 発 展 は よ り 貨 か な 物 資 を 生 活 の 中 に 獲 得 す る こ と で あ

ったろう 。 そ れ は 蒸 気 機 関 の 発 明 と い う 一 つ の 現 象 か ら 出 発 し ， 今

や 消 費 の 時 代 と 呼 ば れ る に 至 る 物 資 治 大 の プ ロ セ ス と な っ た 。 い う

な れ ば 、 産 業 革 命 に よ る 物 資 ( 治 産 ) の 時 代 で あ っ た ろ う 。 現 在 の

問 題 は 何 か ，次 の 人 間 の 発 展 と し て わ れ わ れ が 当 然 求 め ざ る を 得 な

か っ た も の は 人 間 の 住 む 場 所， 環 境 を 整 備 す る こ と で あ っ た 。 だ が

しかし人間の文化の原則はその集積性である。

いうまでも なく，過去の 文 化 が ま っ た く 消 え 去 り ，次の新らしい

文化がすべてを占めるのではなく ， こ う し た 革 命 に よ って得ら れた

ものは人間の文化としてすべて定着し ，蓄 積 さ れ て い く 。 封 建 時 代

にあ っ た ，そこでつくり出された人間関係は ，現 代 に お い て も 基 本

的 に は 定 着 し 続 け て い る と 考 え る の は 少 し 乱 暴 だ ろ う か 。 産 業 革 命

に よ っ て 得 ら れ た 技 術 と 共 に ， そ れ 以 前 の 手 織 り は た の 技 術 も 現 在

存続しているということである 。産 業 革 命 は 都 市 と い わ れ る 地 域 に

人 口の 多 く を 集 中 せ し め た の で あ る が ， 集 中 し て 居 住 し ， その形式

によ って 生 産 活 動 が 発 展 し た と い う こ と は ， 今 後 の 社 会 に お い て も

やはり重要な 1基本条件とならざるを得ない。こうした大都市の存在 ，

生 産 活 動 の た め の 集 中 形 式 を 存 続 さ せ つ つ 新 た な 生 活 環 境 ，生 活 空

間 を 切 り 附 こ う と す る と こ ろ に ， 現 在 わ れ わ れ が 直 面 す る 諸 問 題 が

あるのではなかろうか。国土の 中 に 産 業 ( 主 と し て 工 業 ) 立 地 と い

う条件で成立した 既存の大都市群を， そ し て そ の 中 で 生 産 活 動 に 従

事する生活を人間が持つという条イ牛を蓄積させたうえで， この生活

空 1mをより発展させるというこ とはいかなる意味をもち ，いかなる
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つ 動 い て い る わ れ わ れ の 文 化 の 発 展 方 向 は ， 流 動 の 時 代 へ の 歩 み で

あり ， こ れ を 決 定 づ け る 一 つ の 現 象 ， そ れ は 空 間 革 命 と で も 呼 ば れ

得z るものであろう。

図 1 - 1  

昭和41年流通業務市街地の笠備に関する法律の成立はにわかに，

従 来 副 都 心 ， 業 務 セ ン タ ー と い わ れ て い た 都 市 計 画 事 業 の一 つの機

能 r流 通」 を 独立 し た 計 画 対 象 と し て 存 在 さ せ る に 至 っ た 。 流 通

業 務 市 街 地 と は ，一 般 に は 流 通 セ ン タ ー と し て 呼 ば れ る ト ラ ッ ク タ

ーミナル，パスタ ー ミナル，卸売市場 ，問屋団地，倉庫，取引所，

展示場などの綜合されたものであるが，この法案のねらいはこうした

機 能 を ー カ所にまとめ一 つ の幕B織 体 的 空 間 を 建 設 す る と い う こ と よ

り， む し ろ 都 市 内 部 に あ っ て は 立 地 が 困 難 に な っ て き た 個 々 の 企 業

を郊外へ移し ，都 市 内 部 空 間 を 従来 都 心 を構成していた大企業によ

って 再 編 成 し て ゆ こ う と す る と こ ろ に あ る と み て よ い 。 都 心 部 の 企

業 ， 銀 行 商 社 を 頭 と す る 取 引 部 門 の 企 業 の 成 立 し 得 る 空 間 は 都 心 に

は 不 足 し ， そ の 聞 を ぬ っ て 走 る 物 資 輸 送 の 車 は と み に 都 心 部 の 機 能

麻 療 を 招 く か ら で あ る 。 こ の 法 案 の 成 立 以 来 ， 注 目 を あ び 発 表 さ れ

た建設計画は o M M  ( 大阪マーチャンダイズマート) 京浜 2 区 卸 綜

合センタ ー，五反 田卸綜合センター ，東大阪流通セ ンタ一等のほか

公 ， 私 含 め る と 数 え れ ば か な り の 数 に の ぼ る と み ら れ る 。 O M Mの

ような 一 つ の 建 物 の 建 設 計 画 ， 倉 庫 の 建 設 計 画 の 類 は 別 に し て も 現

在 計 画 を 進 行 し て い る 「 流 通 セ ン タ ー 」 の 数 は か な り の も の で あ ろ

7 。

こ れ ら の 流 通 セ ン タ ー な る も の は 現 在 の と こ ろ 主 と し て ト ラ ッ ク

タ ー ミ ナ ル と 卸 売 業 務 で あ る と 考 え て よ い が ，先 述 す る よ う に ，現

在 わ れ わ れ の 直 面 す る 基 本 的 問 題 が 流 動 時 代 形 成 へ の 空 間 革 命 で あ

ると仮説すると ，必 ず し も 結 構 な 計 画 と し て そ れ ら を 見 る 訳 に は い

かない。流通 セ ン タ ー の 成立 は そ の 背 後 に よ り 大 き な ス ケ ー ル の 条

件 と し て 放 射 環 状 型 の 都 市 道 路 交 通 パ タ ー ン が あ る か ら で あ る 。流

動 時 代 へ の 移 行 と い う こ と が 必 然 の 動 き で あ る と す る な ら ば この

ノf タ ー ン は か な り 基 本 的 な 点 で 問 題 が あ る と 考 え ら れ る 。

人 ・ 物 の 動 き は 、 現 在 加 速 度 的 に そ の 量 を 増 し つ つ あ る 。 日 常 生

活 に お い て 都市生活者は，鉄道， 高 速 鉄 道 ，市電パス，タク シーも

含めて 10年 間 の あ い だ に 平 均 利 用 回 数 を 2 倍 に 増 加 し て い る し ， 国

鉄による長距離交通の回数も，約1 . 7倍 に は ね あ が っ た 。 こ れ ら の

人 間 の 定 常 的 流 動 に 加 え て ， い わ ゆ る 盆 暮 れ の 帰 郷 時 に お け る 全 国

※  的 流 動 は か つ て の ゲ ル マ ン 大 移 動 を ー拳 に 行 な う に 等 し い 。
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図 1 - 4 静 岡 ・ 清 水 地 域 計 画

総 選 市街地開発区域

11111111111川 既成市街地

霊童 近郊地帯

. 郊整備開発地帯

総fjF 署長務流通センタ ー

修 工業開発地区

図 1 - 5 大 阪 地 方計 画

図 1 - 3 名 古 屋 都 市 計 画
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ニュ ータウン地 ( L ONDON) 計画スプロール型( PARI S、

環状都市型 ( HOLLAND) 放射環状型( WAS HINGTON. 2000 

第 2 都市建設型( PARI S 未芽像)

@  旧都市成

。開 発 ド

図 1 - 5 都市発ｾ，のハターン

こうした流動は大都市の存住と，そこで牛 ili する者が年々 I将加し

て い る こ と に そ の 原 因 の 大 部 を よ せ る の で あ る が ， 一 方 こ う し た 郎

市 に お け る 人 間 の 生 産 活 動 が，フェイス ・トウ・フェイス の三次産

業的性絡を基礎にして成立していることと| 口l時 に ， こ こ で の 午 泊I辺

境 と い う も の が ， 時 に 山 へ 海 へ 移動 せ ね ば 人 間 の 本 来 的 欲 求 を 泊 し

て く れ ぬ も の で あ る た め ， さらに生活を発展させるということが，

先 述 す る 空 間 革 命 と い う 言 の ご と く . 人 Illl の も つ 空 間 概 念 の 発 展 な

いしは変革によって成立するということがいえるカらである。

人 間 は よ り 多 く の 空間 L 関係し ，そ こ で 行 動 し ， 援 忘 し た い と 願

うものであるということは，何の H 体 的 デ ー タ も な く 肯 定 し 件 る の

で は な か ろ う か。

いずれにせよ レジャープーム，観光ブ ームの示すよ うに，そし

て刈迷鉄道幹線や高速道路の建設がi : ' f 4 と進行し ，門 家灯iヰI が将米
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は 2. 0人 に l 台 と 予 測 さ れ 得 る よ う に ， 人 間 の 流 動 量 は 急 激 に 地 加

しつつある 。 一 つ に は 現 在 の 大 都 市 の 存 在 ， そ こ で 生 産 活 動 す る こ

と そ の も の が 絶 対 で あ る こ と の た め ，一 つ に は 外 辺 部 へ 逃 げ出す以

外 新 鮮 な空気と太陽を求め得ぬと いうネガテ イブ な面，と同時に

より広大な空間に接しその中をI D . 1J き ま わ る と い う こ と が 人 間 の 本 来

的 欲 求 の 一 つ で あるというアク テ イプ な 面 の た め ， そ う し た 理 由 の

ため ，人 間の流動は現夜怠，¥i8x なm加 を み ，流動時代 と も 称 す べ き 一

つ の 新 し い 生 活 パ タ ー ン の時 代 を 構 成 しつつあると 考 え ら れ る 。

物 資 の 流 動 に つ い て は よ り 顕 著 で あ る 。都 市 と 必 村 と い う 対 比 は

む し ろ 工 業 と 袋 業 と い う 二 つ の 生 産 形 式 の 異 な る 空間 を 示 す ば か り

と な る で あ ろ う が ， こ の 生 産 品 目 の ま っ た く 契 る 地 域 の !日i をたがい

に補うための物資流動は従来J : { ' ) 加してきている。もう一つわ れわれ

の 使 別 あ る い は 消 費 す る 物 資 の 種 類 の 地 加 とにもかかわらず，旧米

の品目が，やはり' i : . i宅地を限定しつつ共存すると いう こ と が，これ ら

流 通 物 資 の 量 を さ ら に 柑 大 さ せ る で あ ろ う 。 あ る 程 度 限 ら れ た 国 際

港 ， 空 港へ 到 着 し ， そこから全国へ 分 散 す べ く流動する物資盆も今

f愛情加の{ 頃向とみ C よい。

これらの人・物の流動が人間の占有する新らしい空間] 形式を決定

す る で あ ろ う と 考 え ら れ る 。 そ れ は 従 来 考 え ら れてきたスタテイク

な怠昧て、の環境ということと本質的に異なるであろう。

特 に H 本 と い う 地 形 的 に 線 型 パ タ ー ン を も っ 国 上 に お い て ，流 動

がスムーズに行ない得るためには， きわめてプリミテイプなと ころ

で 同 土 構 造 と い う も の が 決 ら ざ る を 件 な t 、であろう。さらに ， 都 市

を 一 つ の ま と ま っ た 産 業 活 動 λ ペ ー ス と し て 成 立 さ せ っ つ 人 li I l が本

来 的 に 求 め る 白 然 の 環 境 を斗'.1[; 環 境 と し て 構 成 し 組 み こ ん で い く た

めには ，国上全域における内然環境整備が考えられねばなるまい。

ま た ， 歴 史 の 中 で 人 聞 が 生 み 出 した多くの文化 を蓄積 し，生きた姿

でわれわれの住む空/ i i l内 に保存しようとするとき ，都市の Ilf l発 ，型車

[riifi 主税従進行中の現状i次射というホモジニアスなノ、ターンでは適切

である といい難い。

わ れ わ れ は い ま の 流 動 の 時 代 を 迎 え る べ く 空間 を 整 備 し よ うとす

る 。 だ が し か し ， ここで原則 として忘れで は な ら ぬ ことは ， 既行 大

都市が相変らず、生起活動の場としず存在し続けること，そしてこれ

を成立さ せ さ ら に 発 展 さ せ る た め に 同 1: 全 域 で の 保 全 対 策 が 考 え ら

れねばならぬこと，さらに保市における文化の務積が，，] ' 能となり得

ろこと・ .• ' 0  

そ れ ら 多 踏 ま え た う え で ， 現 在 わ れ わ れ が 直 面 す る 空間 革 命 の 計

両 ， そ れ を 流 動 時 代 へ の 新 し い f都市計画とでも称するならば，そ の

内容は，国土言| 闘から地区計 Illfl にまで至る - i 1l の空1m系列日! 両論と

いう? と大なものとならざるを件ないであろう。現在においてそ れら

の す べ て を 予 測 し !'M論 構 成 を 完 成 す る こ と は 不 uf能 で あ る し ， また

全体の姿そのものにはあまり足、味がない。先に述べたように現布に

おける最も雪要な課! 凶は現作発生しつつある諸々の現象をいかに把

躍 し142織 す る か と い う こ と ， い い か え る な ら ば， われわれは何 lこ|古l

って建設を進めねばならないかを 明確にする ことである。

流 動 時 代 と は ， そ う し た 認 識 の た め の 第 一 の 足 が か り で あ る 。 そ

し て 現 在 進 め ら れ て い る 流 通 セ ン タ ー は そ の 時 代 へ の 第 一 の 具 体的

変 革 で あ ろ う 。 だ が こ の 流 通 士 ン タ ー の 内 容 は 税 伐 の と こ ろ適 切 な

ものであるとはいい弱い、

者jl 市 域 の 流 動 シ ス テ ム 全 体 の 再 編 成 の た め に 佼 抗 づ け ら れ，伺lrlT

の午: i ，I i ｬ ￇＧｩ ｴ ｪＧｴという点からチエ ｹ クされ，尚度の文化部械を ｉｉｲｴ Ｍￌｾとす

べ く 再 検 討 を要 す る で あ ろ う 。 そ れ ら の 点 か ら す れば，後述するよ

うに，規模，メカニスムにおいて，むしろ流通コンピナー ト都市と

いった概念が生まわざるを仰ない。

この作業 lよ， 日本の向い ;文化を 11毛布i さ せ っ つ 新 ら し い 時 代 の 中 で

Ｇ Ｑ ＺＺ き が ｣ けようとし ている京者 ｩｾ 1- : 1:，' けるl i I i l七日1'[ 凶l と， 三れ が』紅海道 と

地内 ｲ ｪＧｾにケロスする京高 ＱＱ ，哲 郎， r弓，f ) ; { 地域の IJ 月?を百十 l前を背景として1 " ;

察を進めたものである。

• 

• 

• 

• 



• 

• 

• 
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E 流 動 時 代 へ の 解 析

者15市と図上の将来の詰1 " 1 亙lの '1' で 「流通」がそのマスター ・キー

をt屋 る と 巧 え ら れ た と こ ろ で ， 視 点 を 現 代 に 据 え て み る 必 要 が あ る

だろう 。 すなわち「流通の介 ｦＧｬＡＮ 化 」 と昨今いわれている Ｇ ｲｾ 柄 は具体

的にいかなることなのか ， さらにそ れ らの ｗｉＨ 決を ｾ ｉ ｗ の中 で ｊ ｉＢｉ市ｼす

るに、包って いI が現住 問 題 と さ れ る の か 流 動H寺代 の 到 米 の 現JI 寺... '.i .に

おける向平中斤を; 式みたい。

( 1  )  流通問題発生の背景

1見(1: r  if ，[ ) 必とは f"I か」 という1 / 1 ] に付しでは ， い く つ か の ) 1，常に抽

象的な向i{ 符 が111 . むされ仰るにせ よ r流 通 の 合正! 日化とは」 という 1: 円

に 対 し て . 充 分 な 答 を 仰 る こ と は 何i で・あろう 。 なぜなら rim: iu! J  

という 一 つ の 概 念 の 守 備 純 同 の 広 さ と と も に 、 流 通 の IUJ 凶 が . 流 通

を 支 え ， 支 え ら れ て い る さ ま ざ ま な ジ ャ ン ル か ら . しかもさまざま

な長生階で 山 されているものの総ね: であるため ， ｾＱ 洋古 ，象 をなでる多

の 事 態 が'1: じて い る と 見 ら れ る か ら で あ る 。

そ こ で 今 11 ｲ 流通 問題 」 というｾｾでぶ脱される Ｎ - ) l たがいに

無 関 係 な い く つ か の 間 組 の1' f ; 止をまず大まかに把んでみたい。

遠 因 (1' ，j1'f ; 止の ーっ と し て IjiQ後 の 11 本の係業政策がl ! . f の生応へ偏

ｾＨしたことがあげられる 。 すなわち尚業に対するｉＱｴｊ￮策がおろそかに

されたために ，1白 業 就 労 者 の j品j支I付加 ・企 業 の 零 細|化お、よびそ れら

に 伴 な っ た Il' fi 品流通の効本低下が里f 欣 し の 状 態 で 進 行 し て い た こ と

である 。もう ーつ は ，1ft 米の荷15r! i ，l!'幽 ，村に道路や』包設内己目に l剥して

の姿勢が現状打向車 Ｈ ｉＧ ， ｪ であったため Ｎ大 きな変化あるいは立 Ｎｾｬ 生な変化

にあ ｦ してそれを受け入れる采 ｩｩｪ ，、 性や泊村ｾ ＨｉＧｾ＠ な ｉｉｲｴｪｾ 性に乏しか っ たこ

とカずある 。

そ し て こ れ ら の 状 況 の も と に ， 近 年 流 通 に l;l引にf を およ lましたいく

つ か の 条 件 が'1: じてきたのである 。

図 2 - 3 現 在 ま で‘ の〉市盈問 題 発 生 と 解 決 方 向

(道522)

都 市 内 交 通 事 故 や

交 通 の = 生 活 環境

過 飽 和 悪 化 の 問 題

流 通 コ ス ト 物 価 や

= 産 業効 率 の

の 増 大 問 題

( 流通政策 )
) 一一一( 販売機構の零細性、多重| 全)

の不在/

まず ｬ はのＧ｛ＺｐｩＧｩＮ能力の ＱｾＺｪｊ 立 ｨ 立政により ， みかけの上での大 ｌＱ 消費文

明の導入があり( 図 2 - 1  ) ，必 然 的 に 大 公 流 通 が 必 要 と さ れ る に い

た っ た こ と . 従 っ て 長 い 1m生 /l i ' i . の合問イヒなどによ っ て 消 従 者 物 価 の

面 で は 隠 さ れ て き た 流 通 シ ス テ ム の 11 : 1 態性による- 1 ' I丙 が. ー 併 に 露

見 せ ざ る を 仰 な く な っ て き た こ と で あ る 。 具 体 的 に はH召平日35年 頃 か

ら人 1'1' 1.'( や 愉 送 ・十I J : I 包' { . ' ( ヲ; ; の似上りにより流通殺伐といわれるもの

がＺｾｾＡ押 し， これが ￢￯ Ｇ ｴＧＨ 者物 ｦ￬ｬｬ￬ の ｦｬＨ｛ 上りを紹くのである。また大 Ｑ ， Ｑ 輸

送 に 対 応 す る 従 来 の 流 通 関 述 施 設 た と え ば ト ラ ッ ク ・ター ミナ ル・

倉庫Ｎ市 ｪｾｾｬＮ 卸問屋といったものが規模的にゆきづまったのに対し

て. 日 本 の 都 市 の 雑 然 た る 籾 密 性

や土地 所 得 の 困 難 か ら . 零 細 経 営

の 多 い 流 通 企業 に と って 拡 張 が 不

可 能 に 近 か っ た と い う こ と が あ る 。

同 時 に 著 し い モ ー タ リ ゼ ー シ ョ ン

があって( 図 2 - 2) . 道 路 の 過 飽

和 . 特 に 都 市 内 に お い て は そ れ が

交 通 事 故 や 生 活 環 境 の 悪化という

巡 転 効 率 以 上 に 人 々 の 生 活 に 密 着

した 問 題 と して表わ れ た こ と な ど

もある 。 さ ら に 自 動 車 の 機 能 分 化，

す な わ ち . 専 用 化 . 高 速 化. 大 型

1' 1動 '11の将及も l;t 米 の 辺 路 体 系 に

お い て は ， 充 分 に 機 能 を * た し 得

て い な い 。 建 設 れ に よ る 併 線 臼 動

'11道路網の百1 " 1 薗は道路の機能化と

300  

200 

100 

( 指数 )

小売販売額指数

。55 ' 58 ' 60 

図 2 - 1

自動車保有古数回伸長

284 221 100 100 

口 127
2 - 2  121 

日怠

。65

いう芯: 日未て"1卓司 そ れ ら 機 能 分化 に 応 じ た 一 策 で あ る が， そ れ と て 将

米 の 郎 市 や 国 |二の榊 泣 の 予 測 と 結 び つ い た ル ー トと し て 認 識 さ れ .

こ れ か ら の 計 画 と 結 び つ い て 始 め て 効 力を 生 ず る 存 在 で あろう 。 愉

送機械の| 泊先， 流通 物 資 の 変 化 ， た と え ば 食品 に お け る 冷 凍 ・加 工

食117，のシ ェ アm大 な ど に つ い て も . 流 通 機 構 自身 が ま だ 充分 に 対 応

す る 体 勢 が 整 っ て い な い 。

この機に「流通 ＱＺ Ｑ｝組 」 に ｬ 則す る 純々 の 外 ＨＱＧＧＩ ，内 ＨｉＧｾ 妥図が考えられ

る が. 現 在 に い た る ま で の 問 題 先 生 か ら 解 決 ま で を 様 式 的 に簡 略 化

すると . およそ次のぷの微に# ; えられるであろう 。

「新 し い 酒 は 新 し い lぷ袋 lこ」入 れ ね ば な ら な し 、 そ し て 流 通 に お け

る 新 し い 酒 と は . む し ろ 柄 の 祉 の j(付 11 であり . 消 の 飲 ま れ 方 の 変 化

スーノfーマーケット

メーカー直売形式

ポランタリーチェーン

を 指 す の で あ る 。 そ こ で ま ず こ れ ら の 変 り カ を 現 住 の データ の 中 で

眺 め て み た い 。 勿 論 現 (E 表われたト レンドをそ のまま延長して; 将来

を予 ill lj す る こ と は 危 険 で あ る し ， 特 に 変 化 や 付 加 条 件 の 多 い 現 代 文

明 の 転 向 の 中 に お い て は 不 nf 能 な こ と で さ え あ る 。 しかし一万 . 流

通 は す べ て の 人 1mの 乍 活 に 深 く 結 び つ き . ま た 多 く の 人 HUの 供 治 を

支える術としてノト FI も機能しなければならないのである。 一 つ の ビ

ジ ョ ン に 向 っ て 今 作 る 現 実 を ど う 変 え て い く か . そ こ に 払 わ れ る 努

力と f時間i をよりイT交bな も の に す る た め に 1見従を向平中斤する 。
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(2)  現 在 の漏 盈の解析

現 在 の 流 通 を 把 握 す る に . ま ず 流 動 の 時

代の到来を輸送量において把えてみたい。

( 図 2 - 4  ) は 世 界 的 な 物 動 量 の 増 加 を 示

す。 こ れ は 西 欧 諸 国 始 め い わ ゆ る 先 進 諸 国

に お け る 生 産 競 争 ， 低 開 発 諸 国 で の 工 業 化.

ま た 自 由 貿 易 や 経 済 友 好 関 係 の 進 展 な ど に

負 う と こ ろ が 多 い と と も に ， 是 非 は と も か

くアメリカ 式 消 費 文 明 が 世 界 に 広 〈浸透 し

て 来 た 結果 であろう 。 こ の 傾 向 は 国 際 間 の

貿 易 輸 送 ( 図 2 - 5 ) にも表われているが，

この中で日 本 は 輸 出 ・ 入 と も に 第六位 を 占

めており. ア ジア の 先 進 国 と し て 世 界 の 物

動 に 関 与 す る と こ ろ が 大 き い (図 2 - 6 ) 。

さらに日本の戦後の. と い う よ り 明 治 維 新

以 降 の 文 明 が 一 貫 し て 物 質 文 明 に 終 始 し て

い る と い わ れ る ご と く ， 現 在 の 日 本 文 明 が

文 明 論 的立場 か ら は 歪 ん だ 一 面 を 持 つ こ と

は指適されなければならないにせよ， 今後

も物質流動の活 化 が 予 想、される世 界 の中で，

日 本 が そ れ に も 憎 し た 過 速 度 を 伴 って 流 動

の時代を迎えようとしていることは予想、に

難くない( 図 2 ー 7 ) 。事 実近 年 の 圏 内 物 資

輸 送 量 は 各 年 の経 涜 景 気 に多少左 右 される

ことはあ って も ， 着実 にI曽加を 示 し ている

( 図 2 - 8 ) 。 同 時 に こ の 図表 で 流 通 問 題 発

生 の 直 接 的 原 因 の一 つ の 系 譜 を 形 造 る 自 動

車 輸 送 の 噌 加 と い う 特 徴 が 顕 著 で あ る 。 す

なわち輸送機 関 に 関 し て ， 中 世 の 船 舶 の 時

代 . 昭 和 ま で の 鉄 道 の ネ y トワークによる

時 代 に 続 い て ，近 年 の 自 動 車主体 の 時 代 へ

の 移 行 と い う 現 象 が 明 か な の で あ る 。 日本

にあ って 自動 車 が 輸 送 機 関 と し て 適 し て い

る の か ， あ る い は 何 故急 激 な 地 大 を 示 した

か に つ い て の 議 論 は こ こ で は 避 け る に し て

も . 世 界 の 中 で も 類 を み な い こ の急 治ぶり

が計画上の大きな Fac tor と な る こ と は 事

実 である( 図 2 - 9 ) 。量 的 増 大 と と も に

自 動 車 輸 送 の 質 的変化 ， 例 え ば15 t 積 ト ラ

ックの普 及 司専 用化. 長 Ji el l Ht 化( 図 2 - 1 0 ) ， 

高速 化 と い った こ と ， お よ び そ れ に 関連 し

て鉄道と の 分担領 域 の拡 大 ( 図 2 - 1 1) . 海

陸 を 結 ぶ ユニ ッ トロード シス テ ム の 普 及 な

ど の 現 象 を も 正 し く 踏 ま え て お く 必 嬰 が あ

るだろう 。

一 方 ， そ れ に 対 す る 現 在 の 道 路 整 備 の 進

行 は 遅 々 た る も の で あ り ( 図 2 - 12) . 舗 装

率 も各国に比 べ て ま だ ま だ 低 い ( 図 2 - 13) 。

未 来 における 生 活 や 社会 の精 造 は あ る い は

自動車 万 能で はな い かも 知 れな いし ， 現在

で も 極 度 に 自動 車 の介 入 を 許 してしま った

大 都 市 に つ いては ， むしろ 自動 車 か ら の 脱

皮 ，大 量 輸送機 関 へ の 転 換 を 企 って い る 所

も少なくない。 が い ず れ に せ よ 「自 動 車 を

い か に 具 合 よ く 走 ら す か 」 は 現 在 す べ ての

都 市 の か か え る 最 大 課 題 で あ り ， これから

の 流 通 を 都 市 さ ら に 国土 の 構 造 の 中 で 把 え

て い か な け れ ば ， 本 来 的 な 解 決 の 得 ら れ な

い問題ではある 。

• 

• 

• 

• 

. 日



• 

ま た 流 動 量 の 増 加 に 対 す る 流 通 施 設 の 整 備 も . は な は だ 遅 れ て い

る と い え る 。 卸 綜 合 セ ン タ ー や コ ー ル ド チ ェー ン. ポランタ リチェ

ー ン な ど は 販 売 機 構 の 合 理 化 や 機 能 分 離 に よ る あ る 解 決 方 向 で は あ

るにせよ . 施 設 の 絶 対 量 に お い て そ の 整 備 が 追 い つ か な い の が 現 況

である( 図 2 - 14) 。 そ し て こ れ ら の 笠 備 が 行 な わ れ る 場 合 . そ れ は

フィ ジカ ル な 意 味 に お い て 特 に . 輸 送 道 路 や 鉄 道 な ど と 一 体 化 さ れ

た 計 画 の も と に 行 な わ れ る べ き こ と は ， い ま さ ら 言 及 す る に お よ ば

ないことであろう。

直接的原因のもう 一 つ の 系 譜 は . 流 通 コ ス ト の 地 加 と い う こ と に

代表される 。 すなわち( 図 2 - 15) に お い で ほ ぼ 繍 ぱ い の 卸 売 物 価 に

対 し ，消 資 者 物 価 の 上 昇 の 激 し さ は . そ の 間 に 付 加 さ れ る 中 間 マ ー

ジン た る 流 通 コ ス ト の 期 大 を 示 し て い る の で あ る 。 た と え ば ( 図 2

- 16) はポピュラ ー な 消 費 財 に 占 め る 流 通 経 費 の 割 合 で あ る が . 我

我 の 日 常 の 食 卓 に の ぼ る 魚 や 野 菜 に つ い て は さ ら に 多 く の 流 通 コ ス

トが含 まれているといわれる 。 こ れ は 企 業 の 零 細 性 ， 販 売 機 構 の 多

重形態( 図 2 - 17) が 新 し い 変 化 に 対 応 し き れ な く な っ た た め で あ る

が . こ こ で 留 意 す べ き は ， こ れ ら の 問 題 は い ま 行 な わ れ て い る 機 な .

そ の 次 元 的 な 解 決 で は 処 し き れ な い も の で あ り ，販 売 機 構 だ け の わ

く か ら 出 て 広 く 流 通 全 体 の 中 で 輸 送 や 情 報 管 理 な ど と 結 び つ け て 考

え . そ こ か ら の フ ィ ー ド パ ッ ク を 通 じ て 解 決 を 方 向 づ け て い か な く

て は な ら な い と い う こ と で あ る 。

流 通 の 機 能 は 加 工 ， 品 質 保 持 ， 保 管 ， 輸 送 . 検査 . 情 報 ， 金 融 な

ど に 分 け て 考 え ら れ る が， そ の お の お の の 機 能 . またそれに伴なう

機 機 上 の 問 題 は 一 度 流 通 の全体 の 機 能 系 の 中 に も ち 返 り 検 討 さ れ る

必 要 が あ る 。 す な わ ち ， 現 在 出 さ れ て い る 多 く の 流 通 上 の 問 題 も 流

通全体の中で解決されねばならぬという主主味において，ただ一つの

全イ本的な解決ビジョンを求めているといえるであろう。

• 

(3)  問題の解決に当って

流 通 問 題 の 解 決 は 空 間 計 画 の 上 で 考 え ら れ ね ば な ら な い 。 そ れ は

現 在 で て い る 最 も シ ピ ア な 問 題 が 空 間 の 中 に お け る 量 の 取 り 級 い や
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配 置 の 問 題 で あ る だ け で な く ， 本 来 流 通 と は 「 物 を 流 れ さ せ る 事」

と い う 当 り ま え の 理 由 に よ る 。 昨 今 の 流 通 の 合 理 化 が . 販 売 機 構 の

問 題 ， あ る い は 産 業 構 造 の み の 問 題 に 置 き か え ら れ て い る こ と に 対

しては反省する必婆があるだろう。

そ こ で 空 間 の 中 で 考 え て い く に つ い て ， 生活 領 域 が 拡 大 し広域流

通 が 可 能 に な った 現 在 ， ま た 空 間 の 高 密 度 利 用 が 要 求 さ れ る 中 で.

流 通 も 国 土 構 造 か ら そ の 流 路 と 拠 点 に つ い て 考 え ら れ ね ば な ら な い。

特 に 拠 点 に つ い て は . 従来 非 常 に 分 散 的 に 非 能率 的 に 行 な わ れ て き

た 流 通 機 能 を 集 約 化 ， 高 能 率化 す る 場 と し て 新 し い 内 容 を 伴 な っ て

与えら れねばな らないだろう。

史 的 に 見 る と ，流 通 に 対 応 す る 施 設 と い え ば . 古 来 「 市 」 の 概 念

に し ぼ ら れ. その小型で、ある「みせ」 と 合 わ せ て 持 続 し て き . 初 期

に あ っ て は 原 始 的 な 形 で の 明 解 な 流 通 の メ カ ニ ズ ム を 形 成 し て い た 。

と こ ろ が そ の 後 . 日寺# の社会的背景のもとに「市」 は い く つ か の 機

能 を 併 せ 持 つ よ う に な ったのである 。 そ れ は 古 代 に お い て は コ ミ ュ

ニ テ ィ ・ セ ン タ ー と し て ，祭 の 場 ， 処 刑 の 場， 交歓の場となったり，

中 世 に お け る ご と く 下 層 民 の 街 区 形 成 の 核 と な っ た り し た が， 次 第

に 「 市 」 の も つ 機 能 が 複 雑 と な り ， 同 時 に 機 能 分 理 な ら ぬ 機 構 分 散

が併行したため， 今日 み る 様 な 散 慢 な 流 通 体 系 が 定 着 し て し ま って

いたのである 。

す な わ ち ，都 市 機 能 と H乎 ば れ る も の が 融 合 し 合 え る 時 代 か ら ， 各

機 能 の ス ケ ー ル に お い て も そ の 内容 の拡 が り に つ い て も お の お の が

明 確 に さ れ， か っ た が い に 有 機 的 に 作 用 す る よ う に 要 求 さ れ る 時 代

へ 変 化 す る に つ れ て . 当 然 対 応 す る 空 間 に つ い て も そ れ に 応 じ た 空

間 の 利 用 . あ る い は 新 し い 空 間 待 成 の シ ス テ ム が 求 め ら れ て い る の

である。 そ の 意 味 に お いて. 出 遅 れ た 感 の あ る 流 通 拠 点 ( 勿論拠

点 を 結 ぶ 流 路 に つ い て も 一 体 と し て ) に つ い て 早 急 に そ こ で 果 た さ

れ る 機 能 と 内容 に つ い て の 新 し い ビ ジ ョ ン が 要 求 さ れ て い る 。 大 都

市 に お い て 今 は や り の 流 通 セ ン タ 一 計 画 は ， そ れ に 呼 応 し た 一 つ の

動 き と し て 把 え る こ と が で き る が. 流 動 時 代 を 迎 え る に 当つ て の 空

間 の ス ケ ー ルの上でも ， ま た 国 土 構 造 の イ ン フ ラ と し て の認 識 の 上

で も ま だ ま だ 不 充 分 で あ る 。特 に 前 に 記 し た ご と き 流 通 の 諸 問 題 に

つ い て . 側 面 的 な あ る い は あ ま り に 現 実 的 な 仮 設 が 多 い と い う 不 満

カずある。

現 在 計 画 の 趨 勢 は パ タ ー ン 化 す る と ( 図 2 - 1 8 - 8 ) の 機 な も の

と な る だ ろ う 。 都 市 の ポ テ ン シ ャ ル の 分 散 核 と し て の 役 割 を 付 加 さ

れ，放 射 環 状 型 の 都 市 計 画 の イ ニ シ ャ テ ィ ブ を と って い る 現 在 の 流

通 セ ン タ 一計 画 は ， 第 一宣言 に 述 べ た 意 味 か ら も 再 検 討 さ れ ね ば な ら

ない。

そ こ で わ れ わ れ は一 つ の 流 通 パ タ ー ン ( C) を 準 備 し て 考 え を 進 め

ていきたい。

71 



皿 流 動 時 代 へ の 都 市 計 画

図 3 - 1 太 平 洋 海 岸 沿 図

図 3 - 2 沿 岸 既 存 都市 の 構 成

図 3 - 3 沿 岸 都市 計 画パ タ ー ン
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国 t に お け る 流 動 の ネ y ト ワ ー ク は 歴 火 的 に み て 大 き く 変 遂 し て

きた 。 IJJI 治 以 前 の 国 t 流 動 は 街 道 に よ る 陸 路 そ し て 国 t の 周 囲 を と

り ま 〈 海 路 に よ っ て 柿 成 さ れ で い た 。 だ が 陸 路 は い く つ か の 附 所 に

よって im: 1i)) の 内 科 が チ ェ γ クし得た私u廷 の き わ め て 組 な も の で あ り

• 

このH引にの t i 交はむしろ菱 I豆、仰 な ど の Inl 自由であ っ たろう 。 Il r J 治以 .  

米鉄道のづを J長 は 全 国 に 網 状 の ル ー ト を し き 一応、あらゆる地域に鉄

ill で サ ー ビ ス す る 形 態 が 終 え ら れ た 。 し か し ホ モ ジ ニ ア ス な こ の 鉄

道 網 も そ の 後 次 第 に 京 海 道 . 111陽 を 幹 線 に . そ の 他 を 地 方 の 校 線 と

変 容 さ せ ざ る を 仰 な か っ た 。 居 住 に 適 し た 仁 地 が こ の 地 域 に 集 中 す

る こ と ， 外 国 貿 易 が 欧 米 を 中 心 に 発 以 し た こ と も あ っ て 今 や 東 海 道

メガロポリスという高1I 市 地 域 を 現 出 し . こ の 線 内 の あ ら ゆ る 地 点 に

サ ー ピ ス し 得 る 自 動 '11 が 鉄 道 に 代 って 主 役 と な り だ し た こ と は 前 項

に 記 す と う り で あ る 。

東 海 道 メ ガ ロ ポ リ ス と も 国 土 幹 線 と も 呼 ば れ る こ の 地 域 は ， 日本

に お け る 古 く か ら の 交 通 安 路 で あ り 沿 道 の 郎 市 は . j:- として宿場開1

と し て 栄 え て き た も の で あ っ た 。 従 って マ ク ロ に み れ ば こ の 地 域 全

体 は ー 純 の リ ニ ヤ パ タ ー ン で で き て お り 司 街 道 を 現 代 の 尚 速 道 路 ，

f1.5述 鉄 道 に お き か え る こ と に よ っ て 巨 大 な 郎市 群 . メ ガ ロ ポ リ ス を

わ育成するものと巧え られたのである。

しかしながら ， こ れ ら の 郎 市 空 間 そ の も の に あ って は ， 必 ず し も

リニ ヤ パ タ ー ン 柿 成 と い う わ け で は な い 。 城 下 町 的 榊 li止をもって発

脱 し て き た 場 合 に は一 種 の 放 射 状 パ タ ー ン で あ っ た し ， そ の 後 ， 臨

海 工 業 あ る い は 内 陸 工 業 が 立 地 し て 業 再1I 市 と な っ た 場 合 に お い て も

災 っ た パ タ ー ン を と ら ざ る を 併 な い 。 さ ら に 現1E. こ れ ら の li ll 市 群

中 の 一つ一 つがもっ郎市 ｾ ｬ￯ ｪ｛ｬ ｬ 道路などの必本 Ｉｪ 金 ｼ はいわば現状放射

パ タ ー ン で あ る 。 た だ そ の 中 で 郎 市 の づきj必 を 常 に 規 制 し方向づけて

き た 条 件 と し て ， 河 川 と 海 が あ げ ら れ る の で は な か ろ う か 。 高 速 道

路. I  ｾＧ， Ｇｪ＠ } 主鉄道などがおよ帰されメガロポリスと称する 一 体 的 空1mにま

図 3 - 4 図 3 - 5
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で都 市 が成長 してい こ うとするとき ，現 在 の都 市の もつ 特 色 を い か

に把 握 す る か という ことは極 め て 重 要 な 問 題 で ある。 前述するよう

に. 人 . 物 の 動 き は 将 来 ， 急 速 に t回大 す る で あ ろ う 。 こ の 時 代 を 想

定 す る な ら ば，各 都市毎 に 放 射 環 状 型 の 道 路 パ タ ー ン を と る こ と は

決 し て 壁 ま しい こととはいえない。

むしろ リニヤパタ ー ンへ. と い う 大 前 提 が 成 立 す る 。 こ の 場 合，

既 存 の 都 市 を ど う 改 造 し て い く か とい う こ と が 問 題 で あ ろ う 。 日 本

のそ れ らの都市 に は ， 市民 セ ン タ ー ， 繁華 街 ，住 宅 地 が . い わ ば 用

途 地 域 的 にグル ープされてあり . こ れ と リニ ヤ パ タ ー ン と は 本 来的

に 無 縁 で あ る 。 リ ニ ヤ パ タ ー ンの一つの結節点として. さらには，

古 い 保 存 す べ き 文 化 の 街 と ，国 土 空 間 の 結 び と し て ， 変 転 の 激 し い

文 明 の 空 間 的 受 入 れ 場 所 と し て 都市 軸 ， リニ ヤパ タ ー ン と 直 交 す る

交 通 と ビジネスの幹線空間が提案されたのはこうした理由による。

第 II : c t で述べたように流動時代のフィジカルな形態は自動車である

と い っ て よ い 。 自 動 車 を 用 い て ド ア ・ツウ ・ ドアで移動する人，物

の 関 係 は さ ら に ス ピ ー デ イ に と い う 婆 件 に よ っ て よ り 一 層 そ の 特 質

を明らかにしつつある。

従 来 ， 自動車交通，特に者1I 市 内 に お け る そ れ を 明 解 に 停 滞 な く 進

行 さ せ る た め に あ ら ゆ る 手 段 が 考 え ら れ て き た 。 だ が し か し ， 本 来

的 に 都 市 と は 人聞 が極めて高密にw ，まり，活発に動こうとする空間

で あ っ て み れ ば， 自 動 車 交 通 の 停 滞 な き 空 間 密 度 を も っ 場 所 は ， も

は や 人 間 の 空 間 で は な く な る 。 メ ガ ロ ポ リ ス と い う 広 が り は 実 は 自

動 車 の 都 市 と し て 出 現 し た も の で あ る 。 こ う し た 傾 向 の 是 非 は さ て

おき ，現 在 そ う し た 自 動 車 に よ る 行 動 を 基 本 と す る 都 市 地 域 の 建 設

が 進 行 し て い る と み え る 一 方， そ れ を よ り 意 図 的 に 行 な っていく 都

市 計 画 が， ま だ 本 来 的 な 意 味 で の 自 動 車 時 代 の も の と な っていない

点 が 指 摘 し 得 る で あ ろ う 。 こ こ に い く つ か の 問題 が あ る 。

まず ，現 在 メ ガ ロ ポ リ ス と い う 都 市 地 域 の 幹 線 と し て 考 え ら れ て

い る も の は ， い う ま で も な く 高 速 道 路 で あ る 。 と こ ろ が 一 方 既 存 の

単 位 都 市 で は ， 従 来 ヒ ュ ー マ ン な 都 市 構 成 を も っ て お り . 単 に 高 速

道 路 と イ ン タ ー チ ェ ン ジ で 述 結 し で も ，都 市 そ の も の に お い て は ，

す で に 大 ス ケ ー ル の 高 速 道 路 が 入 り こ む 余 地 を 残 し て い な い。 わ ず

か に 残 さ れ て い る 空 間 . 河 川 と 海 を こ れ に 使 え な い だ ろ う か。思 い

返せ( ; f ，主なる都市中央には必ず一 二 の 河 川 が 海 へ と 償 切 ってい

る。 海 岸 お よ び 海 上 を 走 る 高 速 道 路 ι 河 川 上 に 築 泣 き れ る 都 市jljJl I

と い う 組 み 合 わ せ が司現 在 の 土 地 所 有 か ら み て も ， ま た 古 来 そ の 都

市 が 発 展 し て き た 歴 史 ， そ し て 内 陸 他 地 域 と の 辿 結 と い う 点 か ら も

リアリティがあると考え待ょう 。

*1' ( .  * s ，水利用 システム . 河川改修，河原のキIlffl それに巡河，

i答 等 ， 水 に 関 す る 当 面 す る 問 題 は き わ め て 多 い 。 が一 方 ， 従 来 .

河 川 が あ ま り 手 を ふ れ た く な い 存 在 と し て 未 利 用 で あ る が た め に ，

か え っ て こ う し た 多 く の 問題 を と め て い る こ と も ま た 事実である。

都 市 の 中央 と い う 位 置 を 占 め ， 国 土 幹 線 と な る 横 方 向 の 高 速 道 路 と

直 交 し . し か も 機 能 的 に も 迎 輸 交 通 の 有利な 条 件 を も っ 河川 の利 用

が ， 今 後 の 都市 計 画 の 一 つ の ポ イ ン トとな るであ ろう。

都 市 軸 に つ い て の 提 案 は 従 来 多 い が，こ の機 能 は単 に ピ ジ ネ ス .

文化の中心事由として把握されるべきでない。現在の録も都市軸に要

求 さ れ る 機 能 は 流 通 で あ る 。 現 在 計 画中 の 現 状 放 射 都市 幹 線 の 交 点

に 副 都 心 と し て 流 通 セ ン タ ー を も う け よ う と す る 計 画 は ， 従 来 の ト

ラ ッ ク 業 者 の 営 業 空 間 を 整 理 ・拡 大 す る こ と に は な ろ う が，決 し て

都 市 を 流 動 の 時 代 に 備 え 自 動 車 の 都 市 へ 生 れ か わ ら せ る こ と は な い

であろう 。 よ り 短 距 離 で. よ り 均 等 に 都市 全 域 に サー ビ ス す る 形 態

が 製 ま し い 。 こ の 意 味 か ら 都 市;Ii由とはビジネ ス. 文 化 施 設 に 限 ら ず，

人 ， 物司 す べ て の 交 換 駅 ， い わ ば デ ィ ス トリビ ュ ー タ ー と で も 称 す

べ き も の と な る べ き で あ る う 。 そ れ ら は 相 互 に緊 結 し ，一体 と な っ

て コ ン ピ ナ ー 卜を形成する必妥がある 。 ベ ルト コ ン ベ ア に 乗 っ て 物

は 都 市 の 入 口 か ら 加 工 場 へ， 市 場 へ. そしてトラ y ク タ ー ミ ナ ル へ

と 流 れ て ゆ く よ う な ， 計 画 の 概 念 が 現 在 特 に 必 要 で あ る 。それも ，都

市 軸 と い う 形 式 を と って都市の 中央 で 行 な わ れ る こ と が 重 要 で あ る 。

このような国土幹線，都市 ｾ［ｉ｢ といったものによって助けられなが

ら メ ガ ロ ポ リ ス の 内 容 . 密 度 は さ ら に さ ら に 高 ま る で あ ろ う 。 国 土

の8 0 %が こ の 地 域 に 住 む こ と す ら 実 現 す る で あ ろ う 。 が し か し ， そ

れ ら の 拡 大 ，盤 備 が 進 展 す る た め に は 現 在 の 用 途地 域情I! というスタ

ティクな計画技法にては: : c J J がうすい 。基 本 パ タ ー ン で あ る リニ ヤ な

形とどう |災l> i l i し，車に乗って家を出て他地 域へ至るプロセスが， き

わ め で 快 適 で ス ム ー ズ で あ る た め に は ，新 た な る 都 市 計 画 技 法 が 必

要である 。

用 途 線 別 規 制 と で も い う 形 式 . すなわち ，工 業 線，準 工 業 線 ， 住

宅 線， 尚 業 線 et c といった形式でそのおのおのの幹線と枝線で構成し

て い く よ う な 手 法，容 易 に 延 長 し ， 立地 条 件 が 変 ら ず. 何 よ り も 隣

接 地 域 と 明 快 に 述 結 す る こ と の た め に ， ミク ロ な 意 味 で の リ ニ ヤ パ

ターンが検討されねばならないであろう。

現 在 進 行 中 の 計 画 は ， ス タ テ ィ ク な 意 味 で の 都 市 環 筑 を よ く し 美

くしくするが. 今や者1I市 の 機 能 は 他地 域 と の 一体 化 が 進 み そ し て 自

動 車 の 空 間 へ と 移 行 し つ つある。 すなわち ，流 動 の 時 代 の フ ィ ジ カ

ル な 側 面 に お い て . 都 市 計 画 の 基 本 手 法 は 大 い に 検 討 を 要 す る と こ

ろ に き て い る と い え る で あ ろ う 。
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N. 流通コンビナートの計画

図 4 - 1 近磁主要部の流動パターン

図 4 - 2 昭和 ＵＵｾ 手における 京都南部

都市軸

回 市街地型工地利用地区

。 工 業 組

さ羽 山地型

. 流通センター

自動車交通量予測単位 万台/ 日

広域道銘

都市道路

鉄道

私鉄及び地下鉄

モ ノ レ ー ル

図 4 - 3 京都の基本構想
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京 都 駅 よ り 南 へ 7 km，宇治川 の 川 向 う に

広大な水団地区がある。区画整理然とした

農道と水路が走りその広がりは約 3，000ha

に及ぶ。この地域は通称巨椋( おぐら) と

呼ばれており，昭和 10年より干拓が進み昭

和 16年完成した巨椋干拓の地域である 。 . -

山城の都，京都の南面における天然の防

塞であった字治川はここ巨椋で大きく腕幽

し，木津川，桂川と 合流として淀川とな る。

現 在 あ る こ の三河川合流の姿は決して古来

のものではなく，河川の多 くがそうである

ように氾浬 によって流路が変り ，築 堤 に よ

って修正さ れ今 日の姿を造 ったものであっ

た。特に流路の複雑な巨椋のあたりは ，旧

来大規模な遊水池の役目を果す沼地であ っ

たとみてよい。この利用のため，古くは秀

吉の字治川付答工事があり ， その後ぽつぽ

つ改修 ，埋 立てを続け 明 治に至り ， ｾ国強

兵 の 策 と 相 ま っ て 昭 和 10 - 16年の大事業と

なったのである 。現在は広大な* 田地帯で、

あり ，沼の面影はわずかここを縦横にはし

る用水路にみるのみであろう。

沼から 一車E して水田となったこの地では

あった が，時代 はこの地をさらに次の変化

へと導きつつある。

母 都 市 で あ る 京 都 市 の 工 業 生 産 額 4，380

1怠( 昭和40年) と称されているが，推計に

よれば，人口集中 ，企 業合理化などの方策

により， 55年には現在の工場敷地面積の倍

の立が必要とみこま れて いる 。 これらの工

場敷地は単に面積的な増加ではな く，古い

京都の市街の中で巡般，貯蔵そして生肢の

.. 

すべての函で，これ以上の発展をWl し除く .  

なった京都の古い産業の近代化という諜姐

と結びついている 。 一方 ， より広滅的な場

においても ，従来京都市内を貫 いて いた国

至大津 道 一 号線が，バイ パ ス，さらに計画中のパ，

イパ スも 含 め て 京 都 市 街 か ら 約 10km南の

地 ， す な わ ち 巨 椋 付 近 に 道 路交通 の 紬 が 移

りつつ ある 。 いうまでもなく東海道も本線 ，

新 ｾｾｾＪｓｎ ，名神ハイウ ェイ，他のパイノ マスな

どの 全体 を い わ る ゆ 国 土 幹 線 と し て み る の

で あ る が， これらの新らしい開発は主 とし

て面積的にゆとりのある南部 ，古くは河川，

沼 地 で あ った巨椋地区方面の附発とな って

現われてきた 。

古 い 都 市 に 現 代 の 新 ら し い 科学 技術をァ ・
プ ライすることは，文化の立場 か ら きわめ

て貌雑な l問題を含んでいる 。 今後 こ う し た

ー化 を 保 存 し つ つ も ， 新 し い 技 術 の 導 入 を

継続して行なわんとするならば，正に人，物

の流動の時代を迎えるにあた って，旧来の

ヒューマンなスタテ ィクな都市構造を基本 ※  

的 に 変 革 し て ゆ く 必 要 に 迫 ら れ て い る と い

えよ う。 京 大 ・西山研究室 で は， 昭 和39年
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図 4 - 4 京 都 南 部 長 期 計 画

京 都 計 画 を 発 表 し た が， この構 想 は京都市の長期計画に組みこま れ

都 市軸 の具体的計画が進まんとしている。

しかし，先述するように都市軸の基本は流通機 能 である 。京 都 市

の計画としてみれば，南部新関与を，北 部 保 存 と い っ た パ タ ー ン と な

るが，最も重要なことは， 南部工 業関与をが旧来 通 り の ス タ テ イクな

ものを つく り出すのでなく，この地域の 一 つのメカニズム ，開発と

変化が継続し得るシステムを導入することであろう。

近 畿 圏 に お い て も 最 近， そのよ うな ところから発想された計画 ，

流通センターの計画がある 。林戸港 の 流 通 セ ン タ ー ，大 阪 の 布 施，

m東 ，荒木 ，万 国 博 跡地 ( 千里) そして 亀山 ，名古屋においても言|

l函がある 。 それらは一 つ に は 環状放射の都市基本パターンにおける

環 状 路 と 放 射 路 の 交 点 ，一つは広域 的 に み た 都 市 の 入 口 と し て 言1・画

されているが，新しい都市!袖計画 ， メガロポ リスへの移行 ， そして

新 ら し い 流 動 の時代を考えると ，都市軸 の一部として ， そ し て 都 市

の入口として 把握されねばならないであろう 。

都 市 の入口として ，都市納 の一部として京都南， 8 椋 地 区 の Il財産

を考えるとき ，次の諸点が問題となる 。

第 一 は交通である 。旧の国土幹線は規在 こ の 地 へ 移 行 し つ つ あ る

ことは前述の通りであるが，将来の この地 における交通量は試算に

よれば，京都方向 6. 5万台 / 日，大阪方向5，5万台/ 日 ，奈 良 ，和 歌山方

向 2. 2万台 / 日，滋賀方向4. 0万台/ 日におよぶとみられる 。現 在 の 常

識 に お い て は ，警笛と走腹の巷と化し ，莫 大 な 道 路 が 準 備 さ れ ね ば な

らない京都南 で あ る が， そこには新 らしく道路交通をさばく新しい

メカニズムが要求されると同時に，それを利用すべき拠点が設置さ

れ る 可 能 性 に 満 ちているとも 言 える 。 よほど大きな道路工 学 上 の開

発でもない限り ，京 都 の み な ら ず 近 畿 全 体 の 東 に 対 す る 窓 口 と し て

も，巨綜は自動車巡行に対し地形的に重要な位笹を占めている 。 そ
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こで，巨椋を入口として認識した! 時，都市方向と国土方向の交通を

い か に 結 ぶ か ， ま た そ こ で の 都 市 と 国土 の 受 け渡しをいかに行な う

か，形の上での追求が必要となるだろう 。

第二には，現在の京都近郊において珍しい位の広大な水聞を開発

するについて，農業対策をいかに考えていくか，また 開 発 した場合

そこに残される多くの水路と旧来の遊水池と しての役割をどうする

かが問題となろう。農地としては，木 津 川 流 域 へ と 続 い て 拡 が る 南

山 域一 帯 を ， 一 大 近 郊燥地と して残すべきとのな見も確かに一方に

は理のある意見として存在しうるであろう 。

しかし ，マク ロな 土地利用 の立場に立 つ時 ，京 都 と い う 歴 史 的 文

化 の高 度 に 蓄 積 さ れ た市 街 地 の新規tJ仰をがすでに 一 つ の限界に達し

ている現在，交通レノ要衡となると予想される巨綜一 帯を 一 元的土 地

利 用 形 態 た る 燥 地 と し て 残 し て お くべき重大な理由 I;l:. S 、当らない 。

むしろ近郊農地としてはさらに南下した奈良との境界地 や 丹 後地 方
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などが考えられるべきであろう 。 そして巨椋付近に決業を考える場

合にも ， もっ と集約化された形での必業経営への道を切りI l fJ くべき

である 。

また，水に関して広大な流域面積( 約 4，800ha) を有する巨椋の

遊水機能を ー拳 に 取 り 払 う こ と が 困 難 で あ る と す れ ば， ここに残さ

れる多くの排水路 が何らかの形で有効に新しい土 地利 用 の 計 画 と デ

ザインの中に組み込まれねばならない。 マクロな視野から巨綜が交

通 の 結 節 点 と し て 認 識 されたと問機，広域の中で巨椋に与え られる

遊 水 池 と し て の 役 割 は ，一つ のノ ルマ と し て 有 機 的 に 取 り 入 れ る 態

度で臨むべきものである 。た とえば線地系統との統合によるヒュー

マンな空間としての使 用，景観 上の)WH笠帯，あるいは輸送路として

の利用も可能であろう 。昭和28年の 13号 台風 に よ り 巨 綜 は ほ ぼ全域

が水没しＮた歴史を持つが ， 以米河川築設ｾにも力が 注が れており，再

び冠水する危険はほぼ無くな ったといわれる 。 大 阪，東京周辺の在

• 

... 

• 

• 
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来の流通センタ一計画の多くが従来の低湿地に計画されているよう

な，何かジクジクしたイメージでではなく ，爽かに流れる* ，差是か

にたまった水面として巨椋の水利用のイメージを考うることが可能

で、あろう。

第三 には，京都の産業の動向をいかに結びつけ得るかという問題で

ある 。 15年先には，かなりの工場敷地面積がさらに必要とされると

いう予測のもとに ， 京 都 府 な ど で，工 場 適地 の 指 定 が 広 く な さ れ て

い る が ， 南 部 周 辺 区 域 に も か な り の 色 が 塗 ら れ て お り ， 久 我 羽 束

師I にあ っては ，すでに計画が作成 されている。京都 市 の 長 期 計 四 で

も南部開発の線に従って，南部に多く計画される工業地域を，相互

に結びつけサービスする道路として京都外環状， 外 々 環 状 道 路 な ど

が考えられている。先の狸白から ， 巨中ｾ［ｲを秒 ｲｹ Ａｦｬｽ ｊ の大拠点と して 把 え

る場合， それらのサービス道路をこの地に直結させる考慮が嬰求さ

れる 。

特 に ，加工製造業始め梱包 ・貯 蔵 な ど の 流 通 に 対 し て 機 能 的 に も

空間的にもダ: イレクトなコネクションが必要とされる産業分野の進

出や新 しい業種の登場が認めら れるべきである 。

自給自足の社会の 中で成立した時代から ，第 二 次 産 業 の 出 現 に よ

る技術的分業の結果，特産的な物資を除いて多くが地区間でイーチ，

アザーに流通が成立した時代を経て ，第三次 的 な 一 つ の 産 業 へ と 独

立 した現代，逆に第一 次，第 二次産業との粋を重視する必要ーがある 。

b  すなわち流動時代の都市計画においては，マクロな意味での国土

• 

• 

利用からの流通投与点の位置づけと空間的役割l が 与 え ら れ る と 同 時

に， 個 # の者f5市における土地 利 用 を 相互に有機的に働かしめるごと

き物卸j の管破中枢として ，流 通 拠t話、は国土と都市， あるいは都市内

どうしをコントロールするように介在させられねばならないという

ことであろう 。

従 っ て ，巨 椋 に 流 通 コ ン ビ ナ ー ト を 計 画 す る に 際 し て ， そ の 内 容

として ， トラックターミナル ( 40ha) 鉄 道 貨 物 駅 ( 33ha) ，倉庫 ( 26

ha)  ，中央卸売市場 ( 35km) ，卸売り業務地区 ( 30ha) などのいわ

ゆる流通| 刻述施設の他に関連工業部門，従業員用住居，自動車サー

ビスのほか ， これからの流通を支配する情報処理のため。機関のた

めのスペイスなどが用意されねばならないであろう。イ旦し( ) 内は

京都市などの統計から ， 将来 ，55均三位をとりあえずの目標として，

周辺地域へのサービスなども考慮して推計した必需面積である 。 ま

た同時，に巨bJ1 をflFト快な京都と国土とのフ 7 ン クショナル・ジョイ

ントとして存続させるためには，流通の将来における変化 ， お よ び

古15市梢造自体の ダイナミズムに対応し得る，空間l 的 余 裕 と 計 画 上 の

フレキシピリティが必嬰である。そのな日米において 3，OOOha という

広 が り は 決 し て 広 す ぎ る も の で は な い か も し れ な い し ， い わ ん や単

なる古15市 の ポ テ ン シ ャ ル 分 散 核 と し て 無 撰 択 に 都 市 内 の 市 街 地 を 誘

引すべきものではない 。

コントラスト 1m発 と は ，新旧 の文明のコントラス ト， 自然と人為

的空間のコントラスト，あるいは二 次元的な土地利用のコントラス

トのみではなく，都市機能 ・空 1::1機能のコ ン トラストある附発をも

な I床するか らである。

人 間 の 日 常 の 生 活 に お け る 行 動 図 の 拡 大 ， 週 と か 期 間 を サ イ ク ル

とするレジャーの噌加，第 二住宅の普及， さ ら に 物 資 の よ う な 起 終

点 を フ イ ァ 卜 さ れ た 形 で の 流 動 量 のI活力[ 1 ，流動時代 に 向 って空間は

ますます熱を帯びてくる。先述のごとく ，そこでは従来のスタ ティ

ックな空間利用はもはや成 立しf特ない。 r流 動 」 を 空 間 の 次 元 に 受

け と め た 時 ， そ れ を 可 能 な ら し め る も の ， そ う い っ た も の と し て 流

通コンピナートを考える 。

者11市毎の条件と ，時 々 の 条 件 に よ り ， 内 部 の フ ォ ー メ ー ションは

当 然 い く つ か の バ リ エ ー シ ョ ン を 示 す で あ ろ う 。 巨椋 に お い て 現 在

および予測しうる限りにおいての将来の条件を考えて， 一 つ のプロ

ジェク 卜を描いてみた 。

...， 
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V まとめ

巨枝、は古都京都の一方に ，今 後 Im9E可 能 な 土 地 と し て 空 い て い る

H佐ーの平地 である 。 こ こ よ り 南 下 す れ ば. 奈良，西方大阪， 束 は山

科を経て東京方面へ向い 北 は京都である 。 ｩ ｩ ｬｾ 国の世Ｎ筒井街が ｩｪ 授の

利 に さ と く 二 軍 を 天 秤 に か け た 洞 ケ 峠 は こ の 巨 線 の 南 丘 陵 に あ た る 。

交通 の 便 は き わ め て 良 い が， ただ土地 が 低 湿 で 居 住 に 適 し な か っ た

こ と が司 こ れ までこの地 を 沼 た り 湿地 の ま ま 来 た ら し め た 由 来 で あ

ったろう。

ところが現代において . 都市がその容i i 1 以上の人間とその文化を

受 け 入 れ よ う と し な が ら も . 遂 に 空間 的 に 限 界 と な り 秩 序 を 整 え

再 編 成 す る に は き わ め て 大 掛 り な 建 設 以 外 に な い と い う と き ， こう

した従来見捨られてきた土地は一 蹴 脚 光 を あ び る に 至 っ た の で あ る 。

第 凹唱 で 述 べ る よ う に 日 本 の 都 市， そ れ も 東 海 ， 山陽沿いのほと

ん ど の 都 市 は 海 に 函 L 問 [1寺に河川 に ま た が っ て い る 。 そ れ は い ず

れ に せ よ そ れ ら の 郎 市 がl品 業 に 依 っ て 成 立 し て い た た め で は あ る が.

ま た そ う し た と こ ろ に し か 平 地 が な か っ た わ が 国 独 自 の理 由 に も よ

る。 この河川を回に手IJ し誠にヲ| いて城と III J が で き た と は い え . 川 の

合流点、また川口の低温f. 15分 は 氾 涯 の 恐 れ の た め 現 代 に 至 る ま で 放 誼

の 状 態 で あ っ た 。 fえって東海 ， 山 陽 の .iri /'iI l 市 を 一 つ の類 型J としてみ

る な ら ば . そ れ は一 方 を 山 側 一 方 を 海 に 而 し . そ の 聞 の 平 地 に 旧 市

街 . 圧ト:l1n，低 tJ72の未利f I 11也が交霊11 し西じされたパターンとしてみるこ

とができる 。 旧 市 街 は 明 治 以 来 ， 市 民 セ ン タ ー と し て 都 市 化 し ， 住

宅 の 密 度 も f問し ， さらに不燃化して現代自15市 化 し た の で あ る が . 一

方 海 浜 の 燥地 は 工 場 ， 旧 市 街 周 辺 燥 地 は 新1J 宅 と い う 形 で ス プ ロ ー

ルが進行し ， つ い に 旧 市 街 地 は こ れ ら に と り ま か れ て 身i!) JJ きならぬ

状 況 に 陥 っ た の で あ る 。 ところがこれを l引} げをする場合，古くから

櫛 成 さ れ 続 け て き た 環 境 あ る い は 文 化 と い う も の は . 一 朝 に 再 編 成

の 対 象 と す る こ と が 難 し い 。 こ こ で と ら れ て い る ) J 策は都市中央.

旧 市 街 の 機 能 を 周 辺 部 へ 移 す と い う こ と で あ っ た 。 こ の 土地 を ど こ

に般保するかということが、 現ど1: これら類型の指15市 い ず れ に お い て

も. 大 き な 問 題 で あ る と い え る 。 まとまった lご地 . ま と ま った1よ が

り を 持 ち 交 通 の 使 も よ い 新 しい IJHJE対 象 地 と し て 低 湿 の 河 川 沿 い の

|二上也がクローズア y プさ れね[ ぎならな Lリ 11¥1117うずここにある 。

ともあれ，前 に 記 す よ う に 古 米 交 通 の '1;111で あ っ た 河川 は 司 そのIla-

i可liR. 周 辺， を現どE未 利 ITJ で 残 し て い る ば か り で は な く ， 改 修 . 築

:IjJ! ， ダム ， 処 ｊｬ ｩＩＮｬ［あなどｾ見ィＧｲＺＡｩＧｴＡ￮さねばならぬ多くのぷ題をもっ空ｉＯｲｊ

である 。 これを拙伍 (1甘に和II I - l し，百15市 'lil l Iをt. ' li 築 し . 国 土 幹 線 と 結 び

| 日市街再開発のテコにする巧えは，決 し て 無 謀 な も の で は な い 。 道

路といい ， ノマーキングといいＮそして ｩ ｫｴＺ ｩｩｬｩｬ￬ 包 ｓｾ Ｎ ffJ 市、ピジネスなど

ｾｊｦらしい ｈ 寺 ｩ｜Ｚ のえ一化を受け入れるための市 Ｑ Ｕ Ｑ 官公的は，主￬ＧＭに旧空 間 の

手 な お し と い う と こ ろ で は 納 ま り き ら な い の で あ る 。道 路一 つ に し

ても . ヒューマンなものとしてあ った 均 合 は IPiinOm も あ れ ば 往 来 で

きた 2 点聞の述絡が，現ィ生であれば 4 '!i *，)Il30m 1隔に ，fJ!i J) 菖，歩道 .{1(ff.

インターチェンジを含めて約 Ｕ 倍の ｲＨ 日間を必吹ーとする 。 人 ＱＱＢ の ｉｾ ｦＺｩ機

能 に よ って成立していた在日市は今や上位の決定的機能として車のス

ピード，大きさ ，収平手: Lk.... Ｎ ー が存花する 司 いわば向動 ｾｬ 型の古 ＱＵ 市へ

と変貌しつつある 。 こ れ に 対 応 す る だ け の 空 間 的 大 き さ を 従 来 の 郎

市 に 与 え ， か っ 旧 機 能 を 再 編 成 し よ う と い う と こ ろ に ，流 動 時 代 の

発 想 . 流 通 コ ン ピ ナ ー ト の 計 画 が な け れ ば な ら ぬ と 考 え る 次 第 で あ

る。

河 川 は こ の よ う に し て こ こ 数 年 の う ち に 郎 市 に お け る 基 木 的 機 能

を集 中 させる空間 へ と 変 貌 す る と み ら れ る が . ま た そ れ に よ っ て 再

び 有 効 と な り 得 る 交 通，運 輸 の 手 段 が あ る 。運 河 の 利 用 が そ れ で あ

る。 巨 椋 の 場 合 は 既 に 設 置 さ れ て い る 排 水 路 . ポ ン プ 坊 の 関 係 上 ど

う し で も そ う し た 水 対 策 が 必 妥 で あ っ た が ， こ れ は 単 に 巨 似 の 場 合

にとどまるものではなしミ 。 前述するごとき低湿の地へ新開発が! . J ! . ，約

さ れ る と す れ ば. 必 然 的 に そ れ ら の 都 市 に お け る 内 部 輸 送 の 基 本 と

な る で あ ろ う が. こ の 検 討 は い ず れ 後 稲 を 待 た ね ば な ら な い 。

現 段 階 に お い て は . 現 在 の 一 般 的 傾 向 を 単 一指 標 を も っ て の み 把

え. 時 代 と し て 抱 え る こ と が 少 な い 。 そ れ は き わ め て 困 維 で あ る 。

流 動 の 時 代 と い う 考 え 方 は 一 つ の 前 提 で あ り 仮 設 で も あ る が . あ え

て こ う し た 暴 説 を 必 袋 と す る の が，現 代 の 都 市 の 姿 で あ る こ と を ま

ずE忍 め ね ば な ら ぬ の で は な か ろ う か 。

国民の生活ーは一方にレジャー産業が一方に家庭電化産業が喰いこ

み. 毎 日 機 械 の ご と き 4 帖 半 の ア パ ー ト に 住 み . 週 末 に は FRJ 込へ ，

ノf ー へ ， ゴ ル フ へ と 出 向 く 姿 を と っ て い る 。 き わ め て 個 人 的 段 階 で

生 活 の 環 境 を 動 く こ と に よ っ て 構 成 し て ゆ く 姿 は ， 一 つ に は 国 策 と

し て の 環 境 技 術 の 遅 れ を 物 語 る も の で は あ る が. 一 方 で は . 必j くこと

に よ っ て 環 境 を 柿 成 し 得 る 新 ら し い 文 化 に も 大 い に 注 目 す る 必 要 が

ある 。 このような基本的な| 問題に対して今後の対策は ， いかに充' j とー

する主主( l iii の 仮 定 を お く に せ よ . そ れ が 従 来 週 り の JF l 途地域指定であ

ったり . 従来の風致地区; 1;11の 延 長 で あ ってはならな い は ず で あ る 。

人 聞 は 動 き だ し て い る 。き わめて大きなスピードと H寺院l を有してi ! ) }J

き 出 し て い る 現 ' A を無視した計画l対 策 は . い か に 大 規 模 で あ ろ う と

も 実 効 う す い も の と い わ ね ば な る ま い。現 状 放 射 と 流 通 セ ン タ ー の

パ タ ー ン は 成 穏 . 大 陸 の 拠 点 lil l市 に お い て は ポ イ ン ト と 周 辺 と い う

形 で 成 立 し 得 る で あ ろ う が ， わ が 国 の ζ とく ，発 展 の 方 向 ).虫+lFの

方向が' ) ニヤであるよめ合は 唱独 ( 1のパターンをもたねばならない。

将 米 わ が 国 の 椛 成 が . 東 海 道 ， 111陽の再15市 併 と そ れ 以 外 の 応 ILi :f: 也と

い う パ タ ー ン を と る で あ ろ う と い う F 氾L 構 想 は 西 山 研 究 室 に で 既

に 発 表 し た 『 生 活 空日11 の米 米像 」 に 述 べ る と こ ろ で あ る が. そ の 内

t'f 15的 桃l戊，行政的 ) J J . むとしては，むしろ地道な研究と ，行 政 へ の ア

プラ イ の 努 力 が 必 袋 で あ る 。 わ れ わ れ は こ こ に 一 つ の 従 笈 と し て .

問途線市11 ，すなわち， lill 市 群 全 域 に お い て ジ ョ イ ン ト し ， 延 jえする

ことの可能な用途地域f 1 j 11 に 代 る 行 政 的 手 法 を 考 え る に 至 っ た の で あ

るカペこれもまた後: . f I:.i にゆず、らね lまならない 。

流 動 と い う こ と を 前 提 と し ， 人 ，物 の お び た だ し い 流 通 を 仮 定 す

るとき，者15市のげよ成は基本的なところで大きな変革を必裂とするが，

ま ず そ う し た l時代にわれわれがたっており . そ う い う 形 へ の 変 i ，!i が

諸々の努力の中で収れんせねばならぬことを知ることが ｭｾ である。

男山ょ η 巨 椋 池 を 眺 む
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三三圭 建設業界史話

花 山 院

平安朝も中ばを過ぎると 穏やかな山河に抱かれた平安の都 は

東山 lζ 添って左京の白河当りから鳥羽 ・宇治にかけ 美 しい寺院

や邸宅が樹々の聞に姿を見せて，源氏物語や栄華物語などに蓄

残された華やかな貴族生活がかりそめの大平も知らぬ気にま乙

とに 11准春の夢のど とく」 に展開されていった。 f手芸春 な彼等の

生活 lζ は批判もあろ うが，われわれの建築の側から見れば彼等

のおかけ' でその時代までに輸入された数々の大陸の文化がほと

んど完全に近く日本的なもの lζ 消化吸収されて，わが国独自の

文化が咲き栄え ，社寺 lζ 邸宅 lζ 庭園 lζ 後の世の亀鑑となるよう

な美しい治構や遺跡を迭して貰った ζ とは忘れてはなるまい。

しかも彼等はやがて「天下のみだれむ事をさとらずして民間

の愁る所をしらざりしかば久からずして亡しじ者」と平家物語

の冒頭の言をかるような次第となった。そして藤原氏の後には

i J j j ( 、平の武家時代となり続いて鎌倉 ・室10JI時代と実質的に政権の

下部への移動が初まり ，庶民拾頭のきっかけとなっ て，文化の

地方分散は必至となり ，建築の面でも NY i く全国的 lζ 発展すべき

機を得て ，京 lζ 於て国としては身分不相応なまでに洗練された

当時の建築技術がタイミングもよく地方分散の秋lζ 巡り合わす

ようになったととは歴史の面白さであり， わが建築界に とって

も，ま乙とに幸であった。特に乙の l時代から建築も職別ではあ

るが，漸く一部は業としての成立を明かに認め得るように発展

し前途の開けたらしい乙とは， われわれ乙の業に従 うも のとし

て忘れ られないこ とである。

源氏物語や栄華物語 lζ は当時の貴族の華やか な情緒たっ ぷり

な日常が叙せられていて彼等の生活の模様を窺い知る乙ともで

き，建築や庭園に関 しで もわれわれにさまざまの重要な資料を

提供している。

しかし残念ながら施工とか，職業とかの函ではお色気もない

せいか，文献にもま乙とにど縁が薄いのはなさけない 。 しかし

乙れ等の物語にはお施主さんである主人たちの建築や造園等 l乙

対する趣味や造詣の深かった様子が随所 lζ 見られ， 日本趣味の

建築の板元は彼等によって大成される途が聞かれたかの感を深

くするのである。

乙こではむづかしい歴史的な事情は拾いて，大銃 にある彼等

の妄心ともいうべきほどの信仰による寺院の造営や豪華な住宅

建築への盛んな意欲をのぞいて見て，当時の彼等施主のあり方

の一半をのぞいて見ょ う。
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大鋭の太政大臣藤原実績の条 lζ 小野の宮実資の乙とが出てい

る。 ( 雄山閣文庫本 大 鏡)

「ζ の小野の宮をあけくれつくらせ給ふ事， 自にたくみの

七，八人たゆ る時なし。 世の中 lζ て斧のお とする 所は東大寺

とこの小野の宮 ととそは侍るなれ。」とある。主人藤原の実資

(1021， 右大臣1046まで) の普請好きが世聞にも有名であった説

話であろうが，七，八人とあるのは恐らく常備のお気に入りの

職人たちであったと思うが，天下第一人者級ともいうべき実力

者の普請道楽に しては一寸淋し過ぎる感じがする。 しかし ，そ

の少し前の文に邸内の建物の様子が奮いである。それには「殿

づくりせられたるさま ，いとめでたしゃ。対，寝殿，渡殿は例

の事なり。辰巳の方 lζ ，三間四聞の御堂 たて られで ，廻廊はみ

な供憎の房 lζ せられたり。湯屋に大きなるかなへ二つ ，ぬりす

えられて煙絶えぬる日なし。御堂には，金色の仏おほくおはし

ます。供米三十石，定器におかれてたゆる事なし。世の中に御

堂 lζ まゐる道 lζ は，御まへの池よりあなたをはるばると野 lζ つ

くらせたまいて ， (註 : 野辺の去を庭園 lζ 採用したのが野筋。

源氏物語，鈴虫の巻 iζ ，秋頃西の渡殿の前の中のwの東きわお

しなべて野につくらせ給えり， などあるもの〉時々の花もみぢ

をうえさせたまへり。または船 lζ 乗りて池より乙き‘ てもまい

る。乙れより外K 道なし。」とある所を見ると， 当時の主人の

生活の程度や態度などがほのぼのと判るような 気がせんでもな

く，一面また文化の低い時代とはいえ ， 乙れだけの邸内の「湯

屋 lζ 大なるかなへ二つ云々」の処に至ると綜合した文化の発達

がない貧しい建築文化の姿をまざまざと見せられるような 気が

して ，現代のわれわれの幸せを思わず1ζ はいられぬだろう。

そう思っ て前の 匠の数が気になって調べて見ると ，前記の約

十年位の差かと思う天喜 4 年 (1056) の東大寺造寺所の技術員

を調査したものが見付かった。 大工 2 人 ( 1人は権大工か〉

長 4 人， 連19人以上と見られる。乙の数は工事日数で延人員を

割ったものであるから ， もし ，工匠たちが番をつくっていたと

すれば乙れ以上のこともあると思われるが，最大の工事 日数22

日のときでも 13人，速の人数がそれ以上のは 1 日の工事である

から述は 12， 3 人と 見た方がよいかもしれない( 太田博太郎

日本建築史序説参照) 。乙れは束大寺の創建以来永年 lζ 渉る新

営工事も一応終りをつげ造東大寺司 も大分前 lζ 廃されて保守営

絡の段階 lζ 入った時分の乙 とである。東大寺は奈良の他 lζ 末寺

.. 
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も多く ，当時の日本では恐らく未だ寺としては最大の技術陣を

持っていたのだろう。仮り! こ品大で- なくとも 大 きさ の比較では

第一の対照となる位の大きさは持っていたと見てよい。 とする

と前の 7， 8人の工匠はあながち嘘でもなさそ うでもある。拘

に心細い人数のようなも のではある。

しかしそれ等の規模は今とは較べものにならなく とも主人述

の造庭や造家の意欲は旺盛そのもので興味のあ るのは政府の範

図の広くなった乙ともあって，構想、も雄大となり有名な左大臣

源融公の六条河原院の庭の如く陸奥の塩釜浮島の風物を写した

ものがあり ，その苑池 lζ 島峻を数多 く築き塩釜に准へて煙を挙

げ乙れを溢焼く煙 lζ 見立てて楽しんだといい ，あるいは源高明

の西宮池亭 lζ は( 本朝文粋)

買巌為 山浸 塩 成 海 夫 海 非 人 力 之 所 成 白 塩 尽 今 流 岸 j治体

山是地勢之自得 碧巌高今。( 下略)

とあり高明が富にまかせて庭を海 !ζ 准え白塩をど量 したという。

乙の新らしくも無謀な試みにはさすがに時の人も目を陛ったに

相違ないが，われわれとしても今更その阿房らしさに呆れると

ともに夢まで桁はずれのした当 時の彼等を羨 しくも思える。乙

のような造庭の計画は今昔物語にある飛騨匠 と絵師がそれぞれ

匠は四面の堂で，絵師は絵でともに腕くらべした説話で有名な

絵師百済川成のような名のある絵師や天台僧尊意 ( 北野天神縁

起絵巻 IC尊窓僧房の庭あり) のような当時の美術 lζ 堪能な文化

人が主人たちの相談役 となって，えるばれた環境のよい敷地で

構想をたて「池堀之定令引縄」し。あるいは「池岸作石事，引縄所

定J ( 長社記) ( 長承年間1130年頃) などと地割りをし石を据るこ

とにまで親 しく縄張りをして作庭して いたよ うであるが，その

時代もある程度後期になると主人たちの内には自分の造園 lζ 対

する見聞や経験によってその見識も高まり ，何回かの実施など

をして行く内に斯道の奥義に達する腕前の人が現われて来るに

至った。すなわち藤原額通，橘俊綱の類で前記の実資もその一

人である。そ ういえば前述の庭も何気なく読むとつまらぬ庭と

も思えるが，当代第一流の造園師右大臣藤原案資造る処と考え

て見ると ，変化のある趣の深い庭 lζ 思えて来るのも古典の面白

味といえそ うである。

序だが額通は字治の平等院( 1053) の主でありまた当時京都

随ーの名因と称われた高陽院の庭園を造っている。 r高陽院殿

修造の l時石を立 る人みなうせて，たまたまさもやとてめしつ け

られたりしものもいと御心 ICかなはすとて，それをはさる事! と

て宇治殿御みづから御沙汰ありき」と自ら石組 lζ 手を下して造

園 しているのである。その時代にはすで IC専門の造園家として

延円とか王i討中法印 とかが立派に健在であったのである。乙 の有

力者が専門家を使わなかったのは頼通には乙の人た ちのものは

すでに気に入らぬ位にまで自分の方の腕が上である自信があっ

たからでないか と森誼氏はいっておられる。

次 lζ 情俊綱は: 綴通の実子であり当時すでに「水石風情を得た
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る人也J と謂われて居 る位で自邸伏見山荘を設計造庭 している。

乙のような優れた文化人たる施主のあった乙とは建築の面にも

同様 lζ 非常によい影響を与えた lζ 相違ない。

大鏡の中巻藤原伊戸の条の末段 lζ 花山院( 花山天皇) の事が

出ている。乙れを見ると 1122寝屋顔負けである。すなわち 「との

花山院は ，風流者にさへおはしましけるこそ。御所つくらせ た

まへりしさまなどよ。

寝殿，対，t度殿など! と造りあひ桧皮ふきあはする事もこの院

のしいでさせ給えるなり。昔は別々にて，あはひ lζ 樋をかけ て

ぞ侍り し。内裏は 今 l ζ ζ そは侍るめれ。

御車やどりにはいたじきを奥は高く，はしはさがりて，大い

なる妻戸をせさせたまへるゆえは御車の装束を( 飾付) さなが

ら立てさせたまひて，おのづからとみの事のをりに ， とりあへ

ず戸おしひらかば，からからと人の手ふれぬさき! と ， さしいだ

されむが料と ，面白く思召 したる事ぞかし cJ とある。桧皮立の

屋根の取合の納りを天皇さんがし初められたのであり率FIIIC装

備した車を入れるようにしすぐにでも曳出せるように工夫する

等建築屋の尻をたたいている。花山院在位の前後の時代に内装

は20数回も火災の厄 lζ 会いそのつど皇内裏を利用される等何回

とな く居をかえ ，建築の見聞や経験も多かったと怨像される。

試みに大日本年表から拾い出 して見ても天皇の 10才位から 22才

の退位頃までの間だけでも 3 回も内裏は焼けている。その上藤

原氏の持仏堂や邸宅建設ブーム の最中! と41才まで御存命であ

り，趣味が豊かであった方である。自分の家を建てた乙ともな

い建築屋などとはまた巡った立派な建築の指導者のお一人であ

ったのだろう。また院は造固にも造詣が深かったら しく ，同書

lζ 「木だちつくらせ給ひ しをりは花山 「桜の花は優なるに ，校

ざしのこはどはしくて，幹( モ ト) のようなども l亡く し。梢ばか

りを見るなむをかしさ。』とて中門より外 !ζ うえさせ給へる 。

なによりもい みじくおぼ したりと ，人は j惑 じ申しき 。また撫子

の種を築地 lζ うへ! とまかせ給へりければ，おもひかけず四方 lζ

色々に唐飾をひきかけたるやうに ，咲 きた りしなどを見給へ し

はいかにめでたく侍りしかは。」とあり ，また花の木ともあま

たうえさせ給ふ とて

「木立をは，つくろはずして桜花

かさかくれにそ ， うふべか! ) けると」

との造国家の作のよう な御製まである。

藤原の末期! こなってu殿造も段々変化を来して米 ，庭造りも

自由 lζ 深みを増して来た。乙のような時代 !二当時の最高の指導

者層の内! と秀いでた乙れらの文化人たちの存在した乙とはわが

建築界のために誠 [ζ 幸福であった。当時の古典をのぞいて見て

ζ の時代の次にやがて米る鎌倉，室町時代の住宅建築の大きな

変化。それがやがては現在のわれわれの見る住宅広大きく述な

って いる 乙とを患って，古い昔も肌近 くj感じ る私である。
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は じ め に

技 術 の

ト 建 築

テントが，建築の一分野として，認められはじめたのは ，つい最近の

乙とであるつ近代建築の構造形式が，シェ J レを経て吊り屋根( ハンギン

グ ・J レーフ，あるいは，サスペンション ・ノレーフ) へと移る! としたがっ

て，引猿材として用いられる建築材料が，にわかにクロ ーズアップされ

引張材としては，鉄筋 コンクリ ー トの中の鏑様および，ワイヤ ー ・ロ

ープとしての銅線等が，その代表的なものであるが，新しい引張材とし

てキャンパス( 重布ともいい，厚毛で強度がある織物をいう) が注目さ

れてきたう高分子合成化学の急速な発展による t怪くて強じんな合成繊維

の開発， その合成繊維キ ャンパスを股函材料とした吊り屋根構造が，

「テント建築J IC他ならないっ

また，構造的にもう一方からのテント建築の開発も行なわれている。

いわゆる ，エヤ ー ・テント( エヤー ・ドーム) がそれで，空気動力等 lζ

よって理論づけられている。この構造のテン

トは ，米空軍 ICよって段も深く研究されてお

り，宇宙( 月も含めて) に建設される人類の

最初の住居は，エヤ ー ・テン トであるともい

われている。

そのどちらも ， 2 次曲面の膜面を主体とし

たテンショ ン構造であるが，造形的 !Cは全く

臭ったものとなる。吊り屋根構造において

は， 双出放物iiii ( H P 曲面) のように 2 曲面

が互に逆方向へプ リテンションされているの

K 反し ，空気支持構造においては，球や楕円

放物面のように 2 曲面が互に同方向へプリ テ

ンションされている のが特徴である。すなわ

ち，前者において，ガウス曲率は負，後者に

おいては，ガウス曲率は正の値をとるつ

( 図ー 1 ，2 を参照)

てきた。

図- 1

図- 2

X  

1 . テ ン ト 建 築 の 開 発

テントの用途は，従来より軍用の他に，サーカ スや運動会，そしてキ

ャンプ用 とかなりの需要をもって はいる。しか し，建築物とし て研究さ

れたと とは非常にまれで，そのためか，旧態依然と したものが，テン ト
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太明工閉式会社社長室 磯
義野 人

のイメ ージの宿命的ならのとなって，また万人の心 !C存在 しているのが

現状てあるコ

ドイツにおいては，オット一博士が，かなり以前より研究をしており ，

1964年のスイス博でのテント建築群を窪て，今年のモントリオ ーノレ万国

博での，西独ノ f ビリオンにその成果を見ることができる。約10，αJ Om' の

面積を，ザイル ・ネットで補強した ，テトロンキャンパス ( 表面を塩 ピ

樹脂で，防炎 ・防水処理) で覆ったもので，この万国博最大の呼びもの

のーっとなっているゥ ( 写真 1)  

日本においても，現在; 立欲的な幾大かの建築家がテン ト建築と取組ん

でおるれ，近 !々 とその作品が建築誌上をにき-わ してくれるも のと 期待 し

ている 3 アカデミックな研究機関としては，昨年 4 月発足 した「テン ト

構造研究会J * があり，テント構造の材料，構造，工法について，それ

ぞれ専門の諸先生が研究を進めておるれる含その成果は，学界その他研

• 

究誌上で発表されることと思うっ

.  ＺＺ＼貝長 ・ ｝ｪＡ→ｾＴｩ［Ｚ ｦ 量呈野呂ー［手か奈良 Ｖ 名

2. テ ン ト の 用 途 • 
新しい建築概念! とよって設計されたテントは，従来の仮小屋的なイ メ

ージを一新し ，テントでなければ満されない新しい用途を切り拓いた。

キャンパスの難然性の問題がいまだ未解決のため，都市の防火および準

防火地域での長期使用には規制があるものの，建設 ・撤収が容易である

故，博覧会，展示会，季節的な競技場等! とは最適であるといえる。用途

の幾っかをスケッチ図で示す^ (図- 3 - 図- 7 )

j

'

r
h

a

-

-

、

• 

• 

写真-1 モントリオ ール万国博 ・西独パピリオン( 建設中の写真)



• 

• 

• 

-3 集 会 場

t勾

留 -5 ヨッ ト・

図- 4 屋上ビアガーデン

図- 6 レストラン

写真ー3 首相官邸屋上 ・レセプショ ン会場

写真- 2 多摩テック ・プー J レ全景

3. デ ザ イ ン

テント建築設計のおもしろさは ，何んといっても ，造形の自由さにあ

るといえるであろう。剛性のない材料を用いるのてあ るから ，平面は出

来 得る限り避けるべきである。平面を形成するｾ｛は ， 非常に大きなプリ

テンションカを必要とする。プリ テンショ ンカが少くともすむような構

造にするには ，スパンを小さくすればよ いが，それによって，キャンパ

スを透過する光線の イルミネーション 効果が大巾 !C殺されて しまう 。キ

ャンパス支持体である ，鋼管なりワイヤ ー ・ロー プは ，可能な限り シン

プルとするのが設計 のコツである。

コンクリ ー トのガッシ リとし た建築 !ζ ば， それなりの安定感があ る

が，材質および直線の交互から 来る冷たさをまぬがれ得ない。テン ト

を，それ等の構築物 と併用する ことによって，また楽しい空間を作り出

せるラ ( 写真一 2 ， 3 ， 4 )  

4. 構 造

テント建築の構造は ，引張材と圧縮材の明確な区別があ るととろ K 特

.  <f- 徴がある つ梁を使用する場合でも ，曲り突とし ，アーチの性質としての

図-7 モニュメン ト

圧縮応力で荷重をうける ようにすると ，構造体重量の大巾 な軽減化がな

されるつ したがって ，テントの構造体重量は基礎を除いて 5 - lOkg/ rrf 

が標準となる。

この構造の軽量化は，大型化するに つれて増し ，大型の例をあげれば

東京ス タジアム ・アイス ・ホッケ一場 ・テント ・ -7. 5kg/  rrf 

( 面積 ・2.α)() nf ，写真一 5 )

宮崎神宮 ・ジャイアント ・フラワー ・テント・ 5  kg/  rrf 
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写J 'J; -4 鈴鹿テッ ク ・モニュメント

写真-6 宮崎神宮 ・ジャイアン トフラワ ー ・テント

( 面積 ・4∞m' x 10コ，写真- 6 )

野悶プール ・エヤ ー ・ドーム・・ 3  kg/  rri' 

( 面積 ・5，ぽl Om' ，写真一7 )

となる 3 支持構造 lζ 空気を用いる場合，構造体重i誌は ，吊り屋根構造の

場合の約半分となるラ

フランスの建築家ノレネ ・サノレジェは ，構造体重量の軽減化が，やがて

建築界lζ 構造革命をもたらすであろうとも述べている。建築物の重量が

減って来ると ， 天候による風荷重および雪待歪の影響が顕著にあるわ

れ，股函の変形が大きくなるつ膜面の変形を lu少限度 IC押え るた め，通

常膜面 lζ はかなりの初期張カ( プリテンション) がかけられるつ

5. 材 料

テント tll 築の主材料は ，キャンパスであるラ欧米においては ，ナイロ

ンおよびテトロンが主に用いられている 3 日本においては ，乙れ! と加え

てビニロンが用いられている。ビニロンは ，国産の合成繊維であり ，価

格も割安なので，他の一般産業資材としても多く月1いられている 3

股面の設計 lζ おいて，キャンパスの伸ひ. は最も頭のl I i I い問題でt ある。

そのため ，温度，湿度等の影響を知って，用途 ICよって，キャンパス材

質および織方を援択しなければならない。一般に， ゃれびの少なく ， ま

た，タテ ・ヨコの伸び率バランスの取れたものが望ましい。

ナイロンは ，強じんであるが，糸の伸び率が割 lζ 大きく ，また織物と

したときの繊維のすべりも多少あるため，高プ リテンショ ン構造 ICは，

あまり適しないように思える。 したがって，現状では ， ビニロン および

テトロンが，高プリテンション構造には有望であると いえる。しかし ，

ポリプロピレン他の新しい繊維も出て来ているので乙れから検討する必
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写真-5 東京スタジアム ・アイスホッケ 一場テント内部

写真-7 野田プール ・エアー ドーム

要もある 3

キャンパスの耐候性をよりよくするため ，キャンパスへ合成樹脂 ・合

成コe ム等の表面処理が三とんどの場合用いられている。塩 ビは，安価

でるるため，最も多く使われている。他! こ ，ルーフイング材と してすで

IC建築で使われている，ネ万プレン ，他! こハイパン ，ウレタン ・ゴム等

用途によって，種々のものがあり ，特殊の場合では 10年- 20年の寿命を

もつものも製作可能である‘ なお ，n失面の汚れを気! としない産業mの場

合[ 立，年 l 回または 2 回位のぷ菌処理剤塗布によって寿命を延ばす乙と

もできる‘

キャンパスのヤング率は ，通常厚さを無視して ， E t で表わされ，

E : - 150kg cm- 3∞kg cm 

のものが，テント建築材料として適していると思われる 3

お わ り に

以上で，テント建築の荻要を ， デザイン ， 構造， 材料について述べ

た3 また ，それ等の詳細については ，}l IJ の機会 [ζ 述べてみたいと思う。

テント建築は ，これからの建築であり ，未解決の問題も多々ある。材

料の函では ， I燃えないキャンパス」を開発するのもその一つである

が，積雪荷重を i oJ と考えるれる発熱体キャンバ ス，さらに生物 IC必

要な ，太陽エネルギーを透過される半透明キャンパス ，また ，反対に熱

を遮断する断熱キャンパス等の開発が，テント建築の将来を左右する重

要課題となっていると思われる。

諸先生なるひ. に ，材料メーカ ーのご指導，ご協力をお願いして，むす

びの言葉としたいコ

• 

• 

• 

• 
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日本建築協会

月間の動き

口 昭和42年 3 月分 口

定 時 評 議 員 会 |  

22日 4 時- 5時 於 会館集会室

出 席 者 評 議 員 神 谷，森川正富IJ 議長

ほか11名

委任状出席者 51名 計64名

理 事 東 畑，塚本正副会長

ほか 5 理事

議 事 ( 1  ) 評議員会議長および副議長互選の件

( 2) 昭和42年度収支予算承認の件

( 3) 副会長( 1名) 理事 ( 15名〉選任の件

( 4  ) 役員重任承認の件

( 5 ) 常務理事重任承認の件

なお評議員会閉会後，会館建設借入金の内50

万円の償還抽せんを行なった( 本年償還金額

1∞万円の内 50万円を日本建築学会へ償還)

評 議 員 懇 談 会 ( 技 術 部 門)

16日 5 時半- 7時 於 会 館 集 会 室

出席者森川評議員ほか11名

評議員会副議長候補者並に技術部門選出 5 理

事の候補者推せん IC関して懇談コ

理 事

4 会h

=  

9 日 4 時- 51時於会館集会室

出 席 者 東 畑，塚本，鷲尾正副会長ほか 4

理事，宮飼兵庫，井手京都各支部長

議 事 ( 1  ) 昭如42年度収支予算案承認の件

( 2 ) 常務理事重任lζ 関する件

( 3 ) 事務局職員採用の件

( 4  ) 役員，委員の懇談会開催の件

( 5 ) 入退会者承認の件

( 6) 報告事項

( イ〉事業報告

( ロ) 会計報告

ｾ 宅委員会

正副委員長会議

1 日 正午- 1 時半於サイエンスクラ ブ

出席者 岡橋，黒谷，野々村正副委員長

昭和42年度住宅委員の選衡

| 編 集 委 員 会

住宅と設備第 2団幹事会

1 日 4 時- 7時 於 会 館 集 会 室

出席者 岡橋幹事ほか 2名

第 1 回幹事会案の組みかえと追補について

委 員 会

17日 4 時- 91時 於 会 館 l 階会議室

出席者長谷川委員長ほか 4 名

議事 1. 4月号= 社会と建築特集経過報告

2.  5 月号= 都市と流通空間特集経過幸R

Aヒ

ロ

3.  6 月号= 住宅と 設備特集経過報告

(第 2 団幹事会案報告)

4  モントリオ ーノレ万博特集の件

5. 生産施設特集の件

6.  青年建築家特集の取り扱いの件

7.  技術の頁の件

8. クラスメ ートの科二

9.  作品作風の件

事 業 委 員 会

幹 事 会

7 日 51時半- 8 時 於 会鎧集会室

出 席 者 岡 本 ほ か 3 副委員長，金子ほか

2 幹事

議事，次年度委員会委員，建築データシ ー ト編

集委員会

各種説明会小委員会

8 日 5 時半- 8時 半 於 会 蕗 集 会 室

出 席 者 増 升 ，岡本正副委員長，中原茂，

松村幹事ほか 6 委員

議事 「建築データシ ート 出版要項」

委 員 会

14日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者岡本副委員長，松村，星野幹事

ほか13委員

議 事 ( 1  ) 次年度委員会への申送り事項

( 2 ) データシー ト編集委員会の設置

( 3 ) 次年度委員会構成員

( 4  ) 創立50周年記念事業

( 5 ) 役員，委員懇親会

| 建 材 委 員 会

委 員 会

10日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 政問委員長ほか 9 委員

「防露対策」のまとめについて

次年度の委員について

| 出 版 委 員 会 |

鉄骨デザイン編集委員会

11 日 正午- 5時 半 於 会 館 集 会 室

出席者鷲尾委員長，木田 ，宮川幹事

ほか 8 委員

「鋼構造設計器準策に対する要望事項」

| 法 規 委 員 会

委 員 会

22日 3時- 5時 於 会 館 l 階会議室

出席者佐野委員長ほか 9 名

1. 建築基準法改正要望案検討

2.  委員交代の件

会 勢 委 員 会

委 員 会

9 日 5 時半- 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者鷲尾委員長ほか10委員

部会活動の活溌化について

Ｑ｟ Ｕｾ 周年記念 総務委員 会

モントリオール万博視察団ゼ ミナー委員会

4 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原委員長ほか 3 委員

議事 「ゼ ミナーの企画検討」

記念ゴル フ大会実行委員会

6 日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者佐野実行委員長ほか10委員

議事 「実行企画の詳細検討，その他」

モントリオ ール万博視察団アンケート 委員会

6 8  5時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 内藤委員長ほか 3 委員

議事 「アンケー卜の分類整理」

モン トリオー ル万博視察資料委員会

7 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者鈴木委員長ほか 3 委員

議事 「資料の編集方法と内容」

運動会小委員会

9 日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 1階会議室

出席者窪田小委員長ほか 5 委員

議事 「ボウリング大会，ソフトボ ーJ レ大会企

画」

記念事業写真記録打合会

10日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者近藤主査ほか 4 委員

議事 「記録写真担当事業と撮影内容」

展覧会小委員会

13 白 5 時半- 9時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 野 委 員長ほか 8 委員

展覧会の諸準備について

記念式典，表彰式，祝賀会合同委員会

14日 正午- 2 時半 於太閤国

出席者 山本，矢野，岡本副委員長

ほか15委員

議事 「記念式典，表彰式，祝賀会の企画詳細

の検討」

ゴルフ大会幹事会

15日 正午- 2 時 於 会 館 集会室

出 席 者 西 嶋 幹事ほか 6 幹事

議事 「組合せ表，ハンディキャップ，

その他注意事項」

ボーリング大会打合会

16日 3 時- 8時 於 野 田 ボー リング

センタ ー

出席者窪田小委員長ほか 3 委員

議事 「企画詳細の検討」

モントリオール万博視察旅程委員会

17日 正午- 2 時 於 会 館 l 階会議室

出席者 島田委員長ほか 3 委員

議事 「行程詳細の検討，旅行中の注意事項」

展覧会 レイアウト

17日 10時~午後10時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 坂 井，星野，山本各委員

展示写真および展示物のレイアウト
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祝賀会小委員会

20日 5 時半- 8 時於会館集会室

出席者山本小委員長ほか 4 委員

祝賀会経費，進行表作成，委員担当作業につ

いて協議

モントリオール万博視察団アンケート 委員会

23日 正午- 2 時於会館集会室

出席者 内藤委員長ほか 3 委員

議事 「アン ケー トの回答依頼先」

モントリオール万博視察資料委員会

24日 正午- 2 時半於会館集会室

出席者鈴木委員長ほか 3委員

議事 「編集方法と資料の入手方法」

展覧会小委員会

24日 5 時半- 9時於会館集会室

出席者星野委員ほか 4 委員

展覧会の諸準備に ついて

モントリオール万博視察幹事会

31日 5 時半- 8時半於会館集会室

出席者 中原幹事長ほか12幹事

議事 「各委員長報告，第 l 回ゼミナ ー， 給自

式」

50 周 年 記 念 事 業

東京の新建築見学会

22日. 23日

新宮殿，国立劇場，千代田生命本社，霞ヶ関

超高層 ビル，赤坂離宮 参加者 138名

懇親ゴルフ大会

29日 8時- 6 時 於l鳴尾ゴルフクラ ブ

参加者 104名

記念式典， 表彰式

30日 2 時- 3 時 於太閤園

出席者 183名

祝 賀 会

30日 3 時- 4 時半 於 太 閤 園

出席者 245名

関西の建築50年回顧展

3 月30日- 4月 4 日

於阪神百貨庖丸善画廊

説 明 会 |

第 5回実務に直結 した工事別説明会

「無音無振動基礎工法 ・合成 ゴム系防水工法

説明会」

8 日 11時半- 5時於大阪科学技術セ

ンター

聴講者 130名

合成 ゴム系各種防水剤並びに施工法

日本ゴム株式会社深井三郎氏

株式会社エパレヂン工業所桑名栄助氏

既製 コンク リー ト杭の掘さく式施工法

日本コ ンクリー卜 工業株式会社 高野民夫氏

ピア一基礎工法の問題点とその処理

清水建設株式会社高橋賢之助氏

アースドリル工法の概念とその問題点

東洋基礎工業株式会社有馬敏之氏

見

A 品4九

十
.6ー

コZ

大阪銀行協会見学会

( 日本建築学会近畿支部，大阪府建築士会

共催)

4 日 165名
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大阪市北区真砂 町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

株式

会社
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1辛:
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I( (j l(j'，[1J i  神戸 ( 33) 0881 - 3  
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工 作 所 へ 3
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t話 大 阪 (9 3 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

時 話 東 京 (8 11)  3  4  3  5 ・ 3 4 4 0  

8 7  



-ーーーー・ーーー「

ノk 道 ・衛 生 ・暖 冷 房 ・其f也 管 工事

設 計 並 施 工

( 旧斎藤久孝事 務 所 )

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖
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庖
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社日

大 阪市 東淀 川 区加 島町 3 5 7
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東京支社 東 京 都 港 区芝j兵総町 2 ー 7 包括 (434) 6171 (大代)

支 底 北 海 道 ・仙 台 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡
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業工朝
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厨 房 マ戸ーーｾ 化学鉱山 機械
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名 占 l: r l 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

m ，![; ( 971)  3  6  2  1  

空 調 設 備 の 頁

2舎町震房副Z
<<，，，，m. 

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ 司 ｆ 可ＺｾＺｾ l :t:置

ー・F電'ー.....

⑫母語長嶺蔀持
仙 台 支 1苫

名 占 峰 支 1苫

日差 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

• 
給 - 排水 ・衛 生 ・消火 ・暖 冷房 設備

童書1日
西原衛生工業所大阪庖

株 式

畜社

品主4

一←

大 阪 市 北 区 悔 回 8 番 地 ( 新 阪 急 ビ ル 8 附)

福 川 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

点以ｲＮｬ Ｑ 下代悶区有 ｉ ｉｉｉｊｾ ま ｍｦ￬ 4 丁 n 2 岳地

ｦ￭ｾ＠高

大阪支府

電 話 大 阪 ⑩ 3531 番大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11

u  本

給 水 衛 生 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

空気調和装置 各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・ 施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

• 
社

A

Q

一

A
式ネ来業工山平

三f
尽LU 

、F
取締役社長

大 阪 市 北 区 堂 ぬ 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ピル)

屯 ｉｬｾ 大阪 Ｈ ＳＴＴＩ 1  5  1  2  ( 大代)

社 東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 石 田T 4 ー 2 ( 三J i ' 第二別館)

庖 東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州

場 情 玉 県 北 足 立 郡 ・ * 点 在fl 足 立 区

ts: t也2 丁 目

(443) 代 o 3  3  1  

2  阪 市 西 区 江 戸 堀

大 阪 ( 441) 代 1 9 9 4  

下

山

い

大

電

本

支

工

生・消火設備

工

暖冷房・給排水・衛

設 計 施

空 気 調 和 設 備
吾凡計施工

換気・除塵設備員文

く m哩型畳コ

東洋委事‘ 工業械式会祉大阪安倍

森 野 工 務 庖

ｾ｛ｌ訴 ＨＳＶＱＩ 附 ＶＵＷＱ

;II 話( 269) 2833- 4 

大 阪 市 北 区 'u' ，反町 7 5  

東京都新宿区新小川町 3 - 3 2  

株式会社

本社

支庖

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 地 4 丁 目

本 社 東京都中央区京俄 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

• 

温湿度調整 ・暖冷房 ・換気給排水 ・衛生設備

設 言| 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

社 ［ｊＡＮ 荷 ｉｬ 市南区西九条ｾ日 ｬ 田 ｔＲ 0 1l H 也の l

11.1，!，T; ( 68)  5101- 5  ・ィ'll l! i1と早川 ( 69)  1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 3 7 ( 天 満 紙 北 詰 )

γ[ ，!，f; ( 352)  3501 - 3  

四日市市浜旧西末広田T 屯漏電9 ) 7431 - 3  

i l ! 市栄町 2 ー 1 1  1  "包e活@ 3 6 1 0  

冷 暖 房 ・温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・理 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

業

会 社⑨ 

社

Ｇ，Ｇ ｬ ｬＮ ｬｾ＠ (443)  Ｈｾ必 ＸＱＶＱＭＹ
Ｑ 喧， ＱｾＨＹＱ Ｑ Ｉ 3  9  4  I  

'，'I1.!l; (511)  0  9  6  6  

'，'I1，11i (34) 1778 - 4386 

1払l，r; (47) 7575 - 7588 

A

A

一

A
式ネ来

本 社 大 阪 ，11 例区点目I桝 I r U 6 2

LLJ!. g長所 Ｊｪ［Ｈ ｉ￬ｉｾ北区上 卜 条 ｉ ｲ ｉｬ Ｙ ＱｩＱ］ ＲＲｾ［＠
r，占 1;1 rli 9'村区牧 Jf 町 l の 6

神，; 市' 1' . 111区北長狭通7 r  11 1のl

lム 品 市 袋 町 6 I昨 4 i } 

エ田山

本

大 阪 営 業 所

四 日 市 営 業 所

津 営 業 所

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・アルミ ・サ ッシ ・ド ア シ ャ ッター

設 計 ・製 作 ・施 E  

鋼 機 株 式 会 社

大阪市点区尚f l t 1 崎 5 - 4  5  Ｈ 興銀ピ ｊ レ ｾｊＧｊ 館 Ｉ
γ巨大阪( ¥' : ( 202)  7  7  4  5  '(!I: 

東 京 信Il 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 3

γ目 点 hl (¥': ( 901)  3  1  9  1 番

東京者jl 港区蝋イlii 宇田T 1  5  5  (;r;  5 興 和 ピ J レ)

7日 * .s;r 代 ( 409) 0  1  5  1  lfi' 

1i l ・ 仙 台 連 絡 所 悩 | 湖

理 研

大 阪 支 后

本 社 ・工 場

会 社

。 暖 冷 房 空 気 調 日 境 衛 生 工 事 一 切

、回， 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 )1 .}' 町 5 0  

大阪事摸本附 泡 川 大 代 表 (312) 8  6  7  I  

東京司臨機本部 東 京 nt l 新 宿 区 三 栄 町 1 8  

Y古 川 大 代 ぷ (353) 9  1  5  1  

名古1.1! 市中村区下広 JHl l f3 Ｍ ＱＵ Ｈ 中京 屯 ｾｴ ピル Ｉ
? 笹 川 (581) 9  3  7  6  - 8  

京 滋 、 下 関 、 trr itJ 、 金

• 

古
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名

本 社 分 室

庖支
iJ< 

名 古 屋

事 鍵 本 部

各 事 業 部



電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

電 気 設 備 の 頁

式

代 表 取 締 役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 3 の 3 朝日ビルディング

T E L 代 点 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 凶 区 七 位 殿 iili り 4 の 8

T  E  L  ｻｾ＠ J旨 (448) 1  3  6  1  

}I': ms 市 中 京 区 凶 ノ JIt 中合同T 2  0 の 1 1  

T E L 代 炎 (8l) 9  2  9  6  

社
〈
云電陽

ヰ土

営 業 所

朝

本

社

社

* Jir 文字上

本

営 業 所

支 1占

1・:; ｾ＠ rJf 

• 
会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区必関係五丁目 二八 暑地 '心J占大阪 (202) 0325- 9 丞

本 社 東 京 都 千 代 田 区 内 神 凹 1 T  1'1 4 番 地

支 社 札 似 ・仙 台 . ) L ノ 内 ・ 名 古 l云・悩| 品l

出 リ 長 所 旭 川 . 1' 1  ;"j 陥 浜 市iI 1刈 ・ 白 ー 山

電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

Q

一

A
式株

と
一
川電藤工

市

大阪市北区' ! r r - 崎町六九 l ιi 百・大阪 (313) Ｈｾ，Ｆ ＳＴＵＶ＠

東京支! 占 点 京 部 中 央 区 西 八 了 椀 二 丁 目 卜

I包. l i i (551)  8  3  3  0 ・ 8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・ 間 山 ・広 向 ・北 九 州

凶 村 正取 締 役 社 長

営 業 所

• 
設計・ 施工

司'

電 気 工 事電 気 工 事 - 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪 Ｂ￭ｨ ｬｩＮ ＪｬｩＮｾ ｲＭ ｩ｛Ｊ 之町三 ｲ n一 五

自立 ， ｾｬｩ＠ 大 阪 (931)  代 長 7 3 4 1 - 5

0 3 8 8 ' 2 1 9 3  

大阪市bG. 点l王7f i[ Jl[ 之町三r J l 占 ー '，'U:，!';大阪 (931)7αM

公良県御所rli 御用i曲り 3 6 0 '，ll ，! 占御所 の2ω7 ・42:>9

A

Q

玄式ネ来
と
一
刈

三塁‘

司，本中

本

社

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 高 lfi IIJT 1  6 養 地 ( 京 阪 急 ピ ル 7 階)

1電 話 大 阪 (313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 御 鶴 ・広 島 ・ 八 幡 ・ 初 問 ・72; 山

A

Q

一

A
式株業エ原粟

資 材 倉 庫

奈良営業所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

• 
}主

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 辿 1 r 目 6 5  

電 話 大 阪 (541) 0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・名 古 J_i ' 広 島 ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

= 盟i
ー- ー，、、

{に J量取締役 林 敏

大 阪 市 北 区 キli 笠岡T 5  0  ( 堂ピ ル 7 附)

'，'11 ，I.fj ⑩ 3  6  7  1  ( 代)

- * 点都中央区日本崎箱崎町 3 r  112 番地

'，'t . ! ぷ @ 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . J:W .  h'.¥ 111 

社株 式 会 社

111 取締役社長

社イヌ

夫

ヰ土

宿

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 田T /  r  n  2  2  

10: 治 大 阪 (362) 8  7  0  1  

点 京 郎 港 区 赤 坂 1 丁 目 5 訴 7

γ自 治 (481) 8  6  2  1  I!.:: }< 

名 古 屋 ・ 札 脱 . ｒ ，ｾ問

地 川 ・償 浜 ・ 浜 怜 ・姫 路 尚 必

本

支

営業所出 張 所

選 択 制 御 監 視 談 fi!i. h 三土、 空 測 衛 生 設 備 監 視 盤

ｍｕｾ 動力制御盤 的:.c¥1 各 組 動 力 自 動 制 御 盤

グ ラ フ イ γ ク 悠 τる/ 分 1立 総 ・ 各 個瞥 報 盤

高 低 圧 受 配 沿 線 一一 設 計 ・ 製 作

コk 斗+ 信 局 卦長 +時 -'品 ...o. 

本 木 ナ 十 唱 ， 莱 株 エ : ¥ ， :z.; 

取締役社長 森 井 定 勝

専務取締役 佐 野 春 吉

東 京 伺1 i谷 区 之 三 111 網 町 一 位 地

電 話 点 ポ (451) (¥: ;r， 9  6  r  i  

東 京 郎 品 川 区 市 品 川 町 4 r 悶 l 醤 3

官官 J孟 東 京 (474) 3  2  2  1  ( 大代表)

大 阪 市 北 区 ' J it 安 町 1 6  llI' j 也

司1 .!Ii 大 阪 (443) 代 必8381 ィ主1111 (441)  0502 

名 古 出 ・ 広 助 . ｾＧ Ｎ ｉ＠ IMI . 仙 台

東 京 ・ 大 阪 . t/.¥ 1湖 ・ 名 古 1c!I

社

本 社

東 京 支 庖

大 阪 支 底

出ｾ＾＾所
L  ｾ品

社

電 気 ー 暖 冷 房 - 空 間 工 事 設 計施 ヱ

電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝

大 阪 市 北 区 紛 笠 岡T 五 O ( 堂 ピ Jレ三附)

111 ，l;I; (364)  1  4  7  1  ( 代)

東 京 lill 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピ Jレ)

10: J，f; ( 542)  5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 0 111= 地

包 括 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・堺 市 ・高 槻 市 ・ 姫 路

4 会』

ｾ＠宝

宇土

1;5 

本

支

包】 ｾｐ ，斤

rli 
や，.出張所

香 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

取締役社長 山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 掘 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0 5 6  

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 6  相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪南- 北海道・名古屋 ・四日市 ・福山・福岡

• 電 気 工事 ー言十装工 事 設 計施 工

A

Q

一

A

社気 工 業 株 式 会

今 村 騰

中 央 電

本

東京営業所

取締役社長

大 阪 市 北 区 梅 ケ 伎 町 五 六 番 地

1電 話 大 阪 代 表 ( 341) 8  1  3  1  - 7  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 郎 ・草 津

社本

所張出

支 庖

営業所
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建 築 ・ そ の 他 の 頁

水

付

付

付

防

吹

吹

吹

ス

ン

ド

ス

ク

イ

ン

ク

y

タ

ナ

Y

1γ

は

一

テ

ゴ

ん

エ

工

品

川

パ

壁

石

市

ハ

砂

蛭

念

れ

脂

脂

内

齢

動

枇
・加・・

レ
し

• 営

業

品

目

エ レ ベ ー タ ・リ フ ト・ カ ー リ フ ト

計 ・ 製 作

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 (天 六 阪 急 ビ ル ) ( 351) 4927代

大 阪 営 業 所 ( 351)  4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0336代

東 京 営 業 所 ( 822) 099針吃 工 場 ( 328) 0336代

本社営業所・ 大阪市* 住吉区駒川町 3 - 54 "包，11i ( 702) 代7814- 6  

特約代理庖・ 点 ぷ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 品 ・今 治 ・ 稲 附l

各 種 j寸h

ガラス製品卸問屋 ι Y ' )

22 吉田芳雄商庄 ([ ｾＩ＠

台

。

υ

ホ
Iy 

骸耐

陶器、

セ卜モノのデパー卜

株 式 会 社

主 宰 商 曾

大阪市北区与力 IIIT ノ 0 ， 

'，t!:，1占 大 阪 ( 358) 4  0  3  1  

ト弓 1 ・ヒューム草

ベン手Lーチ-ミンホーjレ

⑩ 

• 

⑨ 

FUTABAYA DECORATORS.  LTD 

建 築 物 、 船 舶 等 造 作 工 事

家 具 、 建 具 、 寄 木 、 室 内 装 飾 工 事

内外装飾織物 ・窓、掛、数物、壁紙頬一式

二葉屋装備工業 株式会社

設計施工

取締役社長 若 林 繁 吉

大 阪 市 大 淀 区 本 庄 川崎 町 2 の 6

ｾｾ話 ・ 大阪 ＨＳＷ Ｑ Ｉ 3321- 3・3630
( 創業大正 7 年)

⑪ 認 JI} ; 岸窯業高志

'，(l，ili 大阪 (  532 )  0  4  6  1  - 4 待

• 

ご

1

・1
l

 

j

 

山

η

百

日

い

正li !大
仁

川

レ

止

い

矢
Ｋｾ＠ j¥: 

会十 |

Board &Sl ate Standard 

Ti  

フ タ パ 黒 木 反

ヰ寺
作

寸==目

所

所 長 11}] 1¥余士 松 平 藤 佐 根

ず災良子li 南 城 戸 南 方 町T 2  8  屯 話 ( 22) 4 0 9 8  

4宍 良 市 登 大 路二 番 町 ( 1噂 物 館 前 ) 屯，; 汚 ( 22) 4 0 9 8  

本 百11 日 知 県 宿 毛 市 宿 毛 田T 2  6  3  9  

盲

六

青写真とマイク口フィルム

写外内株式会社

製図 ・トレース・複写写真

T E L ⑩ 9055 (代表)大阪市北区堂島北町16

所

大 阪 市米|ズI' .: j l:抱f，ii; '. T  I I )L  Ａ ｈ 十 ｬ ビル ｉｉ Ｎ ｉ［ｾｾ

"ι 111Q  大 |坂 ( 2 3 1 )  4  2  5  7 ー お 得

瓦

ル
イ

J

仏

タF

A

 

d
』

~
大

大

瓦

ルJ

n

，

 

H

川

O
ノ

日

住

叫

刊

当

ア

人

川

変

:
眼
下

↑…

制

如

刊

日袋外
苅
，

張:出阪大

H  ';f 
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防予滅殺蟻白式平本金

(56)372i 

( 351)0703 

{ お81)270:1 

( 467 )  16'11 

J;' ，"I;di 取山 1" 守鴨rr); 仏池川目r9判。
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建 材 の 頁

中間 入 7t: リ 波 1111 ガ ラ ス
( スレ - 142)

スレ ー ト大 i/ ;
l七サ 965

71

1，71 1，818吋n

山'1 リ

-1- ':;' ) .!...!.. 

ダ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 地似 1ι 似

( ii i' i  ｕ ，ｮ Ｇ ｘｾ Ｚｗ＠ Ｇ［ＱＱ 化 ホ リ エステル 似 Ｉ 件川 ＿Ｏ 主、 ， ｊＧυＺ Ｐ 三 Ｉｾｾ 勿 イ ｮ

ＡＡ ｾ必 大 日 本 硝 子 工 業 株 式 会 社

J、j:l z ｾ ι Ｇ ， ［ ，＠ )-:P{ d，.1じ1/ 1，.; 1.1111  : !ノ l 返( i llドヒル '心" ，r， 11 1  ｉ Ｚ ， ｸ り 川 ｈ り ・ Ｚｾｘ ｉ
4、 t1  tl[ '  ( "川' . ' ，' . HI  h' :  11;;. d， '1、11 1Ｇ ｪ 久 ｦ ｾｾ ｾ＠ '!. I  'd.!. U，r， i' .!. :i 1  () 1  I  

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

ブゲス l二も/ 季初=ι

函役・薬品 l二重J

大丈夫でーォ

特 許 ・ 耐酸 ・耐 ア ル カ リ ひふ く 鉄板

Ｑｦ ＱＩ 工ミ ｊｾｊｾ ュ，Ｎ Ｙｊ ｉｴ
. 永 久 建 材 の 超 ひふ く 鉄板

スー ｊｴＭ ｊｴ Ｇｊｉν ＧｊＩｾ克明ｽも Ｈ ｓｐｍ Ｉ

カ弓ース ＭｊｴＭ ｊｴ Ｇｊｉν Ｑｊ ＩＧｾＹｊＧ (CS P M)  

92 

. 責 任 施工 ・ 型 録 送 呈 l  ・fiJ r時 代 に 7 -';1 チ した 名 手屯 の カ ラ ー 製 品 が あ り ま す

1I IJ 1  !J ヲル克明ル製造株式会祖

腐らない そして 燃えない

本 社 工 場 尼 崎 ，fj k 拘 1t 円 唱話 太阪(481) 8 0 85 - 9

大 限 支 庖 尼崎市1Ui -r 4 - 41( 古川ピル) 唱話 太阪( 481) 8 0 85- 9

東京支庖並工場 埼王県 輯，IiJl[ 町 2 - 2 0 - 4 電 話 瞳(32 ) 3 1  15- 7  

宣車 出 彊 南 郡山八幡 名古尾 川崎 官同・宇部・世間・位町 三原 i車島 it 山

法定不燃材 298号

ケミカラーオ ーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

スタンダードメタルの大島応用化学

新しい型の

ひふ くて っばん

東大阪市新圧 (782) 4171代

• 

• 

• 

• 



• 

• 

• 

‘  

建 材 の 頁

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶縁 工 法 を

前回 ＷＱ ミー陪ｾ帯

な冷工法 事 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎壮
* 五( r.l 1中 央 lメ 鋭l恒 flG8  - 3  包 括 (57 1) 2703- 4 .  2370 . 4064  . 0264  

大 阪 ，'1'，ｾ ｬ ｾ 所大阪市 打 ＱＱ Ｏ［Ｚ ， Ｈ 夫 打 Ｑ Ｑ Ｏ ［Ｎ｜ 中 届 リ 5 - 4  m街 ( 92 1) 2497  

ＱＧ Ｎ 山 Ｔ ［Ｚ ， Ｇｬｴ ｲ Ｇ ［ ｉ Ｎｾ 吋 ｲ :t'， ，' i  Mさ rfi r軒 l豆: ＺＱ 長 Ｑ，ｾ附 ｔ 3  3  ?tt :l' Ii (811)  3660 

車 全 防 水 冷 工 法

ヌルーフテ・2 クヌ儲 71ミ工事

• 
f  耐 酸 工 事 防 水 工 事 専 門 底 、
、 一 一 耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社 一 一 '

大阪市北区高垣町80 T E L代 361/0178

* 左 官 工 事 の ス ピ ー ド イ ヒ *

仕 上 が 自 在 ・日 本 壁 に も 、 洋 室 にも、

( 一週間 て 立 派 な 和 洋 s ! 仕 上 が出 来 ま す )

Y  M ヌ ヲ 天 台F ー

吉野厄雪株式会結

⑫。
*  

千l 止点目nイ¥1I1[ . ( ) V (句3T I12陸地(新車Ji: ビル6i昔) 班点(216)0951( k l¥長)

大阪支 ｪ 山 大 ｬｩ､ｩＮｬｴｬｾＺ 吹 ｽ［Ｚ［ ｩ ，兵通 ｬ の ＲＵ Ｈ 新 大ビ ｊ レ Ｉ 大阪 Ｈ Ｓ ｈ Ｉ ＲＵＵＶ Ｈ 代Ｉ

;とテヶi Eh向 丘動 向五三;フ

タ イ j レ

ロ ー ン

グ ノ イ ド

:ii i ;グ閉 旬、;
開 l  特許気光式通風器製造

5 田 昭二l

ン リ ュ ム

ノ リ ュ ー ム

ノ リ ュ ー ム

Y3  



建 材 の 頁

カ ー テ ン ウ オー ル

サ ッシ ・ドア

ア ッセ ンフ ル フ ロア ー

グ リルウ オー ル

ワ イ ヤ ー モ ー ル

天 井 パ ネ ル

軽 量間仕切

防潮 扉

工 ヤ ー ム ー パ ー

その他

. 超 高 層 時 代 を に な っ て 、 カ ー テ ン ウ オー ル の 果 す 役 割 は ま す ま す 大 き く

なり ま した 。 東 京 カ ー テ ン オ ー ル 工 業 の 、 こ の 分 野 に お け る 特 異 主 技

術 は 広 く 業 桝 に 認 め ら れ て い ま す が、 ア ル ミ、 ス テ ン レ ス 、 ブ ロ ン ズ 等

を使片! した美 し い 金 属外 装 で 古15市 に 一 層 の 美 観 を そ え る こ と も 、 ま た ビ

ル デ イン グ ド レ ス メ ー カ ー と し て の 束 カ テ の 使 命 で す 。

町田東京s - j J 万-Jl 工業

E岨 :γJ ;:

'}' ，占 1; 1支/，1;

以 .¥- j ( ras 恥 川 1". 州 l 己 久 4 r  11 1  2 ー 1  2  

泊 。1，'， ( 893)  0  1  J  1 大 代

大 阪 市 市 区 "断層I! 11fT ilfJ 4 ー 2 5  ( 順崎町ピ ル)

Ilt ，1，号 ( 252) 5  8  9  1イt

γ" ，1干 1.... 1  di 点 1>( 武・ l' 附r 4  - 1  6  - 5  ( f1，，(両 ピル )

'i'l1: ，! ，号 ( 941 ) 2  5  7  7  (¥:: 

ｾ＠ J ;( 布IS ' 1' 央 lベ 八 i f( 洲 5 ー 7 ( 八 呪洲 ニ H ピル )

叫 川 ( 2 7 2) 0  4  0  1  (¥:: 

対，¥ IMI 牛L ｾｊｯＡ・ ｾ ｉｔ 担 ｪ

• 

近代建築の要求する

fl lJ f i  

'H 業 所

:1'， ｾｕ 内 ｔ

米特 許 川 俣 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

工

乍

d
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l
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11¥俣シャEγ ' 1 - 工業椋式会社大阪支庖

大 阪 支J苫 大 阪 di 北|メ.('，' ｴ ￭Ｎ ｾ＠ 111 [ 30 ・U:，fl; 大 阪 ( 364 ) 9004 ・9016 ・4825

本 社 工 場 !.R J i( Ii IS北 1，(.111;品，¥( 11[ 11 38 氾，Vi 点 以 ( 893) 5  2  1  1  - 5  

ス チ ー ル

) 7 ) レミ

サ ッ シ ・ ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

盟覇富 /  シ ャ ッ タ ー

盤 三 高 式 オ ベ レ ー タ ー ・ ド ア ー ハ ン ガ ー

輔

ゐ
寸

司

吋

M
H

'

s

h
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禁22 三 高 製 作 所

本 社 ・工 場 尼 崎 市 中l' 崎 五 反 旺1 2  8  0  11宇 地

包 括 大阪 ( 401) 61 58 .  6159  .  7939 ・9463 ( 491 ) 3200 

豊 か な 経験と

最 新 の 技術 ・. .  

東洋シャッタ一株式会社

本社工場 大 阪 市 凶 淀 川 区 {悶田T 4 - 33 T E L  ( 471)  8 3 3 1 (I;: T  

支 庖 東京 ( 771) 1171 ・名古屋 ( 331 ) 6171 ・大 阪 ( 352) 4571  

営 業 所 償 浜 ・滋 賀 ・ぶ 郎 ・神 戸 . I，' ，il 珂 . f也全同主 要 都市

• 

• 

ーー



日本建築協会優頁謹明 セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

• 型{上

級

録111

ヲ. - qイトB雪

株式会社日本セメント防水剤製造所

m

M
主

本 社

是E 車各 戸斤

出 ｾ ｬ 是 戸斤

ウォータイト式防水

工 事 代 行 庖

大 阪 市 東 区 船 越町 2 - 3  1  ( 船越 ピJ レ) 電 話 ( 941 ) 乙626 ・ 2628

宝 塚 市 町 台 上 の 池 電 話 宝 塚 ( 3 6 ) 2153 

電 話 東京 ( 431 ) 8648・名 古 屋 ( 32 1) 1331・仙 台@0 7 21 ・札 幌 @ n l l

電 話 大 三 エ 業 高 松 ( 2 ) 0016 安 藤 工 事 福 岡 ( 28) 5  2  0  7  

主 主 永 建 材 広 島 ( 61 ) 6  3  7  1  

モ ル タ ル ・ コ ン ク リ ー ト 周

防

ヨF
， a且

a・・ 急

- 防 水 工事 責 任 施 工

製 ロEヨロ A  

• ---F ~ベ '11

- セメ ン ト混和 剤 の ト y プ・ ・・・・

接

ご一 報 次 第 カ タ ロ グ進 呈 し ま す

景。

水 剤

結 剤

Eコ

τヲ

着 剤

離 剤

ミ璽
株 式 会 社 3由周I i f t : 工事土

本 社 東京都品川区大井 l ニ1 5 電話 (774 )' 4111  ( 代表 )

大阪営難所 大阪市東 成区西今里 2 - 48 電話 (971) 4765 ∞63 

- 基 礎 施 工 の 悪 候 件 を 克 服 す る

読 置 式 自 信 三 品 杭

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許 ・ 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

本 社 大 阪 市東 区 高 飽 橋 2 - 2 0 (; 布施 新 ピ J レ)

T E L 大 阪 ( 202) 3233( 代) ・7501 ( 代 )

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市中 村区 船入 町 1 - 12( 服 部 ピ ル )

T E L 名 古 屋 ( 582) 3  0  3  6  ( 代 )

株式会社 誌 智 工 務 所

大 阪 工 場 大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3 ・ 3 2  2  4  

名 古 屋 ヱ 喝 愛 知 県 海 部 郡 弥 窓 町 佐 古 木

T E L 弥 富 ( 7 ) 1 1 9 1 ・1 1  9  2  

• 

2 日 本 建 鉄 の

PS型レテりードサッシ

ァIL: : サ叱ぞJi で 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L 東 京( 270) 6511 ( 大 代 )

大 阪 支 庖 大 阪 市 北区 ;梅 田 町 4 7  ( 新 阪 神 ビノレ ) T  E  L 大 阪 ( 36 1) 6758 (代 )
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建築と社会
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昭

和

二

十

四

年

三

月

十

九

H

第

三

種

郵

便

物

認

可

の不燃建材を日朝建 設 省 認 定

• 

昭

和

四

卜

二

年

五

月

て

卜

日

印

刷

-

L

F

1

1ト

I

L

-

-

b
E

-
l

p
H

ド

I

l

l

l

'

i

l

〆
Y

3

1

昭

和

四

十

二

年
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月

H

五

日

発

行

工場・倉庫・住宅に

法 定 不 燃 材

朝日波形スレート

朝日フレキシブルボード

朝 日 大 平 板

朝日ステンドスレート

朝日ネットインスレート

朝日耐火，，ｾネル

朝日防火，，ｾネル

朝日グラスインパネル

朝 日 フ ェ ザ ー パ ネ ル

朝 日 コ ル ゲ ー ト イ ン パ ネ ル

吹 付 石 綿

朝日ブロベスト

場エ• J レビ

ぬ

朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

大阪支凶 / 大阪市北区ヰ中山町 4 3  fli 話 (312) 8521  (代表)

本 社 / 東京都 tl" 央12 銀座7- 3 屯話 (573)5111(大代 )

営 業所 Ｏ Ｊ ＡＮ ｾ ｦ ・ 横 浜 ・ 静附 ・ 名古 屋 ・ ｵＮ 山 ・ 大津 ・ 姫路

間山 ・11、島 ・1"]司 ・福岡 ・長崎 ・延 岡 ・日松

新居浜 ・キlJ t足

場 / 東京 ・備i兵 ・山梨 ・大阪 ・水[;，¥・玉Q; ・門司エ

ご

入

会

の

お

申

勾

み
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-

-
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-

-

・
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「

建
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会
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社

団
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四
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・
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回
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・
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六

回

口

振
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口

座

大

阪
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一九

九

七

五

番

ヘ圏 ｲｪｪｾ ＮＷ ｩ ＢＷ ｾ＠ ｾｾ互豆

屋内の温度変化 が小さ く、ルーフィングなど不要

室内に露滴落下の心 配がありません。

太陽の直射や屋外寒気などを防ぎ、熱貫流抵抗は

20' %. 厚の木毛セメント板に等しい。

雨音の発生が少なく、室内 ・室外 の騒音を吸収。

静かな環境をつくります。

長尺ロール成形、波付加工及び現場施工は従来の

亜鉛鉄板と同様に簡単です 。

施工が容易、工程が簡単、その上軽量であるため

工事費がグーンと節減できます。

特 殊 難 燃 処 理 が 施 さ れ た ウ レ タ ン フ ォ ー ム は

自己消火性を有し防火上安全です。

ウ レタンフォームがコーキ ングキオの{ 動 きをして

防水性を高め 、雨漏りの心配無用です。

. <ダンネット 〉は着色亜鉛鉄板〈カラーグリップ〉と難燃性〈ポ リウレタンフオーム汐〉複合建材です

特 長

1. 防

性

性

性

性

性

性

3. 吸 音遮音 性

4. 加

5. 経

6. 防

7. 防

;斉

火

水

露

熱

工

2. 断

一二

O

O

円

( 送料共)

音B
大 同 鋼 板

- カ タロク ・見本帳ご希望の方は 〈建築と社会} と こ記入の上 ζ 請求下さい I  

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橘 2 - 41 雷 (203) 0  7 5  1  

営 業 所 東 京 都千代田区丸の 内 3 - 10 倉 (212) 0  5  0  1  

. 標 準 寸 法 及 び 色 彩

種 類 長 尺 ー平 板 ー波 板

カ フー グ リ ン プ

厚 さ 0. 27鳴 ( # 31) - 0  . 60弘 ( #2 4)

ポ リ ウ レ ヲ ン フ オ ー ム 5 弘

幅 9 14"，，" (  3 尺 ) ( 大波の場合仕上り幅 800""" )

畏 さ

長 尺 品50m ま で

平 . ｾ Ｎ鹿板 ＱＸＲＹ 私Ｈ 6 尺 ) - 2438""" (  8 尺 )

色 彩

カフ ー グ リ ン プ の 色 棟 準 色 B色

ポリウレ世 :ノフ オ ー ム の 色 灰 色 ・黄色


